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(57)【要約】
　本開示は、毛髪を損傷から修復し、強化し、保護するために特に有用なヘアトリートメ
ント組成物に関する。ヘアトリートメント組成物は、少なくとも０．５重量％の少なくと
も１種のアミノ酸もしくはアミノスルホン酸および／またはこれらの塩と、任意選択の少
なくとも０．５重量％の少なくとも１種の非高分子モノ、ジもしくはトリカルボン酸およ
び／またはこれらの塩とを含む。界面活性剤および水などの追加の成分も含んでもよい。
ヘアトリートメント組成物の独自の成分は、毛髪繊維を再構築し、毛髪繊維強度の向上、
良好な統制、およびより明確なカールなどの改善された特性を示す毛髪をもたらす。
【選択図】なし
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　－　少なくとも０．５重量％の少なくとも１種のアミノ酸もしくはアミノスルホン酸お
よび／またはこれらの塩、
　－　任意選択の、少なくとも０．５重量％の少なくとも１種の非高分子モノ、ジもしく
はトリカルボン酸および／またはこれらの塩、
　－　１種以上の界面活性剤、好ましくは少なくとも１種の非タウレート界面活性剤、な
らびに
　－　水
を含むヘアトリートメント組成物。
【請求項２】
　少なくとも１種のアミノ酸またはアミノスルホン酸が、タウリン、アスパラギン酸、シ
ステイン、グリシン、リジン、メチオニン、プロリン、チロシン、フェニルアラニン、カ
ルニチン、これらの塩、およびこれらの混合物からなる群から選択される、請求項１に記
載のヘアトリートメント組成物。
【請求項３】
　少なくとも１種のアミノ酸もしくはアミノスルホン酸および／またはこれらの塩が、タ
ウリンおよび／またはその塩である、請求項２または請求項２に記載のヘアトリートメン
ト組成物。
【請求項４】
　少なくとも０．５重量％から約１０重量％の少なくとも１種のアミノ酸もしくはアミノ
スルホン酸および／またはこれらの塩を含む、請求項１から３のいずれか一項に記載のヘ
アトリートメント組成物。
【請求項５】
　少なくとも０．５重量％の少なくとも１種の非高分子モノ、ジもしくはトリカルボン酸
および／またはこれらの塩を含む、請求項１から４のいずれか一項に記載のヘアトリート
メント組成物。
【請求項６】
　少なくとも１種の非高分子モノ、ジもしくはトリカルボン酸および／またはこれらの塩
が、トリカルボン酸および／またはその塩である、請求項１から５のいずれか一項に記載
のヘアトリートメント組成物。
【請求項７】
　トリカルボン酸および／またはその塩が、クエン酸、イソクエン酸、アコニット酸、プ
ロパン－１，２，３－トリカルボン酸、トリメシン酸、これらの塩、およびこれらの混合
物からなる群から選択される、請求項６に記載のヘアトリートメント組成物。
【請求項８】
　トリカルボン酸および／またはその塩が、クエン酸および／またはその塩である、請求
項７に記載のヘアトリートメント組成物。
【請求項９】
　少なくとも０．５から約１０重量％の少なくとも１種の非高分子モノ、ジもしくはトリ
カルボン酸および／またはこれらの塩を含む、請求項１から８のいずれか一項に記載のヘ
アトリートメント組成物。
【請求項１０】
　－　１種以上の脂肪族化合物
を含む、請求項１から９のいずれか一項に記載のヘアトリートメント組成物。
【請求項１１】
　１種以上の脂肪族化合物が、油、鉱油、アルカン、脂肪アルコール、脂肪酸、脂肪アル
コール誘導体、脂肪酸誘導体（アルコキシル化脂肪酸または脂肪酸のポリエチレングリコ
ールエステルまたは脂肪酸のプロピレングリコールエステルまたは脂肪酸のブチレングリ
コールエステルまたはネオペンチルグリコールおよび脂肪酸のエステルまたは脂肪酸のポ
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リグリセロール／グリセロールエステルまたはエチレングリコールおよび脂肪酸のグリコ
ールジエステルもしくはジエステルまたは脂肪酸および脂肪アルコールのエステル、短鎖
アルコールおよび脂肪酸のエステルなど）、脂肪アルコールのエステル、ヒドロキシ置換
脂肪酸、ワックス、トリグリセリド化合物、ラノリン、セラミド、ならびにこれらの混合
物からなる群から選択される、請求項１０に記載のヘアトリートメント組成物。
【請求項１２】
　約１～約２５重量％の１種以上の脂肪族化合物を含む、請求項１０または請求項１１に
記載のヘアトリートメント組成物。
【請求項１３】
　－　１種以上のシリコーン
をさらに含む、請求項１から１２のいずれか一項に記載のヘアトリートメント組成物。
【請求項１４】
　１種以上のシリコーンが、ポリオルガノシロキサン、ポリアルキルシロキサン、ポリア
リールシロキサン、ポリアルカリルシロキサン、ポリエステルシロキサン、およびこれら
の混合物からなる群から選択される、請求項１３に記載のヘアトリートメント組成物。
【請求項１５】
　約０．１から約２０重量％の１種以上のシリコーンを含む、請求項１３または請求項１
４に記載のヘアトリートメント組成物。
【請求項１６】
　－　１種以上のカチオン性ポリマー
を含む、請求項１から１５のいずれか一項に記載のヘアトリートメント組成物。
【請求項１７】
　１種以上のカチオン性ポリマーが、ポリ（メタクリロイルオキシエチルトリメチルアン
モニウムクロリド）、ポリクオタニウム－３７、四級化セルロース誘導体、ポリクオタニ
ウム－４、ポリクオタニウム－１０、カチオン性アルキルポリグリコシド、カチオン化ハ
チミツ、カチオン性グアー誘導体、高分子ジメチルジアリルアンモニウム塩およびそれと
アクリル酸およびメタクリル酸のエステルおよびアミドとの共重合体、ビニルピロリドン
とジアルキルアミノアルキルアクリレートおよびメタクリレートの四級化誘導体との共重
合体、ビニルピロリドン－ビニルイミダゾリウムメトクロリド共重合体、四級化ポリビニ
ルアルコール、ポリクオタニウム－２、ポリクオタニウム－７、ポリクオタニウム－１７
、ポリクオタニウム－１８、ポリクオタニウム－２４、ポリクオタニウム－２７、ならび
にこれらの混合物からなる群から選択される、請求項１６に記載のヘアトリートメント組
成物。
【請求項１８】
　１種以上のカチオン性ポリマーが、ポリクオタニウム－４、ポリクオタニウム－１０、
カチオン性グアー誘導体、およびこれらの混合物を含む、請求項１６または請求項１７に
記載のヘアトリートメント組成物。
【請求項１９】
　約０．０１から約１０重量％の１種以上のカチオン性ポリマーを含む、請求項１６から
１８のいずれか一項に記載のヘアトリートメント組成物。
【請求項２０】
　１種以上のカチオン性界面活性剤を含む、請求項１から１９のいずれか一項に記載のヘ
アトリートメント組成物。
【請求項２１】
　セトリモニウムクロリド、セトリモニウムメトサルフェート、ステアルトリモニウムク
ロリド、ベヘントリモニウムクロリド、ベヘントリモニウムメトサルフェート、ベヘナミ
ドプロピルトリモニウムメトサルフェート、ステアラミドプロピルトリモニウムクロリド
、アラキドトリモニウムクロリド、ジステアリルジモニウムクロリド、ジセチルジモニウ
ムクロリド、トリセチルモニウムクロリド、オレアミドプロピルジメチルアミン、リノー
ルアミドプロピルジメチルアミン、イソステアラミドプロピルジメチルアミン、オレイル
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ヒドロキシエチルイミダゾリン、ステアラミドプロピルジメチルアミン、ベヘナミドプロ
ピルジメチルアミン、ベヘナミドプロピルジエチルアミン、ベヘナミドエチルジエチルア
ミン、ベヘナミドエチルジメチルアミン、アラキダミドプロピルジメチルアミン、アラキ
ダミドプロピルジエチルアミン、アラキダミドエチルジエチルアミン、アラキダミドエチ
ルジメチルアミン、およびこれらの混合物からなる群から選択される１種以上のカチオン
性界面活性剤を含む、請求項２０に記載のヘアトリートメント組成物。
【請求項２２】
　約１から約１５重量％の１種以上のカチオン性界面活性剤を含む、請求項２０または請
求項２１に記載のヘアトリートメント組成物。
【請求項２３】
　１種以上のアニオン性界面活性剤を含む、請求項１から２２のいずれか一項に記載のヘ
アトリートメント組成物。
【請求項２４】
　アルキルサルフェート、アルキルエーテルサルフェート、アシルイセチオネート、アシ
ルグリシネート、アシルタウレート、アシルアミノ酸、アシルサルコシネート、スルホス
クシネート、スルホネート、およびこれらの混合物からなる群から選択される１種以上の
アニオン性界面活性剤を含み、これら全ての化合物のアルキル基およびアシル基が、６～
２４個の炭素原子を含む、請求項２３に記載のヘアトリートメント組成物。
【請求項２５】
　約５から約２５重量％の１種以上のアニオン性界面活性剤を含む、請求項２３または請
求項２４に記載のヘアトリートメント組成物。
【請求項２６】
　本質的にアニオン性サルフェート界面活性剤を含まない、請求項１から２２のいずれか
一項に記載のヘアトリートメント組成物。
【請求項２７】
　１種以上のアニオン性界面活性剤が、アシルイセチオネート、アシルグリシネート、ア
シルタウレート、アシルアミノ酸、アシルサルコシネート、スルホスクシネート、スルホ
ネート、およびこれらの混合物からなる群から選択され、これら全ての化合物のアルキル
基およびアシル基が、６～２４個の炭素原子を含む、請求項２１から２５に記載のヘアト
リートメント組成物。
【請求項２８】
　１種以上の両性界面活性剤を含む、請求項１から２７のいずれか一項に記載のヘアトリ
ートメント組成物。
【請求項２９】
　ベタイン、スルタイン、アンホアセテート、アンホプロピオネート、およびこれらの混
合物からなる群から選択される１種以上の両性界面活性剤を含む、請求項２８に記載のヘ
アトリートメント組成物。
【請求項３０】
　アルキルベタイン、アルキルアミドプロピルベタイン、アルキルスルホベタイン（スル
タイン）、およびこれらの混合物からなる群から選択される１種以上のベタインを含む、
請求項２８または請求項２９に記載のヘアトリートメント組成物。
【請求項３１】
　コカミドプロピルベタイン、ココベタイン、およびこれらの混合物を含む、請求項３０
に記載のヘアトリートメント組成物。
【請求項３２】
　シャンプー、コンディショナー、リンスアウトマスク、またはリーブイン製品である、
請求項１から３１のいずれか一項に記載のヘアトリートメント組成物。
【請求項３３】
　請求項３２に記載のシャンプーを毛髪に適用し、毛髪からシャンプーをすすぎ落とすこ
とを含む、毛髪の洗浄方法。
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【請求項３４】
　請求項３２に記載のコンディショナーまたはリンスアウトマスクを毛髪に適用し、毛髪
からコンディショナーまたはリンスアウトマスクをすすぎ落とすことを含む、毛髪のコン
ディショニング方法。
【請求項３５】
　請求項３２に記載のリーブイン製品を毛髪に適用することを含む、毛髪のスタイリング
方法。
【請求項３６】
　請求項１から２９のいずれか一項に記載のヘアトリートメント組成物を毛髪に適用する
ことを含む、毛髪の再構築方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本開示は、毛髪を損傷から修復し、強化し、保護するために特に有用なヘアトリートメ
ント組成物に関する。ヘアトリートメント組成物は、毛髪繊維を再構築して、改善された
滑らかさ、艶、櫛通り、および弾力性を示す毛髪をもたらす成分を含む。
【背景技術】
【０００２】
　一般消費者は、健康かつ強力な毛髪を望んでおり、健康に見える毛髪は、一般に、良好
な健康状態および良好なヘアケア習慣のしるしである。それにもかかわらず、栄養、環境
の影響、および化学的な毛髪処置は、毛髪の損傷を招き得、毛髪を経時的に相当弱らせ、
くすませてしまう。艶および水分のバランスに悪影響を与え、毛髪の櫛通りおよびスタイ
リングをより困難にする。さらに、脆弱または損傷し、パサついた毛髪は、破損および「
枝毛」の形成の傾向もある。
【０００３】
　栄養は、毛髪の健康において重要な役割を果たすが、最適な毛髪の質を妨害するさまざ
まな種類の物理的、化学的および環境被害を補うには栄養のみでは不十分である。物理的
な毛髪損傷は、多くの場合、髪形を繰り返し操作した結果である。例えば、ポニーテール
、おだんご、および三つ編みなどのヘアスタイルは素早くでき、容易であるが、頻度が多
く、きつ過ぎると、毛髪の端部に負担を与え、髪の生え際を後退させる可能性がある。ま
た、絡んだ髪をほぐし、スタイリングする間、毛髪は物理的に損傷を受けるようにもなる
。絡んだ髪を過剰にほぐすと、枝毛や破損につながり得る。
【０００４】
　毛髪の外観を変化させるために多くの化学的処置が利用可能である。例えば、毛髪の色
を薄くしたり、脱色したりすることができ、酸化染料を使用して毛髪の色を変化させるこ
とができる。パーマにより毛髪をストレートまたはカールにするための化学的処置も一般
的である。化学的処置は、効果が長続きし、劇的であり得るため、人気がある。それにも
かかわらず、化学的処置の最大の欠点は、毛髪に生じる負担および損傷である。これは、
化学的処置が、毛髪の化学的および物理的構造を恒久的に変化させることに起因する。化
学的な毛髪損傷の別の原因は熱である。フラットアイロンおよびヘアドライヤーなどの加
熱器具を繰り返し使用することにより、毛小皮の表面から水分が除去され、結果として、
より切れ毛に弱くなる脆性のパサついた髪になる。
【０００５】
　また、環境も毛髪の健康状態に影響を与える。硬水を有する領域は、毛髪の容貌、感触
および光沢に影響し得る。これは、硬水が鉱質沈着物を残し、毛髪上に経時的に蓄積され
、最終的には毛髪中への水分の取り込みを防止する。毛髪は、パサつき、縮れ、絡みやす
くなる。強い直射日光、風、寒気、極端な温度変化および空気湿度の変化などの環境因子
も、毛髪を損傷し得る。静電気のある乾燥した冬の空気は、水分の損失の一因である。屋
外の低温から暖かい屋内への急変は、毛髪の毛小皮層から雰囲気中へ急速に水分を損失さ
せ得る。しかし、毛髪への環境影響は、完全に回避することができない。したがって、毛
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髪への損傷を低減または防止する機構、および毛髪に栄養分を与えて強化できる製品は、
毛髪損傷の抑制に努める上で有用である。
【発明の概要】
【０００６】
　本開示は、ヘアトリートメント組成物、例えば、毛髪を強化し、環境応力および美容ト
リートメント（例えば、繰り返される洗浄、乾燥、加熱、化学処理など）に起因する損傷
などの毛髪への損傷を最小限に抑える、かつ／または補うためのヘアトリートメント組成
物に関する。ヘアトリートメント組成物は、有効量の少なくとも１種のアミノ酸もしくは
アミノスルホン酸および／またはその塩と、有効量の少なくとも１種の非高分子モノ、ジ
もしくはトリカルボン酸および／またはその塩とを含む。具体的には、本開示によるヘア
トリートメント組成物は、
－　少なくとも０．５重量％の少なくとも１種のアミノ酸もしくはアミノスルホン酸およ
び／またはその塩、
－　任意選択の、少なくとも０．５重量％の少なくとも１種の非高分子モノ、ジもしくは
トリカルボン酸および／またはその塩、
－　１種以上の界面活性剤、ならびに
－　水
を含んでもよい。
【０００７】
　カチオン性、アニオン性、両性／両性イオン性、非イオン性界面活性剤、およびこれら
の混合物をヘアトリートメント組成物中に含めてもよい。ヘアトリートメント組成物に含
まれる界面活性剤の種類は、ヘアトリートメント組成物の目的によってさまざまであり得
る。例えば、シャンプーは少なくとも１種以上のアニオン性界面活性剤を含むことが多く
、１種以上の両性界面活性剤も含み得る。コンディショナーは、少なくとも１種のカチオ
ン性界面活性剤を含むことが多い。ヘアトリートメント組成物に含まれる界面活性剤の種
類は、少なくとも１種の非タウレート界面活性剤であってもよい。
【０００８】
　ヘアトリートメント組成物は、追加の成分を含んでもよく、該成分は、その成分が取り
込まれるヘアトリートメント組成物の種類によってさまざまであり得る。追加の成分の非
限定的な例としては、カチオン性ポリマー、脂肪族化合物、シリコーン、ポリマー、増粘
剤、防腐剤、水溶性溶媒などが挙げられる。
【０００９】
　本開示はまた、毛髪の処置方法にも関する。例としては、ヘアトリートメント組成物が
シャンプーの場合、洗髪方法においてシャンプーを使用することができる。ヘアトリート
メント組成物がコンディショナーまたはリンスアウトマスクの場合、毛髪のコンディショ
ニングおよび／またはケアの方法においてコンディショナーまたはリンスアウトマスクを
使用することができる。さらに、ヘアトリートメント組成物がリーブイン製品である場合
、毛髪をスタイリングする方法においてリーブイン製品を使用することができる。組成物
が、シャンプー、コンディショナー、またはリンスアウトマスクのとき、方法は、典型的
には、十分な量の組成物を毛髪に塗布した後、典型的に水で、毛髪から組成物を洗い流す
ことを要する。毛髪をスタイリングするためのリーブイン製品に関しては、方法は、典型
的には、十分な量のリーブイン製品を毛髪（濡れている、湿っている、または乾燥してい
る毛髪）に塗布し、任意選択により毛髪をスタイリングすることを要する。
【００１０】
　最後に、前述したように、ヘアトリートメント組成物は、毛髪を損傷から修復、ケア、
コンディショニング、および保護する、または毛髪への損傷を低減／最小限にする、また
は例えば視覚的／審美的外観（例えば、健康な見かけ、艶、枝毛の減少）、毛髪の感触（
例えば、滑らかな感触、やわらかい感触、コンディショニングされた感触）、および毛髪
の扱いやすさ（例えば、縮れが無いまたは少ない、スタイリング性／形状性、コーミング
、髪の絡みのほぐし、所望のボリューム）に関する毛髪の状態および質を改善する能力が
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独特である。これに応じて、ヘアトリートメント組成物は、毛髪の修復、ケア、および保
護の方法において有用である。このような方法には、単回トリートメントおよび複数のト
リートメント（例えば、１週間、２週間、１カ月、またはそれより長期間、組成物で毛髪
を繰り返し処置する）が含まれる。
【発明を実施するための形態】
【００１１】
　本開示は、ヘアトリートメント組成物に関する。「ヘアトリートメント」との関連にお
ける用語「トリートメント」は、毛髪を再構築するトリートメントを含めた多種類のヘア
トリートメントを包含する。用語「毛髪の再構築」は、毛髪の修復、毛髪の強化、および
／または毛髪への損傷（例えば、環境応力および／または美容トリートメント（例えば、
繰り返される洗浄、乾燥、加熱、および化学処理）による損傷）の相殺に関連する。した
がって、毛髪の再構築は、毛髪の強化および／または修復を要する。再構築された毛髪繊
維は、例えば、改善された滑らかさ、光沢、コーミングのし易さ、強度、および弾性など
の所望の美容特性を示す。
【００１２】
　一態様において、本開示によるヘアトリートメント組成物は、
－　少なくとも０．５重量％の少なくとも１種のアミノ酸もしくはアミノスルホン酸およ
び／またはその塩、
－　任意選択の、少なくとも０．５重量％の少なくとも１種の非高分子モノ、ジもしくは
トリカルボン酸および／またはその塩、
－　１種以上の界面活性剤、好ましくは少なくとも１種の非タウレート界面活性剤、なら
びに
－　水
を含む。
【００１３】
　アミノ酸は、カルボン酸基（－ＣＯＯＨ）およびアミノ基（－ＮＨ２）の両方を含む単
純な有機化合物である。アミノスルホン酸は、スルホン酸基（－ＳＯ２ＯＨ）およびアミ
ノ基（－ＮＨ２）の両方を含む単純な有機化合物である。これに応じて、アミノ酸および
アミノスルホン酸は、式（Ｉ）の化合物および式（ＩＩ）の化合物から選択してよい。

（式中、Ｒは、水素原子、直鎖状または分枝状、好ましくは直鎖状のＣ１～Ｃ５アルキル
基を表し、前記アルキル基は、ヒドロキシル、－Ｃ（Ｏ）－ＯＨ、－Ｓ（Ｏ）２－ＯＨ、
－Ｃ（Ｏ）－Ｏ－およびＭ＋、ならびにＳ（Ｏ）２－Ｏ－およびＭ＋（Ｍ＋は、アルカリ
金属、アルカリ土類金属、またはアンモニウムなどのカチオン性対イオンを表す）から選
択される少なくとも１つの群で置換されていてもよく、ｎは０または１である）。これら
を含むヘアトリートメント組成物中、アミノ酸およびアミノスルホン酸は、非イオン化型
（Ｉ）および（ＩＩ）またはイオン化もしくはベタイン型（Ｉ’）および（ＩＩ’）であ
ってもよい。
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（式中、「Ｒ」および「ｎ」は、上記の通りである）。１種以上のアミノ酸および／また
はアミノスルホン酸はまた、コンジュゲート塩基型（Ｉｂ）および（ＩＩｂ）であっても
よい。

（式中、「Ｒ」および「ｎ」は、上記の通りである）。
【００１４】
　周知のアミノ酸には、生存生物のタンパク質を形成する２０個のアミノ酸（標準のタン
パク質を構成するアミノ酸）：アラニン、アルギニン、アスパラギン、アスパラギン酸、
システイン、グルタミン酸、グルタミン、グリシン、ヒスチジン、イソロイシン、ロイシ
ン、リジン、メチオニン、フェニルアラニン、プロリン、セリン、スレオニン、トリプト
ファン、チロシン、およびバリンが挙げられる。しかし、本開示のアミノ酸は、標準のタ
ンパク質を構成するアミノ酸に限定されない。
【００１５】
　アミノスルホン酸の非限定的な例としては、アミノメタンスルホン酸、アミノエタンス
ルホン酸（タウリン）、アミノプロパンスルホン酸、アミノブタンスルホン酸、アミノヘ
キサンスルホン酸、アミノイソプロピルスルホン酸、アミノドデシルスルホン酸、アミノ
ベンゼンスルホン酸、アミノトルエンスルホン酸、スルファニル酸、クロロスルファニル
酸、ジアミノベンゼンスルホン酸、アミノフェノールスルホン酸、アミノプロピルベンゼ
ンスルホン酸、アミノヘキシルベンゼンスルホン酸、およびこれらの混合物が挙げられる
。
【００１６】
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　いくつかの場合では、荷電アミノ酸を使用してもよい。荷電アミノ酸の非限定的な例と
しては、アルギニン、リジン、アスパラギン酸、およびグルタミン酸が挙げられる。場合
よっては、極性アミノ酸が有用である。極性アミノ酸の非限定的な例としては、グルタミ
ン、アスパラギン、ヒスチジン、セリン、スレオニン、チロシン、システイン、メチオニ
ン、およびトリプトファンが挙げられる。
【００１７】
　いくつかの場合では、疎水性アミノ酸を用いてもよい。疎水性アミノ酸の非限定的な例
としては、アラニン、イソロイシン、ロイシン、フェニルアラニン、バリン、プロリン、
およびグリシンが挙げられる。
【００１８】
　ある例では、ヘアトリートメント組成物は、グリシン、アラニン、セリン、β－アラニ
ン、タウリン、グリシン酸ナトリウム、アラニンナトリウム、セリンナトリウム、リチウ
ムβ－アラニン、タウリンナトリウム、およびこれらの混合物からなる群から選択される
少なくとも１種のアミノ酸もしくはアミノスルホン酸、および／またはその塩を含む。
【００１９】
　いくつかの場合では、ヘアトリートメント組成物は、アミノ酸および／もしくはその塩
のみ、スルホン酸および／もしくはその塩のみ、またはアミノ酸およびスルホン酸の両方
の混合物および／もしくはそれらの塩、例えば、１種以上のアミノ酸および１種以上のア
ミノスルホン酸および／またはそれらの塩、例えば、アルパラギン酸、システイン、グリ
シン、リジン、メチオニン、プロリン、チロシン、フェニルアラニン、カルニチン、タウ
リン、その塩、およびその混合物からなる群から選択されるものを含む。
【００２０】
　いくつかの場合では、ヘアトリートメント組成物は、少なくともタウリン（２－アミノ
エタンスルホン酸）および／またはその塩を含む。
【００２１】
　少なくとも１種のアミノ酸もしくはアミノスルホン酸および／またはこれらの塩の総量
は、ヘアトリートメント組成物の総重量に基づいて、少なくとも０．５重量％である。例
えば、少なくとも１種のアミノ酸もしくはアミノスルホン酸および／またはこれらの塩の
総量は、少なくとも０．５重量％から約５０重量％、少なくとも０．５重量％から約４０
重量％、少なくとも０．５重量％から約３０重量％、少なくとも０．５重量％から約２０
重量％、少なくとも０．５重量％から約１０重量％、少なくとも０．５重量％から約５重
量％、約１重量％から約５０重量％、約重量％から約４０重量％、約１重量％から約３０
重量％、約１重量％から約２０重量％、約１重量％から約１０重量％、または約１重量％
から約５重量％であってもよい。いくつかの場合では、１種以上のアミノ酸および／もし
くはアミノスルホン酸ならびに／またはこれらの塩の総量は、約２から約１０重量％、約
２から約８重量％、約２から６重量％、または約２から５重量％である。
【００２２】
　ヘアトリートメント組成物は、任意選択により、少なくとも１種の非高分子モノ、ジも
しくはトリカルボン酸および／またはこれらの塩を、典型的にはヘアトリートメント組成
物の総重量に基づいて少なくとも０．５重量％の量で含む。いくつかの場合では、少なく
とも１種の非高分子モノ、ジもしくはトリカルボン酸および／またはこれらの塩を含むこ
とが望ましいが、他の場合には、少なくとも１種の非高分子モノ、ジもしくはトリカルボ
ン酸および／またはこれらの塩を含むことは必要でない。
【００２３】
　非高分子モノ、ジおよび／またはトリカルボン酸は、１つの（モノ）、２つの（ジ）ま
たは３つの（トリ）カルボン酸基（－ＣＯＯＨ）を有する有機化合物である。非高分子モ
ノ、ジおよびトリカルボン酸ならびに／またはこれらの塩は、典型的には、約５００ｇ／
ｍｏｌ未満、約４００ｇ／ｍｏｌ未満、または約３００ｇ／ｍｏｌ未満の分子量を有する
。
【００２４】
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　モノカルボン酸またはそれらの塩の非限定的な例としては、ギ酸、酢酸、プロピオン酸
、酪酸、吉草酸、カプロン酸、エナント酸、カプリル酸、ペラルゴン酸、カプリン酸、ウ
ンデシル酸、ラウリン酸、トリデシル酸、ラウリン酸、トリデシル酸、ミリスチン酸、ペ
ンタデシル酸、パルミチン酸、マルガリン酸、ステアリン酸、ノナデシル酸、アラキジン
酸、乳酸、これらの塩、およびこれらの混合物が挙げられる。いくつかの場合では、ヘア
トリートメント組成物は、少なくとも乳酸および／またはその塩を含む。
【００２５】
　ジカルボン酸および／またはこれらの塩の非限定的な例としては、シュウ酸、マロン酸
、リンゴ酸、グルタル酸、シトラコン酸、コハク酸、アジピン酸、酒石酸、フマル酸、マ
レイン酸、セバシン酸、アゼライン酸、ドデカン二酸、フタル酸、イソフタル酸、テレフ
タル酸、２，６－ナフタレンジカルボン酸、これらの塩、およびこれらの混合物が挙げら
れる。いくつかの場合では、ヘアトリートメント組成物は、シュウ酸、マロン酸、リンゴ
酸、マレイン酸、これらの塩、またはこれらの混合物を含む。
【００２６】
　トリカルボン酸および／またはこれらの塩の非限定的な例としては、クエン酸、イソク
エン酸、アコニット酸、プロパン－１，２，３－トリカルボン酸、ベンゼン－１，３，５
－トリカルボン酸、これらの塩、およびこれらの混合物が挙げられる。いくつかの例では
、ヘアトリートメント組成物は、少なくともクエン酸および／またはその塩を含む。
【００２７】
　いくつかの実施形態では、組成物は、少なくとも１種の非高分子トリカルボン酸、およ
び／またはその塩（例えば、クエン酸および／またはその塩）ならびに少なくとも１種の
非高分子ジカルボン酸、および／またはその塩（例えば、マレイン酸および／またはその
塩）を含有する。
【００２８】
　少なくとも１種の非高分子モノ、ジ、またはトリカルボン酸、および／またはこれらの
塩の総量は、ヘアトリートメント組成物の総重量に基づいて、少なくとも０．５重量％で
ある。いくつかの場合では、少なくとも１種の非高分子モノ、ジもしくはトリカルボン酸
および／またはこれらの塩の総量は、少なくとも０．６、０．７、０．８、０．９、また
は１重量％から最大約１５、２０、２５または３０重量％である。さらに、少なくとも１
種の非高分子モノ、ジもしくはトリカルボン酸および／またはこれらの塩の総量は、少な
くとも０．５重量％から約５０重量％、少なくとも０．５重量％から約４０重量％、少な
くとも０．５重量％から約３０重量％、少なくとも０．５重量％から約２０重量％、少な
くとも０．５重量％から約１０重量％、少なくとも０．５重量％から約５重量％、少なく
とも０．８重量％から約５０重量％、少なくとも０．８重量％から約４０重量％、少なく
とも０．８重量％から約３０重量％、約０．８重量％から約２０重量％、約０．８重量％
から約１０重量％、約０．８重量％から約５重量％、約１重量％から約５０重量％、約重
量％から約４０重量％、約１重量％から約３０重量％、約１重量％から約２０重量％、約
１重量％から約１０重量％、約１重量％から約５重量％、約２重量％から約５０重量％、
約２重量％から約４０重量％、約２重量％から約３０重量％、約２重量％から約２０重量
％、約２重量％から約１０重量％、または約２重量％から約５重量％であってもよい。
【００２９】
　カチオン性、アニオン性、両性／両性イオン性、および非イオン性界面活性剤、ならび
にこれらの混合物をヘアトリートメント組成物中に使用してもよい。例えば、いくつかの
場合では、アニオン性界面活性剤および両性界面活性剤の組み合わせが、特にシャンプー
などの洗浄組成物において有用である。いくつかの場合では、カチオン性界面活性剤が、
特にコンディショナーなどのコンディショニング組成物において有用である。
【００３０】
　ヘアトリートメント組成物中に含まれる１種以上の界面活性剤の総量は、特にそれらが
含まれるヘアトリートメント組成物の種類によってさまざまであり得る。１種以上の界面
活性剤の総量は、典型的には、ヘアトリートメント組成物の総重量に基づいて約０．１か
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ら約４０重量％（これらの数値間の全ての範囲および部分的な範囲を含む）である。いく
つかの場合では、１種以上の界面活性剤の総量は、約０．１から約３５重量％、約０．１
から約３０重量％、約０．１から約２５重量％、約０．１から約２０重量％、約０．１か
ら約１５重量％、約０．１から約１０重量％、約０．１から約５重量％、約０．５から約
４０重量％、約０．５から約３５重量％、約０．５から約３０重量％、約０．５から約２
５重量％、約０．５から約２０重量％、約０．５から約１５重量％、約０．５から約１０
重量％、約０．５から約５重量％、約１重量％から約４０重量％、約１重量％から約３０
重量％、約１重量％から約２０重量％、約１重量％から約１５重量％、約１重量％から約
１０重量％、または約１重量％から約５重量％である。
【００３１】
　ヘアトリートメント組成物は、１種以上のアニオン性界面活性剤を含んでもよい。アニ
オン性界面活性剤の非限定的な例としては、アルキルサルフェート、アルキルエーテルサ
ルフェート、アシルイセチオネート、アシルグリシネート、アシルタウレート、アシルア
ミノ酸、アシルサルコシネート、スルホスクシネート、スルホネート、およびこれらの混
合物が挙げられ、これらの全ての化合物のアルキル基およびアシル基は、６～２４個の炭
素原子を含む。いくつかの場合では、アニオン性サルフェート界面活性剤は、１種以上の
アニオン性界面活性剤から除外してもよい。このような場合、１種以上のアニオン性界面
活性剤は、アシルイセチオネート、アシルグリシネート、アシルタウレート、アシルアミ
ノ酸、アシルサルコシネート、スルホスクシネート、スルホネート、およびこれらの混合
物からなる群から選択してもよく、これらの全ての化合物のアルキル基およびアシル基は
、６～２４個の炭素原子を含む。ヘアトリートメント組成物中に含まれ得るアニオン性界
面活性剤のより網羅されたリストを、「アニオン性界面活性剤」の表題で後述する。
【００３２】
　１種以上のアニオン性界面活性剤の総量は、ヘアトリートメント組成物の総重量に基づ
いて約１から約４０重量％（これらの数値間の全ての範囲および部分的な範囲を含む）で
あってもよい。さらに、１種以上のアニオン性界面活性剤の総量は、約１から約３５重量
％、約１から約３０重量％、約５重量％から約４０重量％、約５重量％から約２５重量％
、約５重量％から約３０重量％、約１０重量％から約４０重量％、約１０重量％から約３
５重量％、または約１５重量％から約４０重量％であってもよい。
【００３３】
　前述したように、１種以上の両性界面活性剤をヘアトリートメント組成物中に含めても
よい。両性界面活性剤の非限定的な例としては、ベタイン、スルタイン、アンホアセテー
ト、アンホプロピオネート、およびこれらの混合物が挙げられる。いくつかの場合では、
ヘアトリートメント組成物は、１種以上のベタイン、例えば、アルキルベタイン、アルキ
ルアミドプロピルベタイン、アルキルスルホベタイン（スルタイン）、およびこれらの混
合物を含む。ヘアトリートメント組成物中に含まれ得る両性界面活性剤のより網羅された
リストを、「両性界面活性剤」の表題で後述する。
【００３４】
　１種以上の両性界面活性剤がヘアトリートメント組成物中に含まれるとき、１種以上の
両性界面活性剤の総量は、典型的には、ヘアトリートメント組成物の総重量に基づいて約
０．１から約２０重量％（これらの数値間の全ての範囲および部分的な範囲を含む）であ
る。加えて、１種以上の両性界面活性剤の総量は、約０．１から約１５重量％、約０．１
から約１０重量％、約０．１から約５重量％、約０．１から約３重量％、約０．５から約
１５重量％、約０．５から約１０重量％、約０．５から約５重量％、約０．５から約３重
量％、約１重量％から約１５重量％、約１重量％から約１０重量％、約１重量％から約５
重量％であってもよい。
【００３５】
　いくつかの例では、１種以上のカチオン性界面活性剤をヘアトリートメント組成物中に
含んでもよい。カチオン性界面活性剤の非限定的な例としては、セトリモニウムクロリド
、ステアルトリモニウムクロリド、ベヘントリモニウムクロリド、ベヘントリモニウムメ
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トサルフェート、ベヘナミドプロピルトリモニウムメトサルフェート、ステアラミドプロ
ピルトリモニウムクロリド、トリセチルモニウムクロリド、オレアミドプロピルジメチル
アミン、リノールアミドプロピルジメチルアミン、イソステアラミドプロピルジメチルア
ミン、オレイルヒドロキシエチルイミダゾリン、ステアラミドプロピルジメチルアミン、
ベヘナミドプロピルジメチルアミン、ベヘナミドプロピルジエチルアミン、ベヘナミドエ
チルジエチルアミン、ベヘナミドエチルジメチルアミン、アラキダミドプロピルジメチル
アミン、アラキダミドプロピルジエチルアミン、アラキダミドエチルジエチルアミン、ア
ラキダミドエチルジメチルアミン、およびこれらの混合物が挙げられる。ヘアトリートメ
ント組成物中に含まれ得るカチオン性界面活性剤のより網羅されたリストを、「カチオン
性界面活性剤」の表題で後述する。
【００３６】
　１種以上のカチオン性界面活性剤がヘアトリートメント組成物中に含まれるとき、１種
以上のカチオン性界面活性剤の総量は、典型的には、ヘアトリートメント組成物の総重量
に基づいて約０．１から約２０重量％（これらの数値間の全ての範囲および部分的な範囲
を含む）である。加えて、１種以上のカチオン性界面活性剤の総量は、約０．１から約１
５重量％、約０．１から約１０重量％、約０．１から約５重量％、約０．１から約３重量
％、約０．５から約１５重量％、約０．５から約１０重量％、約０．５から約５重量％、
約０．５から約３重量％、約１重量％から約１５重量％、約１重量％から約１０重量％、
約１重量％から約５重量％であってもよい。
【００３７】
　ヘアトリートメント組成物中の水の総量は、組成物の種類および所望の粘稠性、粘度な
どによってさまざまであり得る。いくつかの場合では、水の総量は、ヘアトリートメント
組成物の総重量に基づいて約５０から９５重量％（これらの数値間の全ての範囲および部
分的な範囲を含む）である。水の総量は、約５０から約９０重量％、約５０から約８５重
量％、約６０から約９５重量％、約６０から約９０重量％、約６０から約８５重量％、６
０超から約９５重量％、６０超から約９０重量％、６０超から約８５重量％、約６５から
約９５重量％、約６５から約９０重量％、約６５から約８５重量％、約７０から約９５重
量％、約７０から約９０重量％であってもよい。いくつかの例では、特にヘアトリートメ
ント組成物がシャンプーである場合、水の総量は６０重量％超である。例えば、水の総量
は、少なくとも６１、６２、６３、６４、６５、６６、６７、６８、
６９、または７０重量％から最大約９０または約９５重量％であってもよい。同様に、水
の総量は、少なくとも６１、６２、６３、６４、６５、６６、６７、６８、６９、もしく
は７０重量％から約９５重量％、６１、６２、６３、６４、６５、６６、６７、６８、６
９、もしくは７０重量％から約９０重量％、または約７０重量％から約９０重量％であっ
てもよい。
【００３８】
　１種以上の脂肪族化合物をヘアトリートメント組成物中に含めてもよい。脂肪族化合物
の非限定的な例としては、油、鉱油、アルカン、脂肪アルコール、脂肪酸、脂肪アルコー
ル誘導体、脂肪酸誘導体（アルコキシル化脂肪酸または脂肪酸のポリエチレングリコール
エステルまたは脂肪酸のプロピレングリコールエステルまたは脂肪酸のブチレングリコー
ルエステルまたはネオペンチルグリコールおよび脂肪酸のエステルまたは脂肪酸のポリグ
リセロール／グリセロールエステルまたはエチレングリコールおよび脂肪酸のグリコール
ジエステルもしくはジエステルまたは脂肪酸および脂肪アルコールのエステル、短鎖アル
コールおよび脂肪酸のエステルなど）、脂肪アルコールのエステル、ヒドロキシ置換脂肪
酸、ワックス、トリグリセリド化合物、ラノリン、セラミド、およびこれらの混合物が挙
げられる。例としては、１種以上の脂肪族化合物は、ジステアリン酸グリコール、オレイ
ン酸ＰＥＧ－５５プロピレングリコール、セテアリルアルコール、大豆油、セチルエステ
ル、ミリスチン酸イソプロピル、セテアリルアルコール、ババス油、ジカプリル酸／ジカ
プリン酸プロピレングリコール、鉱油、ウンデカン、トリデカン、２－オレアミド－１，
３－オクタデカンジオール（セラミド）、およびこれらの混合物からなる群から選択して
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【００３９】
　脂肪アルコール、脂肪酸、脂肪アルコール誘導体、および脂肪酸誘導体の非限定的な例
は、その全内容が本明細書に参照により援用される、Ｉｎｔｅｒｎａｔｉｏｎａｌ　Ｃｏ
ｓｍｅｔｉｃ　Ｉｎｇｒｅｄｉｅｎｔ　Ｄｉｃｔｉｏｎａｒｙ、第１６編、２０１６年に
記載されている。
【００４０】
　本明細書において有用な脂肪アルコールには、約１０～約３０個の炭素原子、約１２～
約２２個の炭素原子、および約１６～約２２個の炭素原子を有するものが挙げられる。こ
れらの脂肪アルコールは、直鎖または分枝鎖アルコールであってもよく、飽和でも不飽和
でもよい。脂肪アルコールの非限定的な例としては、デシルアルコール、ウンデシルアル
コール、ドデシル、ミリスチル、セチルアルコール、ステアリルアルコール、イソステア
リルアルコール、イソセチルアルコール、ベヘニルアルコール、リナロール、オレイルア
ルコール、コレステロール、シス４－ｔ－ブチルシクロヘキサノール、ミリシルアルコー
ル、およびこれらの混合物が挙げられる。いくつかの場合では、脂肪アルコールは、セチ
ルアルコール、ステアリルアルコール、イソステアリルアルコール、オレイルアルコール
、およびこれらの混合物からなる群から選択されるものである。
【００４１】
　本明細書において有用な脂肪酸には、約１０～約３０個の炭素原子、約１２～約２２個
の炭素原子、および約１６～約２２個の炭素原子を有するものが挙げられる。これらの脂
肪酸は、直鎖または分枝鎖の酸であってもよく、飽和でも不飽和でもよい。また、二酸、
三酸、および本明細書における炭素数要件を満たす他の多価酸も挙げられる。また、本明
細書では、これらの脂肪酸の塩も挙げられる。脂肪酸の非限定的な例としては、ラウリン
酸、パルミチン酸、ステアリン酸、ベヘン酸、アラキドン酸、オレイン酸、イソステアリ
ン酸、セバシン酸、およびこれらの混合物が挙げられる。いくつかの場合では、脂肪酸は
、パルミチン酸、ステアリン酸、およびこれらの混合物からなる群から選択される。
【００４２】
　脂肪アルコール誘導体としては、脂肪アルコールのアルキルエーテル、アルコキシル化
脂肪アルコール、アルコキシル化脂肪アルコールのアルキルエーテル、脂肪アルコールの
エステル、およびこれらの混合物が挙げられる。脂肪アルコール誘導体の非限定的な例と
しては、メチルステアリルエーテル、２－エチルヘキシルドデシルエーテル；ステアリル
アセテート；セチルプロピオネート；セテスアルコールのエチレングリコールエーテルで
ある、セテス－１からセテス－４５（数字表示は、存在するエチレングリコール部分の数
を示す）などのセテス系化合物；ステアレスアルコールのエチレングリコールエーテルで
ある、ステアレス－１から１０（数字表示は、存在するエチレングリコール部分の数を示
す）などのステアレス系化合物；セテアレスアルコールのエチレングリコールエーテルで
ある、セテアレス－１からセテアレス－１０（数字表示は、存在するエチレングリコール
部分の数を示す）、すなわち、主にセチルを含む脂肪アルコールとステアリルアルコール
の混合物；前述のセテス、ステアレスおよびセテアレス化合物のＣ１～Ｃ３０アルキルエ
ーテル；オクチルドデシルアルコール、ドデシルペンタデシルアルコール、ヘキシルデシ
ルアルコールおよびイソステアリルアルコールなどの分枝状アルコールのポリオキシエチ
レンエーテル；ベヘニルアルコールのポリオキシエチレンエーテル；ＰＰＧ－９－ステア
レス－３、ＰＰＧ－１１ステアリルエーテル、ＰＰＧ８－セテス－１およびＰＰＧ－１０
セチルエーテルなどのＰＰＧエーテル；ならびに前述の全化合物の混合物などの材料が挙
げられる。
【００４３】
　非限定的な脂肪酸のポリグリセロールエステルとしては、次式：
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のものが挙げられ、式中、ｎの平均値は約３であり、Ｒ１、Ｒ２およびＲ３はそれぞれ、
独立して、脂肪酸部分または水素であってもよいが、但し、Ｒ１、Ｒ２およびＲ３の少な
くとも１つは脂肪酸部分である。例としては、Ｒ１、Ｒ２およびＲ３は、飽和または不飽
和の直鎖状または分枝状であってもよく、Ｃ１～Ｃ４０、Ｃ１～Ｃ３０、Ｃ１～Ｃ２５、
Ｃ１～Ｃ２０、Ｃ１～Ｃ１６またはＣ１～Ｃ１０の長さを有する。例えば、モノミリスチ
ン酸グリセリル、モノパルミチン酸グリセリル、モノステアリン酸グリセリル、イソステ
アリン酸グリセリル、モノオレイン酸グリセリル、モノ（オリーブ油脂肪酸）のグリセリ
ルエステル、ジオレイン酸グリセリルおよびジステアリン酸グリセリルが挙げられる。加
えて、非限定的な脂肪酸の非イオン性ポリグリセロールエステルとしては、４カプリル酸
／カプリン酸ポリグリセリル、１０カプリル酸／カプリン酸ポリグリセリル、４カプリン
酸ポリグリセリル、１０カプリン酸ポリグリセリル、４ラウリン酸ポリグリセリル、５ラ
ウリン酸ポリグリセリル、６ラウリン酸ポリグリセリル、１０ラウリン酸ポリグリセリル
、１０ヤシ脂肪酸ポリグリセリル、１０ミリスチン酸ポリグリセリル、１０オレイン酸ポ
リグリセリル、１０ステアリン酸ポリグリセリル、およびこれらの混合物。
【００４４】
　脂肪酸誘導体は、本明細書では、上記の脂肪アルコールの脂肪酸エステル、上記の脂肪
アルコール誘導体の脂肪酸エステル（該脂肪アルコール誘導体がエステル化可能なヒドロ
キシル基を有する場合）、上記の脂肪アルコール以外のアルコールおよび脂肪アルコール
誘導体の脂肪酸エステル、ヒドロキシ置換脂肪酸、およびこれらの混合物を含むと定義さ
れる。脂肪酸誘導体の非限定的な例としては、リシノール酸、モノステアリン酸グリセロ
ール、１２－ヒドロキシステアリン酸、ステアリン酸エチル、ステアリン酸セチル、パル
ミチン酸セチル、ステアリン酸ポリオキシエチレンセチルエーテル、ステアリン酸ポリオ
キシエチレンセテアリルエーテル、ステアリン酸ポリオキシエチレンラウリルエーテル、
モノステアリン酸エチレングリコール、モノステアリン酸ポリオキシエチレン、ジステア
リン酸ポリオキシエチレン、モノステアリン酸プロピレングリコール、ジステアリン酸エ
チレングリコール（ジステアリン酸グリコール）、ジステアリン酸プロピレングリコール
、ジステアリン酸トリメチロールプロパン、ステアリン酸ソルビタン、ステアリン酸ポリ
グリセリル、セバシン酸ジメチル、ヤシ脂肪酸ＰＥＧ－１５、ステアリン酸ＰＰＧ－１５
、モノステアリン酸グリセリル、ジステアリン酸グリセリル、トリステアリン酸グリセリ
ル、ラウリン酸ＰＥＧ－８、イソステアリン酸ＰＰＧ－２、ラウリン酸ＰＰＧ－９、およ
びこれらの混合物が挙げられる。
【００４５】
　１種以上の脂肪族化合物がヘアトリートメント組成物中に含まれる場合、１種以上の脂
肪族化合物の総量は、ヘアトリートメント組成物の総重量に基づいて、約０．１から約４
０重量％であってもよく、この数値間の全ての範囲および部分的な範囲が含まれる。いく
つかの場合では、１種以上の脂肪族化合物の総量は、約０．１から約３０重量％、約０．
１から約２０重量％、約０．１から約２０重量％、約０．１から約１０重量％、約１重量
％から約４０重量％、約１重量％から約３０重量％、約１重量％から約２０重量％、また
は約１重量％から約１０重量％であってもよい。
【００４６】
　ヘアトリートメント組成物は、１種以上のシリコーンも含み得る。シリコーンの非限定
的な例としては、ポリオルガノシロキサン、ポリアルキルシロキサン、ポリアリールシロ
キサン、ポリアルカリルシロキサン、ポリエステルシロキサン、およびこれらの混合物が
挙げられる。特に、シリコーンの好適な例としては、ジメチコン、シクロメチコン、アモ
ジメチコン、トリメチルシリルアモジメチコン、フェニルトリメチコン、トリメチルシロ
キシシリケート、およびこれらの混合物が挙げられる。ヘアトリートメント組成物中に含
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まれ得るシリコーンのより網羅されたリストを、「シリコーン」の表題で後述する。
【００４７】
　１種以上のシリコーンの総量はさまざまであり得るが、典型的には、ヘアトリートメン
ト組成物の総重量に基づいて約０．１から約４０重量％であり、これらの数値間の全ての
範囲および部分的な範囲が含まれる。いくつかの場合では、１種以上のシリコーンの総量
は、約０．１から約３０重量％、約０．１から約２０重量％、約０．１から約１０重量％
、約０．１から約５重量％、約１から約３０重量％、約１から約２０重量％、約１から約
１５重量％、約１から約１０重量％、または約１から約５重量％であってもよい。
【００４８】
　ヘアトリートメント組成物は、１種以上のアルキルアミンおよび／またはアルカノール
アミンも含み得る。アルキルアミンおよびアルカノールアミンの非限定的な例としては、
次式：
ＮＲ３Ｒ４Ｒ５

のものが挙げられ、式中、Ｒ３、Ｒ４およびＲ５は、独立して、Ｈ、Ｃ１～Ｃ４０アルキ
ル、Ｃ１～Ｃ４０モノヒドロキシアルキルまたはＣ２～Ｃ４０ポリヒドロキシアルキルで
あるが、但しＲ３、Ｒ４およびＲ５の少なくとも１つは、アルキルまたはモノもしくはポ
リヒドロキシアルキルである。さらに、Ｒ３、Ｒ４およびＲ５は、独立して、Ｈ、Ｃ１～
Ｃ２０アルキル、Ｃ１～Ｃ２０モノヒドロキシアルキルまたはＣ２～Ｃ２０ポリヒドロキ
シアルキルであってもよいが、但しＲ３、Ｒ４およびＲ５の少なくとも１つは、アルキル
またはモノもしくはポリヒドロキシアルキルである。また、Ｒ３、Ｒ４およびＲ５は、独
立して、Ｈ、Ｃ１～Ｃ１０アルキル、Ｃ１～Ｃ１０モノヒドロキシアルキルまたはＣ２～
Ｃ１０ポリヒドロキシアルキルであってもよいが、但しＲ３、Ｒ４およびＲ５の少なくと
も１つは、アルキルまたはモノもしくはポリヒドロキシアルキルである。
【００４９】
　いくつかの場合では、ヘアトリートメント組成物は、１種以上のアルカノールアミンを
含む。非限定的な例としては、モノエタノールアミン、ジエタノールアミン、トリエタノ
ールアミン、モノイソプロパノールアミン、ジイソプロパノールアミン、Ｎ－ジメチルア
ミノエタノールアミン、２－アミノ－２－メチル－１－プロパノール、トリイソプロパノ
ールアミン、２－アミノ－２－メチル－１，３－プロパンジオール、３－アミノ－１，２
－プロパンジオール、３－ジメチルアミノ－１，２－プロパンジオールおよびトリス（ヒ
ドロキシメチルアミノ）メタンが挙げられる。
【００５０】
　１種以上のアルキルアミンおよび／またはアルカノールアミンの総量はさまざまであり
得るが、典型的には、ヘアトリートメント組成物の総重量に基づいて約０．１から約２０
重量％であり、これらの数値間の全ての範囲および部分的な範囲が含まれる。１種以上の
アルキルアミンおよび／またはアルカノールアミンの総量は、約０．１から約１５重量％
、約０．１から約１０重量％、または約０．１から約５重量％であってもよい。
【００５１】
　いくつかの例では、ヘアトリートメント組成物は、１種以上のカチオン性ポリマーを含
む。カチオン性ポリマーの非限定的な例としては、ポリ（メタクリロイルオキシエチルト
リメチルアンモニウムクロリド）、ポリクオタニウム－３７、四級化セルロース誘導体、
ポリクオタニウム－４、ポリクオタニウム－１０、カチオン性アルキルポリグリコシド、
カチオン化ハチミツ、カチオン性グアー誘導体、ポリマージメチルジアリルアンモニウム
塩ならびにアクリル酸およびメタクリル酸のエステルおよびアミドとその共重合体、ビニ
ルピロリドンとジアルキルアミノアルキルアクリレートおよびメタクリレートの四級化誘
導体との共重合体、ビニルピロリドン－ビニルイミダゾリウムメトクロリド共重合体、四
級化ポリビニルアルコール、ポリクオタニウム－２、ポリクオタニウム－７、ポリクオタ
ニウム－１７、ポリクオタニウム－１８、ポリクオタニウム－２４、ポリクオタニウム－
２７、およびこれらの混合物が挙げられる。いくつかの例では、１種以上のカチオン性ポ
リマーは、ポリクオタニウム－４、ポリクオタニウム－１０、カチオン性グアー誘導体、
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およびこれらの混合物からなる群から選択してもよい。
【００５２】
　カチオン性ポリマーは、モノアルキル四級アミン、例えばステアリルトリモニウムクロ
リド、ソイトリモニウムクロリド、またはココ－エチルジモニウムエトサルフェートであ
ってもよい。その他の好適なカチオン性ポリマーとしては、これらに限定されないが、ベ
ヘントリモニウムクロリド、ジアルキル四級アミン、例えばジセチルジモニウムクロリド
、ジココジメチルアンモニウムクロリドまたはジステアリルジメチルアンモニウムクロリ
ド、およびポリクオタニウム化合物、例えばポリクオタニウム－６、ポリクオタニウム－
２２またはポリクオタニウム－５が挙げられる。
【００５３】
　例えば、カチオン性ポリマーは、ポリクオタニウム－１０（四級化ポリヒドロキシエチ
ルセルロースとも呼ばれる）、セトリモニウムクロリド（セチルトリメチルアンモニウム
クロリド、ＣＴＡＣとも呼ばれる）、ベヘントリモニウムクロリド（ドコシルトリメチル
アンモニウムクロリドとしても知られる）、ベヘントリモニウムメトサルフェート、ステ
アルトリモニウムクロリド、ステアラルコニウムクロリド、ジセチルジモニウムクロリド
、ヒドロキシプロピルトリモニウムクロリド、ココトリモニウムメトサルフェート、オレ
アルコニウムクロリド、ステアルトリモニウムクロリド、ババスアミドプロパルコニウム
クロリド、ブラシカアミドプロピルジメチルアミン、クオタニウム－９１、サリケア／Ｐ
Ｑ－３７、クオタニウム－２２、クオタニウム－８７、ポリクオタニウム－４、ポリクオ
タニウム－６、ポリクオタニウム－１１、ポリクオタニウム－４４、ポリクオタニウム－
６７、アモジメチコン、ラウリルベタイン、ポリアクリレート－１クロスポリマー、ステ
アルジモニウムヒドロキシプロピル小麦タンパク質加水分解物、ベヘナミドプロピルＰＧ
－ジモニウムクロリド、ラウリルジモニウムヒドロキシプロピル大豆タンパク質加水分解
物、アミノプロピルジメチコン、クオタニウム－８、およびジリノールアミドプロピルジ
メチルアミンジメチコンＰＥＧ－７ホスフェートから選択することができる。
【００５４】
　いくつかの例では、カチオン性ポリマーは、カチオン性コンディショニングポリマーで
ある。使用できるカチオン性コンディショニングポリマーの例としては、これらに限定さ
れないが、カチオン性セルロース、カチオン性タンパク質、およびカチオン性ポリマーが
挙げられる。カチオン性ポリマーは、アミノおよび／または四級アンモニウムモノマーの
ビニル基骨格を有することができる。カチオン性アミノおよび四級アンモニウムモノマー
としては、これらに限定されないが、ジアルキルアミノアルキルメタクリレート、モノア
ルキルアミノアルキルアクリレート、モノアルキルアミノアルキルメタクリレート、トリ
アルキルメタクリロールオキシアルキルアンモニウム塩、トリアルキルアクリルオキシア
ルキルアンモニウム塩、ジアリル四級アンモニウム塩、ジアルキルアミノアルキルアクリ
レートで置換されたビニル化合物、およびピリジニウム、イミダゾリウム、または四級化
ピロリジンなどの環状カチオン性窒素含有環を有するビニル四級アンモニウムモノマーが
挙げられる。使用できるカチオン性コンディショニングポリマーのその他の例としては、
これらに限定されないが、ヒドロキシプロピルトリモニウムハチミツ、ココジモニウムシ
ルクアミノ酸、ココジモニウムヒドロキシプロピル小麦またはシルクタンパク質加水分解
物、ポリクオタニウム－５、ポリクオタニウム－１１、ポリクオタニウム－２、ポリクオ
タニウム－４、ポリクオタニウム－６、ポリクオタニウム－７、ポリクオタニウム－１４
、ポリクオタニウム－１６、ポリクオタニウム－２２、ポリクオタニウム－１０、および
グアーヒドロキシプロピルトリモニウムクロリドが挙げられる。
【００５５】
　いくつかの場合では、四級化高分子カチオン性ポリマーが特に有用である。特に好まし
いのは、ジアルキルジアリルアンモニウム塩またはアルキル基が１～約１８個の炭素原子
を含み、より好ましくはアルキル基がメチルまたはエチルであるその共重合体の重合によ
って調製される四級窒素ポリマーである。これらのポリマーの調製に関する詳細は、本明
細書に参照により援用される、米国特許第３，２８８，７７０号、同第３，４１２，０１
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９号および同第４，７７２，４６２号で閲覧できる。例えば、ポリジアリルジメチルアン
モニウムクロリドのカチオン性ホモポリマーおよび共重合体は、Ｍｅｒｃｋ　＆　Ｃｏ．
（Ｐｉｔｔｓｂｕｒｇｈ，Ｐａ）の子会社であるＣａｌｇｏｎ　Ｃｏｒｐｏｒａｔｉｏｎ
によって商品名ＭＥＲＱＵＡＴで販売されている水性組成物中で利用可能である。ポリク
オタニウム－６と呼ばれるホモポリマーは、商品名ＭＥＲＱＵＡＴ－１００で販売されて
おり、約１００，０００の重量平均分子量を有すると記載されている。ジメチルジアリル
アンモニウムクロリドとアクリルアミドモノマーとの共重合反応生成物は、ポリクオタニ
ウム－７と呼ばれ、約５００，０００の重量平均分子量を有すると記載されており、商品
名ＭＥＲＱＵＡＴ－５００で販売されている。ジメチルジアリルアンモニウムクロリドと
アクリル酸との別の共重合反応生成物は、約５０，０００から約１０，０００，０００の
重量平均分子量を有し、ポリクオタニウム－２２の名称を有し、商品名ＭＥＲＱＵＡＴ－
２８０で販売されている。ポリクオタニウム－６が特に好ましい。
【００５６】
　その他の高分子コンディショナーとしては、３つのコモノマー比、すなわち９５／５、
５０／５０および３０／７０の塩化メチルビニルイミダゾリウム／ポリビニルピロリドン
比の、ＢＡＳＦ（西ドイツ、Ａｋｔｉｅｎｇｅｓｅｌｌｓｃｈａｆｔ）により商品名ＬＵ
ＶＩＱＵＡＴで市販されている、塩化メチルビニルイミダゾリウムおよびビニルピロリド
ンのカチオン性共重合体が挙げられる。これらの３つの全てのコモノマー比の共重合体は
、ポリクオタニウム－１６の名称を有する。高分子コンディショナーはまた、Ｕｎｉｏｎ
　Ｃａｒｂｉｄｅ　Ｃｏｒｐｏｒａｔｉｏｎ（Ｄａｎｂｕｒｙ，Ｃｏｎｎ）により、種々
の粘度等級および分子サイズにて商品名ＰＯＬＹＭＥＲ　ＪＲで販売されている、エピク
ロルヒドリンと反応し、トリメチルアミンで四級化されたヒドロキシエチルセルロースの
カチオン性セルロース性ポリマーも含む。これらのポリマーのシリーズは、ポリクオタニ
ウム－１０と呼ばれる。また、Ｎａｔｉｏｎａｌ　Ｓｔａｒｃｈ　ａｎｄ　Ｃｈｅｍｉｃ
ａｌ　Ｃｏｒｐｏｒａｔｉｏｎ（Ｂｒｉｄｇｅｗａｔｅｒ，Ｎ．Ｊ．）より商品名ＣＥＬ
ＱＵＡＴで、種々の分子量にて販売されている、ポリクオタニウム－４の名称を有する、
ヒドロキシエチルセルロースとジメチルジメチルアンモニウムクロリドとの四級化共重合
体も有用である。
【００５７】
　低分子のカチオン性非高分子コンディショニング剤も本明細書で利用できる。例示的な
低分子コンディショニング剤としては、単官能性または二官能性四級アンモニウム化合物
（ステアリルジメチルベンジルアンモニウムクロリド、ジメチルジ（水素化獣脂）アンモ
ニウムクロリドなど）を挙げることができる。非高分子コンディショニング剤としては、
また、グルコンアミド誘導体の四級アンモニウム塩、例えばγ－グルコンアミドプロピル
ジメチル－２－ヒドロキシエチルアンモニウムクロリドおよびミンカミドプロピルジメチ
ル－２－ヒドロキシエチルアンモニウムクロリドも挙げることができ、それぞれ、クオタ
ニウム－２２およびクオタニウム－２６の名称によって識別される。これらの材料の調製
物についての詳細は、米国特許第３，７６６，２６７号および同第４，０１２，３９８号
のそれぞれに記載されており、これらの材料は、Ｖａｎ　Ｄｙｋ　＆　Ｃｏ．（Ｂｅｌｌ
ｅｖｉｌｌｅ，Ｎ．Ｊ．）により商品名ＣＥＲＡＰＨＹＬで販売されている。また、二量
体であるビス－四級アンモニウム化合物、例えばヒドロキシプロピルビスステアリルジモ
ニウムクロリドの名称で指定される２－ヒドロキシプロピレン－ビス－１，３－（ジメチ
ルステアリルアンモニウムクロリドも有用である。これらのおよびその他のビス－四級材
料は、米国特許第４，７３４，２７７号に記載されており、このような材料は、Ｊｏｒｄ
ａｎ　Ｃｈｅｍｉｃａｌ　Ｃｏｍｐａｎｙ（Ｆｏｌｃｒｏｆｔ，Ｐａ）により商品名ＪＯ
ＲＤＡＱＵＡＴ　ＤＩＭＥＲで販売されている。
【００５８】
　プロトン化したときに四級化されるようになる第三級アミノ窒素基を有する例示的な非
四級化ポリマーは、水溶性タンパク性四級アンモニウム化合物を含むことができる。例え
ば、ココジモニウム動物タンパク質加水分解物は、少なくとも１つの脂肪族アルキル基中
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に約１２～約１８個の炭素を有し、約２５００～約１２，０００の重量平均分子量、およ
び約９．５～約１１．５の範囲の等イオン点を有する、コラーゲンタンパク質加水分解物
の化学的に修飾された四級アンモニウム誘導体の名称である。この材料および構造的に関
連する材料は、Ｃｒｏｄａ，Ｉｎｃ．（Ｎｅｗ　Ｙｏｒｋ，Ｎ．Ｙ．）により商品名ＣＲ
ＯＱＵＡＴおよびＣＲＯＴＥＩＮで販売されている。
【００５９】
　ヘアトリートメント組成物中に含まれるときの１種以上のカチオン性ポリマーの総量は
、典型的には、組成物の総重量に基づいて約０．０１～約１５重量％であり、これらの数
値間の全ての範囲および部分的な範囲が含まれる。１種以上のカチオン性ポリマーの総量
は、約０．０１～約８重量％、約０．０１～約６重量％、約０．０１～約５重量％、約０
．０５～約８重量％、約０．０５～約６重量％、約０．０５～約５重量％、約０．１～約
１０重量％、約０．１～約８重量％、約０．１～約６重量％、または約０．１～約５重量
％であってもよい。
【００６０】
　用語「水溶性溶媒」は、用語「水混和性溶媒」と区別なく使用でき、２５℃および大気
圧（７６０ｍｍＨｇ）で液体である化合物を意味し、これらの条件下の水中で少なくとも
５０％の溶解度を有する。本開示のヘアトリートメント組成物は、１種以上の水溶性溶媒
を含んでもよい。
【００６１】
　水溶性溶媒としては、例えば、グリセリン、Ｃ１～４アルコール、有機溶媒、脂肪アル
コール、脂肪エーテル、脂肪エステル、ポリオール、グリコール、植物油、鉱油、リポソ
ーム、層状脂肪性物質、または任意のこれらの混合物が挙げられる。有機溶媒の例として
は、これらに限定されないが、エチルアルコール、イソプロピルアルコール、プロピルア
ルコール、ベンジルアルコールおよびフェニルエチルアルコールなどのモノアルコールお
よびポリオール、またはグリコールもしくはグリコールエーテル、例えばエチレングリコ
ール、プロピレングリコールのモノメチル、モノエチルおよびモノブチルエーテル、また
はこれらのエーテル、例えばプロピレングリコール、ブチレングリコール、ヘキシレング
リコール、ジプロピレングリコールのモノメチルエーテル、ならびにジエチレングリコー
ルのアルキルエーテル、例えばジエチレングリコールのモノエチルエーテルまたはモノブ
チルエーテルを挙げることができる。有機溶媒のその他の好適な例は、エチレングリコー
ル、プロピレングリコール、ブチレングリコール、ヘキシレングリコール、プロパンジオ
ール、およびグリセリンである。有機溶媒は、揮発性化合物でも不揮発性化合物であって
もよい。
【００６２】
　使用できる水溶性溶媒のさらなる非限定的な例としては、グリセリン、１，２，６－ヘ
キサントリオール、トリメチロールプロパン、エチレングリコール、プロピレングリコー
ル、ジエチレングリコール、トリエチレングリコール、テトラエチレングリコール、ペン
タエチレングリコール、ジプロピレングリコール、２－ブテン－１，４－ジオール、２－
エチル－１，３－ヘキサンジオール、２－メチル－２，４－ペンタンジオール（カプリリ
ルグリコール）、１，２－ヘキサンジオール、１，２－ペンタンジオール、および４－メ
チル－１，２－ペンタンジオールなどのアルカンジオール（多価アルコール）；エタノー
ル、メタノール、ブタノール、プロパノール、およびイソプロパノールなどの１～４個の
炭素原子を有するアルキルアルコール；エチレングリコールモノメチルエーテル、エチレ
ングリコールモノエチルエーテル、エチレングリコールモノブチルエーテル、エチレング
リコールモノメチルエーテルアセテート、ジエチレングリコールモノメチルエーテル、ジ
エチレングリコールモノエチルエーテル、ジエチレングリコールモノ－ｎ－プロピルエー
テル、エチレングリコールモノ－イソ－プロピルエーテル、ジエチレングリコールモノ－
イソ－プロピルエーテル、エチレングリコールモノ－ｎ－ブチルエーテル、エチレングリ
コールモノ－ｔ－ブチルエーテル、ジエチレングリコールモノ－ｔ－ブチルエーテル、１
－メチル－１－メトキシブタノール、プロピレングリコールモノメチルエーテル、プロピ
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レングリコールモノエチルエーテル、プロピレングリコールモノ－ｔ－ブチルエーテル、
プロピレングリコールモノ－ｎ－プロピルエーテル、プロピレングリコールモノ－イソ－
プロピルエーテル、ジプロピレングリコールモノメチルエーテル、ジプロピレングリコー
ルモノエチルエーテル、ジプロピレングリコールモノ－ｎ－プロピルエーテル、およびジ
プロピレングリコールモノ－イソ－プロピルエーテルなどのグリコールエーテル；２－ピ
ロリドン、Ｎ－メチル－２－ピロリドン、１，３－ジメチル－２－イミダゾリジノン、ホ
ルムアミド、アセトアミド、ジメチルスルホキシド、ソルビトール、ソルビタン、アセチ
ン、ジアセチン、トリアセチン、スルホラン、およびこれらの混合物が挙げられる。
【００６３】
　いくつかの場合では、水溶性溶媒は、１種以上のグリコール、Ｃ１～４アルコール、グ
ルセリン、およびこれらの混合物からなる群から選択することができる。いくつかの場合
では、水溶性溶媒は、ヘキシレングリコール、プロプレングリコール、カプリリルグリコ
ール、グリセリン、イソプロピルアルコール、およびこれらの混合物からなる群から選択
される。
【００６４】
　多価アルコールが有用である。多価アルコールの例としては、グリセリン、エチレング
リコール、ジエチレングリコール、トリエチレングリコール、プロピレングリコール、ジ
プロピレングリコール、トリプロピレングリコール、１，３－ブタンジオール、２，３－
ブタンジオール、１，４－ブタンジオール、３－メチル－１，３－ブタンジオール、１，
５－ペンタンジオール、テトラエチレングリコール、１，６－ヘキサンジオール、２－メ
チル－２，４－ペンタンジオール、ポリエチレングリコール、１，２，４－ブタントリオ
ール、１，２，６－ヘキサントリオール、およびこれらの混合物が挙げられる。
【００６５】
　ポリオール化合物も使用してもよい。非限定的な例としては、脂肪族ジオール、例えば
２－エチル－２－メチル－１，３－プロパンジオール、３，３－ジメチル－１，２－ブタ
ンジオール、２，２－ジエチル－１，３－プロパンジオール、２－メチル－２－プロピル
－１，３－プロパンジオール、２，４－ジメチル－２，４－ペンタンジオール、２，５－
ジメチル－２，５－ヘキサンジオール、５－ヘキセン－１，２－ジオール、および２－エ
チル－１，３－ヘキサンジオール、ならびにこれらの混合物が挙げられる。
【００６６】
　水溶性溶媒（組成物中の水とは別のもの）の総量はさまざまであり得るが、いくつかの
場合では、組成物の総重量に基づいて約０．０１から約５０重量％である。水溶性溶媒（
組成物中の水とは別のもの）の総量は、約０．０１から約４０重量％、約０．０１から約
３０重量％、約０．０１から約２０重量％、約０．０１から約１０重量％、約０．０１か
ら約５重量％、約０．１から約４０重量％、約０．１から約３０重量％、約０．１から約
２０重量％、約０．１から約１０重量％、または約０．１から約５重量％である。
【００６７】
　ヘアトリートメント組成物は、１種以上の増粘剤（濃化剤または粘度調整剤とも呼ばれ
る）を含有してもよい。このような助剤のクラスとしては、これらに限定されないが、ポ
リエチレングリコールなどの粘稠液、半合成セルロース誘導体などの半合成ポリマー、合
成ポリマー、例えばカルボマー、ポロキサマー、およびアクリレート／ベヘネス－２５メ
タクリレート共重合体、アクリレート共重合体、ポリエチレンイミン（例えば、ＰＥＩ－
１０）、天然に存在するポリマー、例えばアカシア、トラガカント、アルギネート（例え
ば、アルギン酸ナトリウム）、カラギナン、キサンタンガムなどの植物ガム、ワセリン、
ワックス、粒状会合コロイド、例えばベントナイト、コロイド状二酸化ケイ素、および微
結晶性セルロース、ＰＰＧ－２ヒドロキシエチルココ／イソステアラミドなどの界面活性
剤、ジステアレス－７５　ＩＰＤＩなどの乳化剤、および塩化ナトリウムなどの塩、ヒド
ロキシプロピルデンプンホスフェート、ジャガイモデンプン（修飾または非修飾）などの
デンプン、ヒドロキシエチルセルロースなどのセルロース、ヒドロキシプロピルグアーな
どのグアー、ならびにこれらの混合物が挙げられる。
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【００６８】
　いくつかの場合では、増粘剤には、１種以上の会合濃化ポリマー、例えばアニオン性会
合ポリマー、両性会合ポリマー、カチオン性会合ポリマー、非イオン性会合ポリマー、お
よびこれらの混合物を挙げることができる。両性会合ポリマーの非限定的な例としては、
商品名ＮＯＶＥＴＨＩＸ　Ｌ－１０（Ｌｕｂｒｉｚｏｌ）で販売されているアクリレート
／ベヘネス－２５メタクリレート共重合体がある。アニオン性会合ポリマーの非限定的な
例としては、商品名ＣＡＲＢＯＰＯＬ　Ａｑｕａ　ＳＦ－１（Ｌｕｂｒｉｚｏｌ）で販売
されているＩＮＣＩ名：アクリレート共重合体、商品名ＣＡＲＢＯＰＯＬ　Ａｑｕａ　Ｓ
Ｆ－２（Ｌｕｂｒｉｚｏｌ）で販売されているＩＮＣＩ名：アクリレートクロスポリマー
－４、およびこれらの混合物が挙げられる。会合濃化ポリマー、例としては、アクリレー
ト共重合体および／またはアクリレートクロスポリマー－４は、ポリマーをヘアトリート
メント組成物中に添加する前に、水または水溶液中で中和剤によって中和してもよい。い
くつかの場合では、会合濃化ポリマーは、アニオン性界面活性剤を含まないヘアトリート
メント組成物、特にアニオン性界面活性剤を含まないコンディショニングシャンプーにお
いて有用であり得る。例えば、アニオン性界面活性剤を含まないコンディショニングシャ
ンプーは、１種以上のアニオン性会合ポリマーを含んでもよい。
【００６９】
　１種以上の増粘剤の総量はさまざまであり得るが、いくつかの場合では、組成物の総重
量に基づいて約０．１から約１５重量％、約０．１から約１０重量％、約０．１から約８
重量％、約０．１から約６重量％、約０．１から約５重量％、約０．５から約１０重量％
、約０．５から約８重量％、約０．５から約重量％、約０．５から約５重量％、約１から
約１０重量％、約１から約８重量％、約１から約６重量％、または約１から約５重量％で
ある。
【００７０】
　１種以上の防腐剤が、毛髪を処置するための本明細書に記載のヘアトリートメント組成
物中に含まれていてもよい。好適な防腐剤としては、これらに限定されないが、グリセリ
ン含有化合物（例えば、グリセリンまたはエチルヘキシルグリセリンまたはフェノキシエ
タノール）、ベンジルアルコール、パラベン（メチルパラベン、エチルパラベン、プロピ
ルパラベン、ブチルパラベン、イソブチルパラベンなど）、安息香酸ナトリウム、安息香
酸、ジグルコン酸クロルヘキシジン、エチレンジアミン四酢酸（ＥＤＴＡ）、ソルビン酸
カリウム、および／またはグレープフルーツ種子抽出物、またはこれらの混合物が挙げら
れる。その他の防腐剤は、化粧業界において公知であり、サリチル酸、ＤＭＤＭヒダント
イン、ホルムアルデヒド、クロルフェニシン（chlorphenism）、トリクロサン、イミダゾ
リジニル尿素、ジアゾリジニル尿素、ソルビン酸、メチルイソチアゾリノン、デヒドロ酢
酸ナトリウム、デヒドロ酢酸、クオタニウム－１５、ステアラルコニウムクロリド、亜鉛
ピリチオン、メタ重亜硫酸ナトリウム、２－ブロモ－２－ニトロプロパン、ジグルコン酸
クロルヘキシジン、ポリアミノプロピルビグアニド、ベンザルコニウムクロリド、亜硫酸
ナトリウム、サリチル酸ナトリウム、クエン酸、ニーム油、精油（種々）、乳酸、ビタミ
ンＥ（トコフェロール）、およびこれらの混合物を含む。いくつかの場合では、ヘアトリ
ートメント組成物は、安息香酸ナトリウム、安息香酸、ジグルコン酸クロルヘキシジン、
二塩酸クロルヘキシジン、サリチル酸、フェノキシエタノール、メチルパラベン、および
これらの混合物からなる群から選択される１種以上の防腐剤を含んでもよい。
【００７１】
　存在する場合、１種以上の防腐剤の総量はさまざまであり得る。いくつかの場合では、
１種以上の防腐剤の総量は、組成物の総重量に基づいて、約０．０１から約５重量％、約
０．０１から約４重量％、約０．１５から約１重量％、または約１から約３重量％である
。
【００７２】
　本開示のヘアトリートメント組成物は、タウレート界面活性剤またはその塩を含まなく
てよい、または本質的に含まなくてもよい。例えば、組成物は、次式：
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Ｒ１ＣＯ－ＮＲ２－ＣＨ２ＣＨ２ＳＯ３Ｍ
のタウレート界面活性剤またはその塩を含まなくてよく、または本質的に含まなくてもよ
く、式中、Ｒ１は、炭素原子の平均数が７～１９個の飽和または不飽和炭化水素基を示し
、Ｒ２は、水素または炭素原子の平均数が１～３個のアルキル基を示し、Ｍは、アルカリ
金属、アルカリ土類金属、アンモニア、または有機アミンまたは誘導体を示す。具体例と
しては、Ｎ－メチルココイルタウレートおよびココイルタウリン酸ナトリウムが挙げられ
る。
【００７３】
　本開示の組成物は、ポリエチレングリコール（ＰＥＧ）および／またはその誘導体を含
まなくてもよく、または本質的に含まなくてもよく、プロピレングリコール（ＰＰＧ）お
よび／またはその誘導体を含まなくてもよい、または本質的に含まなくてもよい。例えば
、組成物は、分子量が２００～１０，０００のポリエチレングリコール、または分子量が
２００～１，０００のポリエチレングリコールを含まなくてもよい、または本質的に含ま
なくてもよい。さらに、ＰＥＧ化界面活性剤を、ヘアトリートメント組成物から除外して
もよい。ＰＥＧ化界面活性剤の非限定的な例としては、エトキシル化脂肪酸エステルが挙
げられる。
【００７４】
　一態様において、本開示のヘアトリートメント組成物は、製剤２、３、４および５とし
て、実施例１で提示したものなどのシャンプーに関する。このようなシャンプーは、
－　少なくとも０．５～約１０重量％、好ましくは約１～約８重量％、またはより好まし
くは約２～約５重量％のタウリンおよび／またはその塩、
－　任意選択の、少なくとも０．５～約１０重量％、好ましくは約１～約８重量％、また
はより好ましくは約１～約５重量％の少なくとも１種の非高分子モノ、ジもしくはトリカ
ルボン酸、および／またはその塩、好ましくはクエン酸、乳酸、マレイン酸、リンゴ酸、
マロン酸、これらの塩、またはこれらの混合物、より好ましくはクエン酸、および／また
はその塩、
－　約１～約３０重量％、好ましくは約１～約２５重量％、またはより好ましくは約５～
約２５重量％の１種以上の非タウレートアニオン性界面活性剤、
－　約０．１～約２０重量％、好ましくは約０．１～約１０重量％、より好ましくは約１
～約１０重量％の１種以上の脂肪族化合物、
－　約０．０１～約１０重量％、好ましくは約０．０１～約５重量％、より好ましくは約
０．１～約５重量％の１種以上のカチオン性ポリマー、
－　約０．１～約１０重量％、好ましくは約０．１～約８重量％、より好ましくは約０．
１～約５重量％の１種以上のシリコーン、ならびに
－　水
を含んでもよい。
【００７５】
　非タウレートアニオン性界面活性剤に関して、シャンプーには、例えば、１種以上のア
ルキルサルフェート、アルキルエーテルサルフェート、アシルイセチオネート、アシルグ
リシネート、アシルアミノ酸、アシルサルコシネート、スルホスクシネート、スルホネー
ト、およびこれらの混合物が含まれ得、これら全ての化合物のアルキル基およびアシル基
は、６～２４個の炭素原子を含む。いくつかの場合では、１種以上のアルキルサルフェー
ト、アルキルエーテルサルフェート、およびこれらの混合物、例えば、ラウリル硫酸ナト
リウムおよび／またはラウレス硫酸ナトリウムが好ましい。
【００７６】
　１種以上の脂肪族化合物に関して、シャンプーには、例えば、１種以上の油、鉱油、ア
ルカン、脂肪アルコール、脂肪酸、脂肪アルコール誘導体、脂肪酸誘導体（アルコキシル
化脂肪酸または脂肪酸のポリエチレングリコールエステルまたは脂肪酸のプロピレングリ
コールエステルまたは脂肪酸のブチレングリコールエステルまたはネオペンチルグリコー
ルおよび脂肪酸のエステルまたは脂肪酸のポリグリセロール／グリセロールエステルまた
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はエチレングリコールおよび脂肪酸のグリコールジエステルもしくはジエステルまたは脂
肪酸および脂肪アルコールのエステル、短鎖アルコールおよび脂肪酸のエステル）、脂肪
アルコールのエステル、ヒドロキシ置換脂肪酸、ワックス、トリグリセリド化合物、ラノ
リン、セラミド、およびこれらの混合物が含まれ得る。例としては、１種以上の脂肪族化
合物は、ジステアリン酸グリコール、オレイン酸ＰＥＧ－５５プロピレングリコール、セ
テアリルアルコール、大豆油、セチルエステル、ミリスチン酸イソプロピル、セテアリル
アルコール、ババス油、ジカプリル酸／ジカプリン酸プロピレングリコール、鉱油、ウン
デカン、トリデカン、２－オレアミド－１，３－オクタデカンジオール（セラミド）、お
よびこれらの混合物からなる群から選択することができる。好ましくは、少なくとも１種
の脂肪族化合物は、アルキルエーテルの脂肪酸エステル、例えば、ジステアリン酸グリコ
ールである。
【００７７】
　１種以上のカチオン性ポリマーに関して、シャンプーには、例えば、ポリ（メタクリロ
イルオキシエチルトリメチルアンモニウムクロリド）、ポリクオタニウム－３７、四級化
セルロース誘導体、ポリクオタニウム－４、ポリクオタニウム－１０、カチオン性アルキ
ルポリグリコシド、カチオン化ハチミツ、カチオン性グアー誘導体、高分子ジメチルジア
リルアンモニウム塩ならびにそれとアクリル酸およびメタクリル酸のエステルおよびアミ
ドとの共重合体、ビニルピロリドンとジアルキルアミノアルキルアクリレートおよびメタ
クリレートの四級化誘導体との共重合体、ビニルピロリドン－ビニルイミダゾリウムメト
クロリド共重合体、四級化ポリビニルアルコール、ポリクオタニウム－２、ポリクオタニ
ウム－７、ポリクオタニウム－１７、ポリクオタニウム－１８、ポリクオタニウム－２４
、ポリクオタニウム－２７、およびこれらの混合物が含まれ得る。いくつかの場合では、
以下のカチオン性ポリマー：ポリクオタニウム－３７、四級化セルロース誘導体、ポリク
オタニウム－４、ポリクオタニウム－１０、カチオン性アルキルポリグリコシド、カチオ
ン性グアー誘導体、四級化ポリビニルアルコール、ポリクオタニウム－２、ポリクオタニ
ウム－７、ポリクオタニウム－１７、ポリクオタニウム－１８、ポリクオタニウム－２４
、ポリクオタニウム－２７、およびこれらの混合物のうちの１つ以上が好ましい。いくつ
かの場合では、１種以上のカチオン性グアーおよび／またはポリクオタニウムを使用して
もよい。例えば、グアーヒドロキシプロピルトリモニウムクロリド、ポリクオタニウム－
４、ポリクオタニウム－１０、ポリクオタニウム－３７、およびこれらの混合物が特に有
用であり得る。
【００７８】
　１種以上のシリコーンに関して、シャンプーには、例えば、ポリオルガノシロキサン、
ポリアルキルシロキサン、ポリアリールシロキサン、ポリアルカリルシロキサン、ポリエ
ステルシロキサン、およびこれらの混合物が含まれ得る。いくつかの場合では、ジメチコ
ン、シクロメチコン、アモジメチコン、およびこれらの混合物が好ましい。特に、少なく
ともジメチコンを含むことが有用であり得る。
【００７９】
　より具体的には、シャンプーには、以下：
－　約１～約５重量％のタウリンおよび／またはその塩、
－　任意選択の、約１～約５重量％の少なくとも１種の非高分子モノ、ジもしくはトリカ
ルボン酸および／またはその塩、好ましくはクエン酸、乳酸、マレイン酸、リンゴ酸、マ
ロン酸、これらの塩、およびこれらの混合物、より好ましくはクエン酸および／またはそ
の塩、
－　約５～約２５重量％のラウリル硫酸ナトリウムおよび／またはラウレス硫酸ナトリウ
ム、
－　約１～約１０重量％の、油（大豆油、鉱油、および／またはババス油など）、ジステ
アリン酸グリコール、オレイン酸ＰＥＧ－５５プロピレングリコール、セテアリルアルコ
ール、セチルエステル、ミリスチン酸イソプロピル、ジカプリル酸／ジカプリン酸プロプ
レングリコール、セチルアルコール、ウンデカン、トリデカン、２－オレアミド－１，３
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－オクタデカンジオール（セラミド）、およびこれらの混合物からなる群から選択される
１種以上の脂肪族化合物、好ましくはジステアリン酸グリコール、
－　約０．１～約５重量％の、グアーヒドロキシプロピルトリモニウムクロリド、ポリク
オタニウム－４、ポリクオタニウム－１０、ポリクオタニウム－３７、およびこれらの混
合物からなる群から選択される１種以上のカチオン性ポリマー、ならびに
－　約０．１～約５重量％の、ジメチコン、シクロメチコン、アモジメチコン、ＰＥＧ／
ＰＰＧ－１７／１８ジメチコン、ジメチコノール、シクロペンタシロキサン、およびこれ
らの混合物からなる群から選択される１種以上のシリコーン、ならびに
－　水
が含まれ得る。
【００８０】
　製剤２、３、４、および５で開示および記載した追加の成分からなる群からの１種以上
の任意の追加の成分も、任意選択により、シャンプー中に含めてもよい。また、シャンプ
ーは、タウレート界面活性剤を含まなくてもよく、もしくは本質的に含まなくてもよく、
かつ／またはポリエチレングリコールおよびその誘導体を含まなくてもよい、もしくは本
質的に含まなくてもよい。
【００８１】
　一態様において、本開示のヘアトリートメント組成物は、製剤１および６として、実施
例１に提示するものなどのシャンプーに関する。このようなシャンプーには、
－　少なくとも０．５～約１０重量％、好ましくは約１～約８重量％、またはより好まし
くは約２～約５重量％のタウリンおよび／またはその塩、
－　任意選択の、少なくとも０．５～約１０重量％、好ましくは約１～約８重量％、また
はより好ましくは約１～約５重量％の少なくとも１種の非高分子モノ、ジもしくはトリカ
ルボン酸および／またはその塩、好ましくはクエン酸、乳酸、マレイン酸、リンゴ酸、マ
ロン酸、これらの塩、およびこれらの混合物、より好ましくはクエン酸および／またはそ
の塩、
－　約１～約３０重量％、好ましくは約１～約２５重量％、またはより好ましくは約５～
約２５重量％の１種以上の非タウレートアニオン性界面活性剤、
－　約０．１～約１５重量％、好ましくは約０．１～約１０重量％、より好ましくは約０
．１～約５重量％の１種以上の両性界面活性剤、
－　約０．０１～約１０重量％、好ましくは約０．０１～約５重量％、より好ましくは約
０．１～約５重量％の１種以上のカチオン性ポリマー、
－　約０．０１～約２０重量％、好ましくは約０．０１～約１０重量％、またはより好ま
しくは約０．０１～約５重量％の１種以上の水溶性溶媒、ならびに
－　水
が含まれ得る。
【００８２】
　非タウレートアニオン性界面活性剤に関して、シャンプーには、例えば、１種以上のア
ルキルサルフェート、アルキルエーテルサルフェート、アシルイセチオネート、アシルグ
リシネート、アシルアミノ酸、アシルサルコシネート、スルホスクシネート、スルホネー
ト、およびこれらの混合物が含まれ得、これらの全ての化合物のアルキル基およびアシル
基は、６～２４個の炭素原子を含む。いくつかの場合では、１種以上のアルキルサルフェ
ート、アルキルエーテルサルフェート、およびこれらの混合物、例えば、ラウリル硫酸ナ
トリウムおよび／またはラウレス硫酸ナトリウムが好ましい。
【００８３】
　両性界面活性剤に関して、シャンプーには、例えば、１種以上のベタイン、スルタイン
、アンホアセテート、アンホプロピオネート、およびこれらの混合物が含まれ得る。いく
つかの場合では、シャンプーには、１種以上のベタイン、例えば、アルキルベタイン、ア
ルキルアミドプロピルベタイン、アルキルスルホベタイン（スルタイン）、およびこれら
の混合物が含まれ得る。いくつかの例では、コカミドプロピルベタイン、ココベタイン、
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ココアンホプロピオン酸ナトリウム、およびこれらの混合物が特に有用であり得る。
【００８４】
　１種以上のカチオン性ポリマーに関して、シャンプーには、例えば、ポリ（メタクリロ
イルオキシエチルトリメチルアンモニウムクロリド）、ポリクオタニウム－３７、四級化
セルロース誘導体、ポリクオタニウム－４、ポリクオタニウム－１０、カチオン性アルキ
ルポリグリコシド、カチオン化ハチミツ、カチオン性グアー誘導体、高分子ジメチルジア
リルアンモニウム塩ならびにそれとアクリル酸およびメタクリル酸のエステルおよびアミ
ドとの共重合体、ビニルピロリドンとジアルキルアミノアルキルアクリレートおよびメタ
クリレートの四級化誘導体との共重合体、ビニルピロリドン－ビニルイミダゾリウムメト
クロリド共重合体、四級化ポリビニルアルコール、ポリクオタニウム－２、ポリクオタニ
ウム－７、ポリクオタニウム－１７、ポリクオタニウム－１８、ポリクオタニウム－２４
、ポリクオタニウム－２７、およびこれらの混合物が含まれ得る。いくつかの場合では、
以下のカチオン性ポリマー：ポリクオタニウム－３７、四級化セルロース誘導体、ポリク
オタニウム－４、ポリクオタニウム－１０、カチオン性アルキルポリグリコシド、カチオ
ン性グアー誘導体、四級化ポリビニルアルコール、ポリクオタニウム－２、ポリクオタニ
ウム－７、ポリクオタニウム－１７、ポリクオタニウム－１８、ポリクオタニウム－２４
、ポリクオタニウム－２７、およびこれらの混合物のうちの１種以上が好ましい。いくつ
かの場合では、１種以上のカチオン性グアーおよび／またはポリクオタニウムを使用して
もよい。例えば、グアーヒドロキシプロピルトリモニウムクロリド、ポリクオタニウム－
４、ポリクオタニウム－１０、ポリクオタニウム－３７、およびこれらの混合物が、特に
有用であり得る。
【００８５】
　水溶性溶媒に関して、シャンプーには、例えば、アルカンジオール（多価アルコール）
、グリコール、Ｃ１～４アルコール、グリセリン、およびこれらの混合物のうちの１つ以
上が含まれ得る。いくつかの場合では、水溶性溶媒は、Ｃ１～４アルコール、グリセリン
、エチレングリコール、プロピレングリコール、ブチレングリコール、ヘキシレングリコ
ール、カプリリルグリコール、プロパンジオール、およびこれらの混合物からなる群から
選択される。いくつかの場合では、ヘキシレングリコール、カプリリルグリコール、グリ
セリン、イソプロピルアルコール、プロピレングリコール、およびこれらの混合物が、特
に有用であり得る。
【００８６】
　より具体的には、シャンプーには、以下：
－　少なくとも０．５～約１０重量％のタウリンおよび／またはその塩、
－　任意選択の、約１～約５重量％の少なくとも１種の非高分子モノ、ジもしくはトリカ
ルボン酸および／またはこれらの塩、好ましくはクエン酸、乳酸、マレイン酸、リンゴ酸
、マロン酸、これらの塩、およびこれらの混合物、より好ましくはクエン酸および／また
はその塩、
－　約５～約２５重量％のラウリル硫酸ナトリウムおよび／またはラウレス硫酸ナトリウ
ム、
－　約０．１～約５重量％の１種以上のベタイン、例えばコカミドプロピルベタインおよ
び／またはココベタイン、
－　約０．０１～約５重量％の、グアーヒドロキシプロピルトリモニウムクロリド、ポリ
クオタニウム－４、ポリクオタニウム－１０、ポリクオタニウム－３７、およびこれらの
混合物からなる群から選択される１種以上のカチオン性ポリマー、好ましくは、少なくと
もポリクオタニウム－１０、
－　約０．０１～約５重量％の１種以上のアルカンジオール（多価アルコール）、例えば
エチレングリコール、プロピレングリコール、ブチレングリコール、ヘキシレングリコー
ル、プロパンジオール、グリセリン、およびこれらの混合物、ならびに
－　水
が含まれていてもよい。
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【００８７】
　製剤１および６で開示および記載される追加の成分からなる群からの任意の１種以上の
追加の成分も、任意選択により、シャンプー中に含めてもよい。また、シャンプーは、タ
ウリン界面活性剤を含まなくてもよく、もしくは本質的に含まなくてもよく、かつ／また
はポリエチレングリコールおよびその誘導体を含まなくてもよい、もしくは本質的に含ま
なくてもよい。
【００８８】
　一態様において、本開示のヘアトリートメント組成物は、サルフェートを含まないシャ
ンプー、例えば製剤７として実施例２に提示したものに関する。このようなシャンプーに
は、
－　少なくとも０．５～約１０重量％、好ましくは約１～約８重量％、またはより好まし
くは約２～約５重量％のタウリンおよび／またはその塩、
－　任意選択の、少なくとも０．５～約１０重量％、好ましくは約１～約８重量％、また
はより好ましくは約１～約５重量％の少なくとも１種の非高分子モノ、ジもしくはトリカ
ルボン酸および／またはこれらの塩、好ましくはクエン酸、乳酸、マレイン酸、リンゴ酸
、マロン酸、これらの塩、およびこれらの混合物、より好ましくはクエン酸および／また
はその塩、
－　約１～約３０重量％、好ましくは約１～約２５重量％、またはより好ましくは約５～
約２５重量％の１種以上の、アシルイセチオネート、アシルグリシネート、アシルアミノ
酸、アシルサルコシネート、スルホスクシネート、スルホネート、およびこれらの混合物
からなる群から選択される非サルフェートアニオン性界面活性剤であって、これらの全て
の化合物のアシル基が６～２４個の炭素原子を含む、非サルフェートアニオン性界面活性
剤、
－　約０．１～約１５重量％、好ましくは約０．１～約１０重量％、より好ましくは約１
～約１０重量％の１種以上の両性界面活性剤、
－　約０．０１～約１０重量％、好ましくは約０．０１～約５重量％、より好ましくは約
０．１～約５重量％の１種以上のカチオン性ポリマー、
－　約０．０１～約２０重量％、好ましくは約０．０１～約１０重量％、またはより好ま
しくは約０．０１～約５重量％の１種以上の脂肪族化合物、ならびに
－　水
が含まれていてもよい。
【００８９】
　非サルフェートアニオン性界面活性剤に関して、シャンプーには、例えば、ラウロイル
サルコシンナトリウム、ラウリルスルホ酢酸ナトリウム、スルホコハク酸ラウレスニナト
リウム、ココイルイセチオン酸ナトリウム、およびこれらの混合物が含まれ得る。
【００９０】
　両性界面活性剤に関して、シャンプーには、例えば、１種以上のベタイン、スルタイン
、アンホアセテート、アンホプロピオネート、およびこれらの混合物が含まれ得る。いく
つかの場合では、シャンプーには、１種以上のベタイン、例えば、アルキルベタイン、ア
ルキルアミドプロピルベタイン、アルキルスルホベタイン（スルタイン）、およびこれら
の混合物が含まれ得る。いくつかの例では、コカミドプロピルベタイン、ココベタイン、
ココアンホプロピオン酸ナトリウム、およびこれらの混合物が特に有用であり得る。
【００９１】
　１種以上のカチオン性ポリマーに関して、シャンプーには、例えば、ポリ（メタクリロ
イルオキシエチルトリメチルアンモニウムクロリド）、ポリクオタニウム－３７、四級化
セルロース誘導体、ポリクオタニウム－４、ポリクオタニウム－１０、カチオン性アルキ
ルポリグリコシド、カチオン化ハチミツ、カチオン性グアー誘導体、高分子ジメチルジア
リルアンモニウム塩ならびにそれとアクリル酸およびメタクリル酸のエステルおよびアミ
ドとの共重合体、ビニルピロリドンとジアルキルアミノアルキルアクリレートおよびメタ
クリレートの四級化誘導体との共重合体、ビニルピロリドン－ビニルイミダゾリウムメト
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クロリド共重合体、四級化ポリビニルアルコール、ポリクオタニウム－２、ポリクオタニ
ウム－７、ポリクオタニウム－１７、ポリクオタニウム－１８、ポリクオタニウム－２４
、ポリクオタニウム－２７、およびこれらの混合物が含まれ得る。いくつかの場合では、
以下のカチオン性ポリマー：ポリクオタニウム－３７、四級化セルロース誘導体、ポリク
オタニウム－４、ポリクオタニウム－１０、カチオン性アルキルポリグリコシド、カチオ
ン性グアー誘導体、四級化ポリビニルアルコール、ポリクオタニウム－２、ポリクオタニ
ウム－７、ポリクオタニウム－１７、ポリクオタニウム－１８、ポリクオタニウム－２４
、ポリクオタニウム－２７、およびこれらの混合物のうちの１種以上が好ましい。いくつ
かの場合では、１種以上のカチオン性グアーおよび／またはポリクオタニウムを使用して
もよい。例えば、グアーヒドロキシプロピルトリモニウムクロリド、ポリクオタニウム－
４、ポリクオタニウム－１０、ポリクオタニウム－３７、およびこれらの混合物が、特に
有用であり得る。
【００９２】
　１種以上の脂肪族化合物に関して、シャンプーには、例えば、１種以上の油、鉱油、ア
ルカン、脂肪アルコール、脂肪酸、脂肪アルコール誘導体、脂肪酸誘導体（アルコキシル
化脂肪酸または脂肪酸のポリエチレングリコールエステルまたは脂肪酸のプロピレングリ
コールエステルまたは脂肪酸のブチレングリコールエステルまたはネオペンチルグリコー
ルおよび脂肪酸のエステルまたは脂肪酸のポリグリセロール／グリセロールエステルまた
はエチレングリコールおよび脂肪酸のグリコールジエステルもしくはジエステルまたは脂
肪酸および脂肪アルコールのエステル、短鎖アルコールおよび脂肪酸のエステル）、脂肪
アルコールのエステル、ヒドロキシ置換脂肪酸、ワックス、トリグリセリド化合物、ラノ
リン、セラミド、およびこれらの混合物が含まれ得る。例としては、１種以上の脂肪族化
合物は、ジステアリン酸グリコール、オレイン酸ＰＥＧ－５５プロピレングリコール、セ
テアリルアルコール、大豆油、セチルエステル、ミリスチン酸イソプロピル、セテアリル
アルコール、ババス油、ジカプリル酸／ジカプリン酸プロピレングリコール、鉱油、ウン
デカン、トリデカン、２－オレアミド－１，３－オクタデカンジオール（セラミド）、お
よびこれらの混合物からなる群から選択することができる。いくつかの場合では、ジステ
アリン酸グリコールおよび／またはオレイン酸ＰＥＧ－５５プロピレングリコールが、特
に有用であり得る。
【００９３】
　より具体的には、シャンプーには、以下：
－　少なくとも０．５～約１０重量％のタウリンおよび／またはその塩、
－　任意選択の、約１～約５重量％の少なくとも１種の非高分子モノ、ジもしくはトリカ
ルボン酸および／またはこれらの塩、好ましくはクエン酸、乳酸、マレイン酸、リンゴ酸
、マロン酸、これらの塩、およびこれらの混合物、より好ましくはクエン酸および／また
はその塩、
－　約５～約２５重量％の１種以上の、アシルイセチオネート、アシルグリシネート、ア
シルアミノ酸、アシルサルコシネート、スルホスクシネート、スルホネート、およびこれ
らの混合物からなる群から選択される非サルフェートアニオン性界面活性剤であって、こ
れらの全ての化合物のアシル基が６～２４個の炭素原子を含む、非サルフェートアニオン
性界面活性剤、
－　約０．１～約１０重量％の１種以上のベタイン、例えばコカミドプロピルベタインお
よび／またはココベタイン、
－　約０．１～約５重量％の、グアーヒドロキシプロピルトリモニウムクロリド、ポリク
オタニウム－４、ポリクオタニウム－１０、ポリクオタニウム－３７、およびこれらの混
合物からなる群から選択される１種以上のカチオン性ポリマー、
－　約０．０１～約５重量％の、油（大豆油、鉱油、および／またはババス油など）、ジ
ステアリン酸グリコール、オレイン酸ＰＥＧ－５５プロピレングリコール、セテアリルア
ルコール、セチルエステル、ミリスチン酸イソプロピル、ジカプリル酸／ジカプリン酸プ
ロプレングリコール、セチルアルコール、ウンデカン、トリデカン、２－オレアミド－１
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，３－オクタデカンジオール（セラミド）、およびこれらの混合物、好ましくはジステア
リン酸グリコール、ＰＥＧ－５５プロピレングリコール、およびこれらの混合物からなる
群から選択される１種以上の脂肪族化合物、ならびに
－　水
が含まれていてもよい。
【００９４】
　製剤７で開示および記載される追加の成分からなる群からの任意の１種以上の追加の成
分も、任意選択により、シャンプー中に含めてもよい。また、シャンプーは、タウレート
界面活性剤を含まなくてもよく、もしくは本質的に含まなくてもよく、かつ／またはポリ
エチレングリコールおよびその誘導体を含まなくてもよい、もしくは本質的に含まなくて
もよい。
【００９５】
　一態様において、本開示のヘアトリートメント組成物は、アニオン性界面活性剤を含ま
ないコンディショニングシャンプー、例えば製剤８および９として実施例３に提示したも
のなどに関する。このようなシャンプーには、
－　少なくとも０．５～約１０重量％、好ましくは約１～約８重量％、またはより好まし
くは約２～約５重量％のタウリンおよび／またはその塩、
－　任意選択の、少なくとも０．５～約１０重量％、好ましくは約１～約８重量％、また
はより好ましくは約１～約５重量％の少なくとも１種の非高分子モノ、ジもしくはトリカ
ルボン酸および／またはこれらの塩、好ましくはクエン酸、乳酸、マレイン酸、リンゴ酸
、マロン酸、これらの塩、およびこれらの混合物、より好ましくはクエン酸および／また
はその塩、
－　約０．１～約２０重量％、好ましくは約０．１～約１０重量％、またはより好ましく
は約１～約１０重量％の１種以上のカチオン性界面活性剤、
－　約０．１～約１５重量％、好ましくは約０．１～約１０重量％、より好ましくは約０
．１～約５重量％の１種以上の両性界面活性剤、
－　約０．０１～約２０重量％、好ましくは約０．０１～約１０重量％、またはより好ま
しくは約０．０１～約５重量％の１種以上の水溶性溶媒、
－　約０．０１～約２０重量％、好ましくは約０．１～約２０重量％、またはより好まし
くは約１～約１０重量％の１種以上の脂肪族化合物、
－　任意選択の１種以上の増粘剤、ならびに
－　水
が含まれていてもよい。
【００９６】
　１種以上のカチオン性ポリマーに関して、シャンプーには、例えば、セトリモニウムク
ロリド、セトリモニウムメトサルフェート、ステアルトリモニウムクロリド、ベヘントリ
モニウムクロリド、ベヘントリモニウムメトサルフェート、ベヘナミドプロピルトリモニ
ウムメトサルフェート、ステアラミドプロピルトリモニウムクロリド、アラキドトリモニ
ウムクロリド、ジステアリルジモニウムクロリド、ジセチルジモニウムクロリド、トリセ
チルモニウムクロリド、オレアミドプロピルジメチルアミン、リノールアミドプロピルジ
メチルアミン、イソステアラミドプロピルジメチルアミン、オレイルヒドロキシエチルイ
ミダゾリン、ステアラミドプロピルジメチルアミン、ベヘナミドプロピルジメチルアミン
、ベヘナミドプロピルジエチルアミン、ベヘナミドエチルジエチルアミン、ベヘナミドエ
チルジメチルアミン、アラキダミドプロピルジメチルアミン、アラキダミドプロピルジエ
チルアミン、アラキダミドエチルジエチルアミン、アラクダミドエチルジメチルアミン、
およびこれらの混合物からなる群から選択されるカチオン性界面活性剤が含まれ得る。い
くつかの場合では、ベヘントリモニウムクロリド、ベヘントリモニウムメトサルフェート
、セトリモニウムクロリド、セトリモニウムメトサルフェート、ジパルミトイルエチルヒ
ドロキシエチルモニウムメトサルフェート、クオタニウム－９１、ステアラミドプロピル
ジメチルアミン、およびこれらの混合物が、特に有用であり得る。
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【００９７】
　両性界面活性剤に関して、シャンプーには、例えば、１種以上のベタイン、スルタイン
、アンホアセテート、アンホプロピオネート、およびこれらの混合物が含まれ得る。いく
つかの場合では、シャンプーには、１種以上のベタイン、例えば、アルキルベタイン、ア
ルキルアミドプロピルベタイン、アルキルスルホベタイン（スルタイン）、およびこれら
の混合物が含まれ得る。いくつかの例では、コカミドプロピルベタイン、ココベタイン、
ココアンホプロピオン酸ナトリウム、およびこれらの混合物が、特に有用であり得る。
【００９８】
　水溶性溶媒に関して、シャンプーには、例えば、１種以上のアルカンジオール（多価ア
ルコール）、グリコール、Ｃ１～４アルコール、グリセリン、およびこれらの混合物が含
まれ得る。いくつかの場合では、水溶性溶媒は、Ｃ１～４アルコール、グリセリン、エチ
レングリコール、プロピレングリコール、ブチレングリコール、ヘキシレングリコール、
カプリリルグリコール、プロパンジオール、およびこれらの混合物からなる群から選択さ
れる。いくつかの場合では、ヘキシレングリコール、カプリリルグリコール、グリセリン
、イソプロピルアルコール、プロピレングリコール、およびこれらの混合物が、特に有用
であり得る。
【００９９】
　１種以上の脂肪族化合物に関して、シャンプーには、例えば、１種以上の油、鉱油、ア
ルカン、脂肪アルコール、脂肪酸、脂肪アルコール誘導体、脂肪酸誘導体（アルコキシル
化脂肪酸または脂肪酸のポリエチレングリコールエステルまたは脂肪酸のプロピレングリ
コールエステルまたは脂肪酸のブチレングリコールエステルまたはネオペンチルグリコー
ルおよび脂肪酸のエステルまたは脂肪酸のポリグリセロール／グリセロールエステルまた
はエチレングリコールおよび脂肪酸のグリコールジエステルもしくはジエステルまたは脂
肪酸および脂肪アルコールのエステル、短鎖アルコールおよび脂肪酸のエステル）、脂肪
アルコールのエステル、ヒドロキシ置換脂肪酸、ワックス、トリグリセリド化合物、ラノ
リン、セラミド、およびこれらの混合物が含まれ得る。いくつかの場合では、１種以上の
脂肪族化合物は、ジステアリン酸グリコール、オレイン酸ＰＥＧ－５５プロピレングリコ
ール、セテアリルアルコール、大豆油、セチルエステル、ミリスチン酸イソプロピル、セ
テアリルアルコール、ババス油、ジカプリル酸／ジカプリン酸プロピレングリコール、鉱
油、ウンデカン、トリデカン、２－オレアミド－１，３－オクタデカンジオール（セラミ
ド）、およびこれらの混合物からなる群から選択することができる。
【０１００】
　より具体的には、シャンプーには、以下：
－　少なくとも０．５～約１０重量％のタウリンおよび／またはその塩、
－　任意選択の、約１～約５重量％の少なくとも１種の非高分子モノ、ジもしくはトリカ
ルボン酸および／またはこれらの塩、好ましくはクエン酸、乳酸、マレイン酸、リンゴ酸
、マロン酸、これらの塩、およびこれらの混合物、より好ましくはクエン酸および／また
はその塩、
－　約１～約８重量％の、ベヘントリモニウムクロリド、ベヘントリモニウムメトサルフ
ェート、セトリモニウムクロリド、セトリモニウムメトサルフェート、ジパルミトイルエ
チルヒドロキシエチルモニウムメトサルフェート、クオタニウム－９１、ステアラミドプ
ロピルジメチルアミン、およびこれらの混合物からなる群から選択される１種以上のカチ
オン性界面活性剤、好ましくは、少なくともベヘントリモニウムクロリド、
－　約１～約１０重量％のコカミドプロピルベタイン、ココベタイン、ココアンホプロピ
オン酸ナトリウム、およびこれらの混合物からなる群から選択される１種以上の両性界面
活性剤、
－　約０．０１～約５重量％の、ヘキシレングリコール、プロプレングリコール、カプリ
リルグリコール、グリセリン、イソプロピルアルコール、およびこれらの混合物、好まし
くはカプリリルグリコール、グリセリン、イソプロピルアルコール、およびこれらの混合
物からなる群から選択される１種以上の水溶性溶媒、
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－　約１～約１０重量％の、油（大豆油、鉱油、および／またはババス油など）、ジステ
アリン酸グリコール、オレイン酸ＰＥＧ－５５プロピレングリコール、セテアリルアルコ
ール、セチルエステル、ミリスチン酸イソプロピル、ジカプリル酸／ジカプリン酸プロプ
レングリコール、セチルアルコール、ウンデカン、トリデカン、２－オレアミド－１，３
－オクタデカンジオール（セラミド）、およびこれらの混合物、好ましくはセテアリルア
ルコール、大豆油、およびこれらの混合物からなる群から選択される１種以上の脂肪族化
合物、
－　任意選択の、デンプン増粘剤（例えば、ヒドロキシプロピルデンプンホスフェート）
などの１種以上の増粘剤、ならびに
－　水
が含まれていてもよい。
【０１０１】
　製剤８および９で開示および記載した追加の成分からなる群からの１種以上の任意の追
加の成分も、任意選択により、シャンプー中に含めてもよい。また、シャンプーは、タウ
レート界面活性剤を含まなくてもよく、もしくは本質的に含まなくてもよく、かつ／また
はポリエチレングリコールおよびその誘導体を含まなくてもよい、もしくは本質的に含ま
なくてもよい。その上、シャンプーは、アニオン性界面活性剤を含まない、または本質的
に含まない。
【０１０２】
　一態様において、本開示のヘアトリートメント組成物は、コンディショナー、例えば製
剤１０～１６として実施例４に提示したものに関する。このようなシャンプーには、
－　少なくとも０．５～約１０重量％、好ましくは約１～約８重量％、またはより好まし
くは約２～約５重量％のタウリンおよび／またはその塩、
－　任意選択の、少なくとも０．５～約１０重量％、好ましくは約１～約８重量％、また
はより好ましくは約１～約５重量％の少なくとも１種の非高分子モノ、ジもしくはトリカ
ルボン酸および／またはこれらの塩、好ましくはクエン酸、乳酸、マレイン酸、リンゴ酸
、マロン酸、これらの塩、およびこれらの混合物、より好ましくはクエン酸および／また
はその塩、
－　約０．１～約２０重量％、好ましくは約０．１～約１０重量％、またはより好ましく
は約０．１～約５重量％の１種以上のカチオン性界面活性剤、
－　約０．０１～約２０重量％、好ましくは約０．１～約２０重量％、またはより好まし
くは約１～約１０重量％の１種以上の脂肪族化合物、
－　約０．０１～約２０重量％、好ましくは約０．０１～約１０重量％、またはより好ま
しくは約０．０１～約５重量％の１種以上の水溶性溶媒、ならびに
－　水
が含まれていてもよい。
【０１０３】
　１種以上のカチオン性界面活性剤に関して、コンディショナーには、例えば、セトリモ
ニウムクロリド、セトリモニウムメトサルフェート、ステアルトリモニウムクロリド、ベ
ヘントリモニウムクロリド、ベヘントリモニウムメトサルフェート、ベヘナミドプロピル
トリモニウムメトサルフェート、ステアラミドプロピルトリモニウムクロリド、アラキド
トリモニウムクロリド、ジステアリルジモニウムクロリド、ジセチルジモニウムクロリド
、トリセチルモニウムクロリド、オレアミドプロピルジメチルアミン、リノールアミドプ
ロピルジメチルアミン、イソステアラミドプロピルジメチルアミン、オレイルヒドロキシ
エチルイミダゾリン、ステアラミドプロピルジメチルアミン、ベヘナミドプロピルジメチ
ルアミン、ベヘナミドプロピルジエチルアミン、ベヘナミドエチルジエチルアミン、ベヘ
ナミドエチルジメチルアミン、アラキダミドプロピルジメチルアミン、アラキダミドプロ
ピルジエチルアミン、アラキダミドエチルジエチルアミン、アラクダミドエチルジメチル
アミン、およびこれらの混合物からなる群から選択されるカチオン性界面活性剤が含まれ
得る。いくつかの場合では、ベヘントリモニウムクロリド、ベヘントリモニウムメトサル
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フェート、セトリモニウムクロリド、セトリモニウムメトサルフェート、ジパルミトイル
エチルヒドロキシエチルモニウムメトサルフェート、クオタニウム－９１、ステアラミド
プロピルジメチルアミン、およびこれらの混合物が、特に有用であり得る。
【０１０４】
　１種以上の脂肪族化合物に関して、コンディショナーには、例えば、１種以上の油、鉱
油、脂肪アルコール、アルカン、脂肪酸、脂肪アルコール誘導体、脂肪酸誘導体（アルコ
キシル化脂肪酸または脂肪酸のポリエチレングリコールエステルまたは脂肪酸のプロピレ
ングリコールエステルまたは脂肪酸のブチレングリコールエステルまたはネオペンチルグ
リコールおよび脂肪酸のエステルまたは脂肪酸のポリグリセロール／グリセロールエステ
ルまたはエチレングリコールおよび脂肪酸のグリコールジエステルもしくはジエステルま
たは脂肪酸および脂肪アルコールのエステル、短鎖アルコールおよび脂肪酸のエステル）
、脂肪アルコールのエステル、ヒドロキシ置換脂肪酸、ワックス、トリグリセリド化合物
、ラノリン、セラミド、およびこれらの混合物が含まれ得る。いくつかの場合では、１種
以上の脂肪族化合物は、ジステアリン酸グリコール、オレイン酸ＰＥＧ－５５プロピレン
グリコール、セテアリルアルコール、大豆油、セチルエステル、ミリスチン酸イソプロピ
ル、セテアリルアルコール、ババス油、ジカプリル酸／ジカプリン酸プロピレングリコー
ル、鉱油、ウンデカン、トリデカン、２－オレアミド－１，３－オクタデカンジオール（
セラミド）、およびこれらの混合物からなる群から選択することができる。
【０１０５】
　水溶性溶媒に関して、コンディショナーには、例えば、１種以上のアルカンジオール（
多価アルコール）、グリコール、Ｃ１～４アルコール、グリセリン、およびこれらの混合
物からなる群から選択される。いくつかの場合では、水溶性溶媒は、Ｃ１～４アルコール
、グリセリン、エチレングリコール、プロピレングリコール、ブチレングリコール、ヘキ
シレングリコール、カプリリルグリコール、プロパンジオール、およびこれらの混合物か
らなる群から選択される。いくつかの場合では、ヘキシレングリコール、カプリリルグリ
コール、グリセリン、イソプロピルアルコール、プロピレングリコール、およびこれらの
混合物が、特に有用であり得る。
【０１０６】
　より具体的には、コンディショナーには、以下：
－　少なくとも０．５～約１０重量％のタウリンおよび／またはその塩、
－　任意選択の、約１～約８重量％の少なくとも１種の非高分子モノ、ジもしくはトリカ
ルボン酸および／またはこれらの塩、好ましくはクエン酸、乳酸、マレイン酸、リンゴ酸
、マロン酸、これらの塩、またはこれらの混合物、より好ましくはクエン酸および／また
はその塩、
－　約００．１～約１０重量％の、ベヘントリモニウムクロリド、ベヘントリモニウムメ
トサルフェート、セトリモニウムクロリド、セトリモニウムメトサルフェート、ジパルミ
トイルエチルヒドロキシエチルモニウムメトサルフェート、クオタニウム－９１、ステア
ラミドプロピルジメチルアミン、およびこれらの混合物からなる群から選択される１種以
上のカチオン性界面活性剤、
－　約１～約１０重量％の、油（大豆油、鉱油、および／またはババス油など）ジステア
リン酸グリコール、オレイン酸ＰＥＧ－５５プロピレングリコール、セテアリルアルコー
ル、セチルエステル、ミリスチン酸イソプロピル、ジカプリル酸／ジカプリン酸プロプレ
ングリコール、セチルアルコール、ウンデカン、トリデカン、２－オレアミド－１，３－
オクタデカンジオール（セラミド）、およびこれらの混合物、好ましくはセチルエステル
、ミリスチン酸イソプロピル、セテアリルアルコール、およびこれらの混合物からなる群
から選択される１種以上の脂肪族化合物、
－　約０．０１～約５重量％の、グリセリン、プロピレングリコール、イソプロピルアル
コール、およびこれらの混合物からなる群から選択される１種以上の水溶性溶媒、ならび
に
－　水
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が含まれていてもよい。
【０１０７】
　製剤１０～１６で開示および記載される追加の成分からなる群からの任意の１種以上の
追加の成分も、任意選択により、コンディショナー中に含めてもよい。また、コンディシ
ョナーは、タウレート界面活性剤を含まなくてもよく、もしくは本質的に含まなくてもよ
く、かつ／またはポリエチレングリコールおよびその誘導体を含まなくてもよい、もしく
は本質的に含まなくてもよい。その上、コンディショナーは、アニオン性界面活性剤を含
まなくてもよい、または本質的に含まなくてもよい。
【０１０８】
　一態様において、本開示のヘアトリートメント組成物は、リンスオフマスク、例えば製
剤１７および１８として実施例５に提示したものに関する。このようなリンスオフマスク
には、
－　少なくとも０．５～約１０重量％、好ましくは約１～約８重量％、またはより好まし
くは約２～約５重量％のタウリンおよび／またはその塩、
－　任意選択の、少なくとも０．５～約１０重量％、好ましくは約１～約８重量％、また
はより好ましくは約１～約５重量％の少なくとも１種の非高分子モノ、ジもしくはトリカ
ルボン酸および／またはこれらの塩、好ましくはクエン酸、乳酸、マレイン酸、リンゴ酸
、マロン酸、これらの塩、またはこれらの混合物、より好ましくはクエン酸および／また
はその塩、
－　約０．０１～約２０重量％、好ましくは約０．１～約２０重量％、またはより好まし
くは約１～約１０重量％の１種以上の脂肪族化合物、
－　約０．０１～約２０重量％、好ましくは約０．０１～約１０重量％、またはより好ま
しくは約０．０１～約５重量％の１種以上の水溶性溶媒、ならびに
－　水
が含まれていてもよい。
【０１０９】
　カチオン性界面活性剤を任意選択によりリンスオフマスク中に含めてもよい。例えば、
カチオン性界面活性剤は、セトリモニウムクロリド、セトリモニウムメトサルフェート、
ステアルトリモニウムクロリド、ベヘントリモニウムクロリド、ベヘントリモニウムメト
サルフェート、ベヘナミドプロピルトリモニウムメトサルフェート、ステアラミドプロピ
ルトリモニウムクロリド、アラキドトリモニウムクロリド、ジステアリルジモニウムクロ
リド、ジセチルジモニウムクロリド、トリセチルモニウムクロリド、オレアミドプロピル
ジメチルアミン、リノールアミドプロピルジメチルアミン、イソステアラミドプロピルジ
メチルアミン、オレイルヒドロキシエチルイミダゾリン、ステアラミドプロピルジメチル
アミン、ベヘナミドプロピルジメチルアミン、ベヘナミドプロピルジエチルアミン、ベヘ
ナミドエチルジエチルアミン、ベヘナミドエチルジメチルアミン、アラキダミドプロピル
ジメチルアミン、アラキダミドプロピルジエチルアミン、アラキダミドエチルジエチルア
ミン、アラキダミドエチルジメチルアミン、およびこれらの混合物からなる群から選択さ
れる。いくつかの場合では、ベヘントリモニウムクロリド、ベヘントリモニウムメトサル
フェート、セトリモニウムクロリド、セトリモニウムメトサルフェート、ジパルミトイル
エチルヒドロキシエチルモニウムメトサルフェート、クオタニウム－９１、ステアラミド
プロピルジメチルアミン、およびこれらの混合物が、特に有用であり得る。
【０１１０】
　１種以上の脂肪族化合物に関して、リンスオフマスクには、例えば、１種以上の油、鉱
油、脂肪アルコール、アルカン、脂肪酸、脂肪アルコール誘導体、脂肪酸誘導体（アルコ
キシル化脂肪酸または脂肪酸のポリエチレングリコールエステルまたは脂肪酸のプロピレ
ングリコールエステルまたは脂肪酸のブチレングリコールエステルまたはネオペンチルグ
リコールおよび脂肪酸のエステルまたは脂肪酸のポリグリセロール／グリセロールエステ
ルまたはエチレングリコールおよび脂肪酸のグリコールジエステルもしくはジエステルま
たは脂肪酸および脂肪アルコールのエステル、短鎖アルコールおよび脂肪酸のエステル）
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、脂肪アルコールのエステル、ヒドロキシ置換脂肪酸、ワックス、トリグリセリド化合物
、ラノリン、セラミド、およびこれらの混合物が含まれ得る。いくつかの場合では、１種
以上の脂肪族化合物は、ジステアリン酸グリコール、オレイン酸ＰＥＧ－５５プロピレン
グリコール、セテアリルアルコール、大豆油、セチルエステル、ミリスチン酸イソプロピ
ル、セテアリルアルコール、ババス油、ジカプリル酸／ジカプリン酸プロピレングリコー
ル、鉱油、ウンデカン、トリデカン、２－オレアミド－１，３－オクタデカンジオール（
セラミド）、およびこれらの混合物からなる群から選択することができる。
【０１１１】
　水溶性溶媒に関して、リンスオフマスクには、例えば、１種以上のアルカンジオール（
多価アルコール）、グリコール、Ｃ１～４アルコール、グリセリン、およびこれらの混合
物が含まれ得る。いくつかの場合では、水溶性溶媒は、Ｃ１～４アルコール、グリセリン
、エチレングリコール、プロピレングリコール、ブチレングリコール、ヘキシレングリコ
ール、カプリリルグリコール、プロパンジオール、およびこれらの混合物からなる群から
選択される。いくつかの場合では、ヘキシレングリコール、カプリリルグリコール、グリ
セリン、イソプロピルアルコール、プロピレングリコール、およびこれらの混合物が、特
に有用であり得る。
【０１１２】
　より具体的には、リンスオフマスクには、以下：
－　少なくとも０．５～約１０重量％のタウリンおよび／またはその塩、
－　任意選択の、約０．５～約８重量％の少なくとも１種の非高分子モノ、ジもしくはト
リカルボン酸および／またはこれらの塩、好ましくはクエン酸、乳酸、マレイン酸、リン
ゴ酸、マロン酸、これらの塩、またはこれらの混合物、より好ましくはクエン酸および／
またはその塩、
－　約１～約２０重量％の、油（大豆油、鉱油、および／またはババス油など）ジステア
リン酸グリコール、オレイン酸ＰＥＧ－５５プロピレングリコール、セテアリルアルコー
ル、セチルエステル、ミリスチン酸イソプロピル、ジカプリル酸／ジカプリン酸プロプレ
ングリコール、セチルアルコール、ウンデカン、トリデカン、２－オレアミド－１，３－
オクタデカンジオール（セラミド）、およびこれらの混合物、好ましくはセチルエステル
、ババス油、ジカプリル酸／ジカプリン酸プロピレングリコール、鉱油、セテアリルアル
コール、およびこれらの混合物からなる群から選択される１種以上の脂肪族化合物、
－　約０．０１～約５重量％の、ヘキシレングリコール、カプリリルグリコール、グリセ
リン、イソプロピルアルコール、およびこれらの混合物からなる群から選択される１種以
上の水溶性溶媒、ならびに
－　水
が含まれていてもよい。
【０１１３】
　製剤１７および１８で開示および記載した追加の成分からなる群からの１種以上の任意
の追加の成分も、任意選択により、リンスオフマスク中に含めてもよい。また、リンスオ
フマスクは、タウレート界面活性剤を含まなくてもよく、もしくは本質的に含まなくても
よく、かつ／またはポリエチレングリコールおよびその誘導体を含まなくてもよい、もし
くは本質的に含まなくてもよい。その上、リンスオフマスクは、アニオン性界面活性剤を
含まなくてもよい、または本質的に含まなくてもよい。
【０１１４】
　一態様において、本開示のヘアトリートメント組成物は、リーブイン組成物、例えば製
剤１９として実施例６に提示したものに関する。このような組成物には、
－　少なくとも０．５～約１０重量％、好ましくは約１～約８重量％、またはより好まし
くは約２～約５重量％のタウリンおよび／またはその塩、
－　任意選択の、少なくとも０．５～約１０重量％、好ましくは約１～約８重量％、また
はより好ましくは約１～約５重量％の少なくとも１種の非高分子モノ、ジもしくはトリカ
ルボン酸および／またはこれらの塩、好ましくはクエン酸、乳酸、マレイン酸、リンゴ酸
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、マロン酸、これらの塩、またはこれらの混合物、より好ましくはクエン酸および／また
はその塩、
－　約０．１～約２０重量％、好ましくは約０．１～約１０重量％、またはより好ましく
は約１～約１０重量％の１種以上のカチオン性界面活性剤、
－　約０．０１～約１０重量％、好ましくは約０．０１～約５重量％、またはより好まし
くは約０．１～約５重量％の１種以上のカチオン性ポリマー、
－　約０．１～約２０重量％、好ましくは約０．１～約１２重量％、より好ましくは約１
～約１０重量％の１種以上のシリコーン、ならびに
－　水
が含まれていてもよい。
【０１１５】
　１種以上のカチオン性界面活性剤に関して、リーブイン組成物には、例えば、セトリモ
ニウムクロリド、セトリモニウムメトサルフェート、ステアルトリモニウムクロリド、ベ
ヘントリモニウムクロリド、ベヘントリモニウムメトサルフェート、ベヘナミドプロピル
トリモニウムメトサルフェート、ステアラミドプロピルトリモニウムクロリド、アラキド
トリモニウムクロリド、ジステアリルジモニウムクロリド、ジセチルジモニウムクロリド
、トリセチルモニウムクロリド、オレアミドプロピルジメチルアミン、リノールアミドプ
ロピルジメチルアミン、イソステアラミドプロピルジメチルアミン、オレイルヒドロキシ
エチルイミダゾリン、ステアラミドプロピルジメチルアミン、ベヘナミドプロピルジメチ
ルアミン、ベヘナミドプロピルジエチルアミン、ベヘナミドエチルジエチルアミン、ベヘ
ナミドエチルジメチルアミン、アラキダミドプロピルジメチルアミン、アラキダミドプロ
ピルジエチルアミン、アラキダミドエチルジエチルアミン、アラキダミドエチルジメチル
アミン、およびこれらの混合物からなる群から選択されるカチオン性界面活性剤が含まれ
得る。いくつかの場合では、ベヘントリモニウムクロリド、ベヘントリモニウムメトサル
フェート、セトリモニウムクロリド、セトリモニウムメトサルフェート、ジパルミトイル
エチルヒドロキシエチルモニウムメトサルフェート、クオタニウム－９１、ステアラミド
プロピルジメチルアミン、およびこれらの混合物が、特に有用であり得る。
【０１１６】
　１種以上のカチオン性ポリマーに関して、リーブイン組成物には、例えば、ポリ（メタ
クリロイルオキシエチルトリメチルアンモニウムクロリド）、ポリクオタニウム－３７、
四級化セルロース誘導体、ポリクオタニウム－４、ポリクオタニウム－１０、カチオン性
アルキルポリグリコシド、カチオン化ハチミツ、カチオン性グアー誘導体、高分子ジメチ
ルジアリルアンモニウム塩ならびにそれとアクリル酸およびメタクリル酸のエステルおよ
びアミドとの共重合体、ビニルピロリドンとジアルキルアミノアルキルアクリレートおよ
びメタクリレートの四級化誘導体との共重合体、ビニルピロリドン－ビニルイミダゾリウ
ムメトクロリド共重合体、四級化ポリビニルアルコール、ポリクオタニウム－２、ポリク
オタニウム－７、ポリクオタニウム－１７、ポリクオタニウム－１８、ポリクオタニウム
－２４、ポリクオタニウム－２７、およびこれらの混合物が含まれ得る。いくつかの場合
では、以下のカチオン性ポリマー：ポリクオタニウム－３７、四級化セルロース誘導体、
ポリクオタニウム－４、ポリクオタニウム－１０、カチオン性アルキルポリグリコシド、
カチオン性グアー誘導体、四級化ポリビニルアルコール、ポリクオタニウム－２、ポリク
オタニウム－７、ポリクオタニウム－１７、ポリクオタニウム－１８、ポリクオタニウム
－２４、ポリクオタニウム－２７、およびこれらの混合物のうちの１種以上が好ましい。
いくつかの場合では、１種以上のカチオン性グアーおよび／またはポリクオタニウムを使
用してもよい。例えば、グアーヒドロキシプロピルトリモニウムクロリド、ポリクオタニ
ウム－４、ポリクオタニウム－１０、ポリクオタニウム－３７、およびこれらの混合物が
、特に有用であり得る。
【０１１７】
　１種以上のシリコーンに関して、リーブイン組成物には、例えば、ポリオルガノシロキ
サン、ポリアルキルシロキサン、ポリアリールシロキサン、ポリアルカリルシロキサン、
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ポリエステルシロキサン、およびこれらの混合物が含まれ得る。特に、好適なシリコーン
には、ジメチコン、シクロメチコン、アモジメチコン、トリメチルシリルアモジメチコン
、フェニルトリメチコン、トリメチルシロキシシリケート、およびこれらの混合物が挙げ
られる。いくつかの場合では、ジメチコン、シクロメチコン、アモジメチコン、ＰＥＧ／
ＰＰＧ－１７／１８ジメチコン、ジメチコノール、シクロペンタシロキサン、およびこれ
らの混合物が好ましい。特に、少なくともジメチコンを含めることが有用であり得る。
【０１１８】
　より具体的には、リーブイン組成物には、以下：
－　少なくとも０．５～約８重量％のタウリンおよび／またはその塩、
－　任意選択の、少なくとも０．５～約１０重量％の少なくとも１種の非高分子モノ、ジ
もしくはトリカルボン酸および／またはこれらの塩、好ましくはクエン酸、乳酸、マレイ
ン酸、リンゴ酸、マロン酸、これらの塩、またはこれらの混合物、より好ましくはクエン
酸および／またはその塩、
－　約０．１～約２０重量％、好ましくは約０．１～約１０重量％、またはより好ましく
は約１～約１０重量％の１種以上のカチオン性界面活性剤、
－　約０．０１～約５重量％の、ベヘントリモニウムクロリド、ベヘントリモニウムメト
サルフェート、セトリモニウムクロリド、セトリモニウムメトサルフェート、ジパルミト
イルエチルヒドロキシエチルモニウムメトサルフェート、クオタニウム－９１、ステアラ
ミドプロピルジメチルアミン、およびこれらの混合物からなる群から選択される１種以上
のカチオン性界面活性剤、
－　約１～１０重量％の、ジメチコン、シクロメチコン、アモジメチコン、ＰＥＧ／ＰＰ
Ｇ－１７／１８ジメチコン、ジメチコノール、シクロペンタシロキサン、およびこれらの
混合物からなる群から選択される１種以上のシリコーン、
－　約０．０１～約５重量％の、グアーヒドロキシプロピルトリモニウムクロリド、ポリ
クオタニウム－４、ポリクオタニウム－１０、ポリクオタニウム－３７、およびこれらの
混合物からなる群から選択される１種以上のカチオン性ポリマー、ならびに
－　水
が含まれていてもよい。
【０１１９】
　製剤１９で開示および記載した追加の成分からなる群からの１種以上の任意の追加の成
分も、任意選択により、リーブイン組成物中に含めてもよい。また、リーブイン組成物は
、タウレート界面活性剤を含まなくてもよく、もしくは本質的に含まなくてもよく、かつ
／またはポリエチレングリコールおよびその誘導体を含まなくてもよい、もしくは本質的
に含まなくてもよい。その上、リーブイン組成物は、アニオン性界面活性剤を含まなくて
もよい、または本質的に含まなくてもよい。
【０１２０】
　一態様において、本開示のヘアトリートメント組成物は、コンディショニングリンス、
例えば製剤２０として実施例７に提示したものに関する。このようなコンディショニング
リンスには、
－　少なくとも０．５～約１０重量％、好ましくは約１～約８重量％、またはより好まし
くは約２～約５重量％のタウリンおよび／またはその塩、
－　任意選択の、少なくとも０．５～約１０重量％、好ましくは約１～約８重量％、また
はより好ましくは約１～約５重量％の少なくとも１種の非高分子モノ、ジもしくはトリカ
ルボン酸および／またはこれらの塩、好ましくはクエン酸、乳酸、マレイン酸、リンゴ酸
、マロン酸、これらの塩、またはこれらの混合物、より好ましくはクエン酸および／また
はマロン酸、ならびに／またはこれらの塩、
－　約０．１～約２０重量％、好ましくは約０．１～約１０重量％、またはより好ましく
は約０．１～約５重量％の１種以上のカチオン性界面活性剤、
－　約０．０１～約２０重量％、好ましくは約０．１～約２０重量％、またはより好まし
くは約１～約１０重量％の１種以上の脂肪族化合物、
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－　約０．０１～約１０重量％、好ましくは約０．０１～約５重量％、より好ましくは約
０．１～約５重量％の１種以上のカチオン性ポリマー、
－　約０．０１～約２０重量％、好ましくは約０．０１～約１０重量％、またはより好ま
しくは約０．０１～約５重量％の１種以上の水溶性溶媒、ならびに
－　水
が含まれていてもよい。
【０１２１】
　１種以上のカチオン性界面活性剤に関して、コンディショニングリンスには、例えば、
セトリモニウムクロリド、セトリモニウムメトサルフェート、ステアルトリモニウムクロ
リド、ベヘントリモニウムクロリド、ベヘントリモニウムメトサルフェート、ベヘナミド
プロピルトリモニウムメトサルフェート、ステアラミドプロピルトリモニウムクロリド、
アラキドトリモニウムクロリド、ジステアリルジモニウムクロリド、ジセチルジモニウム
クロリド、トリセチルモニウムクロリド、オレアミドプロピルジメチルアミン、リノール
アミドプロピルジメチルアミン、イソステアラミドプロピルジメチルアミン、オレイルヒ
ドロキシエチルイミダゾリン、ステアラミドプロピルジメチルアミン、ベヘナミドプロピ
ルジメチルアミン、ベヘナミドプロピルジエチルアミン、ベヘナミドエチルジエチルアミ
ン、ベヘナミドエチルジメチルアミン、アラキダミドプロピルジメチルアミン、アラキダ
ミドプロピルジエチルアミン、アラキダミドエチルジエチルアミン、アラキダミドエチル
ジメチルアミン、およびこれらの混合物からなる群から選択されるカチオン性界面活性剤
が含まれ得る。いくつかの場合では、ベヘントリモニウムクロリド、ベヘントリモニウム
メトサルフェート、セトリモニウムクロリド、セトリモニウムメトサルフェート、ジパル
ミトイルエチルヒドロキシエチルモニウムメトサルフェート、クオタニウム－９１、ステ
アラミドプロピルジメチルアミン、およびこれらの混合物が、特に有用であり得る。
【０１２２】
　１種以上の脂肪族化合物に関して、コンディショニングリンスには、例えば、１種以上
の油、鉱油、アルカン、脂肪アルコール、脂肪酸、脂肪アルコール誘導体、脂肪酸誘導体
（アルコキシル化脂肪酸または脂肪酸のポリエチレングリコールエステルまたは脂肪酸の
プロピレングリコールエステルまたは脂肪酸のブチレングリコールエステルまたはネオペ
ンチルグリコールおよび脂肪酸のエステルまたは脂肪酸のポリグリセロール／グリセロー
ルエステルまたはエチレングリコールおよび脂肪酸のグリコールジエステルもしくはジエ
ステルまたは脂肪酸および脂肪アルコールのエステル、短鎖アルコールおよび脂肪酸のエ
ステル）、脂肪アルコールのエステル、ヒドロキシ置換脂肪酸、ワックス、トリグリセリ
ド化合物、ラノリン、セラミド、およびこれらの混合物が含まれ得る。いくつかの場合で
は、１種以上の脂肪族化合物は、ジステアリン酸グリコール、オレイン酸ＰＥＧ－５５プ
ロピレングリコール、セテアリルアルコール、大豆油、セチルエステル、ミリスチン酸イ
ソプロピル、セテアリルアルコール、ババス油、ジカプリル酸／ジカプリン酸プロピレン
グリコール、鉱油、ウンデカン、トリデカン、２－オレアミド－１，３－オクタデカンジ
オール（セラミド）、およびこれらの混合物からなる群から選択することができる。
【０１２３】
　カチオン性ポリマーに関して、コンディショニングリンスには、例えば、ポリ（メタク
リロイルオキシエチルトリメチルアンモニウムクロリド）、ポリクオタニウム－３７、四
級化セルロース誘導体、ポリクオタニウム－４、ポリクオタニウム－１０、カチオン性ア
ルキルポリグリコシド、カチオン化ハチミツ、カチオン性グアー誘導体、高分子ジメチル
ジアリルアンモニウム塩ならびにそれとアクリル酸およびメタクリル酸のエステルおよび
アミドとの共重合体、ビニルピロリドンとジアルキルアミノアルキルアクリレートおよび
メタクリレートの四級化誘導体との共重合体、ビニルピロリドン－ビニルイミダゾリウム
メトクロリド共重合体、四級化ポリビニルアルコール、ポリクオタニウム－２、ポリクオ
タニウム－７、ポリクオタニウム－１７、ポリクオタニウム－１８、ポリクオタニウム－
２４、ポリクオタニウム－２７、およびこれらの混合物が含まれ得る。いくつかの場合で
は、以下のカチオン性ポリマー：ポリクオタニウム－３７、四級化セルロース誘導体、ポ
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リクオタニウム－４、ポリクオタニウム－１０、カチオン性アルキルポリグリコシド、カ
チオン性グアー誘導体、四級化ポリビニルアルコール、ポリクオタニウム－２、ポリクオ
タニウム－７、ポリクオタニウム－１７、ポリクオタニウム－１８、ポリクオタニウム－
２４、ポリクオタニウム－２７、およびこれらの混合物のうちの１種以上が好ましい。い
くつかの場合では、１種以上のカチオン性グアーおよび／またはポリクオタニウムを使用
してもよい。例えば、グアーヒドロキシプロピルトリモニウムクロリド、ポリクオタニウ
ム－４、ポリクオタニウム－１０、ポリクオタニウム－３７、およびこれらの混合物が、
特に有用であり得る。
【０１２４】
　水溶性溶媒に関して、コンディショニングリンスには、例えば、１種以上のアルカンジ
オール（多価アルコール）、グリコール、Ｃ１～４アルコール、グリセリン、およびこれ
らの混合物が含まれ得る。いくつかの場合では、水溶性溶媒は、Ｃ１～４アルコール、グ
リセリン、エチレングリコール、プロピレングリコール、ブチレングリコール、ヘキシレ
ングリコール、カプリリルグリコール、プロパンジオール、およびこれらの混合物からな
る群から選択される。いくつかの場合では、ヘキシレングリコール、カプリリルグリコー
ル、グリセリン、イソプロピルアルコール、プロピレングリコール、およびこれらの混合
物が、特に有用であり得る。
【０１２５】
　より具体的には、コンディショニングリンスには、以下：
－　少なくとも０．５～約１０重量％のタウリンおよび／またはその塩、
－　任意選択の、少なくとも０．５～約１０重量％の少なくとも１種の非高分子モノ、ジ
もしくはトリカルボン酸および／またはこれらの塩、好ましくはクエン酸、乳酸、マレイ
ン酸、リンゴ酸、マロン酸、これらの塩、またはこれらの混合物、より好ましくはクエン
酸および／もしくはマロン酸ならびに／またはこれらの塩、
－　約０．１～約５重量％の、ベヘントリモニウムクロリド、ベヘントリモニウムメトサ
ルフェート、セトリモニウムクロリド、セトリモニウムメトサルフェート、ジパルミトイ
ルエチルヒドロキシエチルモニウムメトサルフェート、クオタニウム－９１、ステアラミ
ドプロピルジメチルアミン、およびこれらの混合物からなる群から選択される１種以上の
カチオン性界面活性剤、
－　約１～約１０重量％の、油（大豆油、鉱油、および／またはババス油など）ジステア
リン酸グリコール、オレイン酸ＰＥＧ－５５プロピレングリコール、セテアリルアルコー
ル、セチルエステル、ミリスチン酸イソプロピル、ジカプリル酸／ジカプリン酸プロプレ
ングリコール、セチルアルコール、ウンデカン、トリデカン、２－オレアミド－１，３－
オクタデカンジオール（セラミド）、およびこれらの混合物、好ましくはセテアリルアル
コール、鉱油、およびこれらの混合物からなる群から選択される１種以上の脂肪族化合物
、
－　約０．０１～約５重量％の、グアーヒドロキシプロピルトリモニウムクロリド、ポリ
クオタニウム－４、ポリクオタニウム－１０、ポリクオタニウム－３７、およびこれらの
混合物からなる群から選択される１種以上のカチオン性ポリマー、
－　約０．０１～約１０重量％の、ヘキシレングリコール、プロピレングリコール、カプ
リリルグリコール、グリセリン、イソプロピルアルコール、およびこれらの混合物、好ま
しくはカプリリルグリコール、グリセリン、イソプロピルアルコール、およびこれらの混
合物からなる群から選択される１種以上の水溶性溶媒、
－　水
が含まれていてもよい。
【０１２６】
　製剤２０で開示および記載した追加の成分からなる群からの１種以上の任意の追加の成
分も、任意選択により、コンディショニングリンス中に含めてもよい。また、コンディシ
ョニングリンスは、タウレート界面活性剤を含まなくてもよく、もしくは本質的に含まな
くてもよく、かつ／またはポリエチレングリコールおよびその誘導体を含まなくてもよい
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、もしくは本質的に含まなくてもよい。その上、コンディショニングリンスは、アニオン
性界面活性剤を含まなくてもよい、または本質的に含まなくてもよい。
【０１２７】
　一態様において、本開示のヘアトリートメント組成物は、コンディショニングリンス、
例えば製剤２１～２４として実施例８に提示したものに関する。このようなコンディショ
ニングリンスには、
－　少なくとも０．５～約１０重量％、好ましくは約１～約８重量％、またはより好まし
くは約２～約５重量％のタウリンおよび／またはその塩、
－　任意選択の、少なくとも０．５～約１０重量％、好ましくは約１～約８重量％、また
はより好ましくは約１～約５重量％の少なくとも１種の非高分子モノ、ジもしくはトリカ
ルボン酸および／またはこれらの塩、好ましくはクエン酸、乳酸、マレイン酸、リンゴ酸
、マロン酸、これらの塩、またはこれらの混合物、より好ましくはクエン酸および／もし
くはマレイン酸、ならびに／またはこれらの塩、
－　任意選択の、約０．１～約２０重量％、好ましくは約０．１～約１０重量％、または
より好ましくは約０．１～約５重量％の１種以上のカチオン性界面活性剤、
－　約０．０１～約２０重量％、好ましくは約０．１～約２０重量％、またはより好まし
くは約１～約１０重量％の１種以上の脂肪族化合物、
－　約０．０１～約１０重量％、好ましくは約０．０１～約５重量％、より好ましくは約
０．１～約５重量％の１種以上のカチオン性ポリマー、
－　約０．０１～約２０重量％、好ましくは約０．０１～約１０重量％、またはより好ま
しくは約０．０１～約５重量％の１種以上の水溶性溶媒、
－　任意選択の、約０．１～約１５重量％、約０．１～約１０重量％、もしくは約０．１
～約５重量％の１種以上の両性界面活性剤、および／または約０．１～約１５重量％、約
０．１～約１０重量％、もしくは約０．１～約５重量％の１種以上の非イオン性界面活性
剤、ならびに
－　水
が含まれていてもよい。
【０１２８】
　存在する場合、１種以上のカチオン性界面活性剤に関して、コンディショニングリンス
には、例えば、セトリモニウムクロリド、セトリモニウムメトサルフェート、ステアルト
リモニウムクロリド、ベヘントリモニウムクロリド、ベヘントリモニウムメトサルフェー
ト、ベヘナミドプロピルトリモニウムメトサルフェート、ステアラミドプロピルトリモニ
ウムクロリド、アラキドトリモニウムクロリド、ジステアリルジモニウムクロリド、ジセ
チルジモニウムクロリド、トリセチルモニウムクロリド、オレアミドプロピルジメチルア
ミン、リノールアミドプロピルジメチルアミン、イソステアラミドプロピルジメチルアミ
ン、オレイルヒドロキシエチルイミダゾリン、ステアラミドプロピルジメチルアミン、ベ
ヘナミドプロピルジメチルアミン、ベヘナミドプロピルジエチルアミン、ベヘナミドエチ
ルジエチルアミン、ベヘナミドエチルジメチルアミン、アラキダミドプロピルジメチルア
ミン、アラキダミドプロピルジエチルアミン、アラキダミドエチルジエチルアミン、アラ
キダミドエチルジメチルアミン、およびこれらの混合物からなる群から選択されるカチオ
ン性界面活性剤が含まれ得る。いくつかの場合では、ベヘントリモニウムクロリド、ベヘ
ントリモニウムメトサルフェート、セトリモニウムクロリド、セトリモニウムメトサルフ
ェート、ジパルミトイルエチルヒドロキシエチルモニウムメトサルフェート、クオタニウ
ム－９１、ステアラミドプロピルジメチルアミン、およびこれらの混合物が、特に有用で
あり得る。
【０１２９】
　１種以上の脂肪族化合物に関して、コンディショニングリンスには、例えば、１種以上
の油、鉱油、アルカン、脂肪アルコール、脂肪酸、脂肪アルコール誘導体、脂肪酸誘導体
（アルコキシル化脂肪酸または脂肪酸のポリエチレングリコールエステルまたは脂肪酸の
プロピレングリコールエステルまたは脂肪酸のブチレングリコールエステルまたはネオペ
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ンチルグリコールおよび脂肪酸のエステルまたは脂肪酸のポリグリセロール／グリセロー
ルエステルまたはエチレングリコールおよび脂肪酸のグリコールジエステルもしくはジエ
ステルまたは脂肪酸および脂肪アルコールのエステル、短鎖アルコールおよび脂肪酸のエ
ステル）、脂肪アルコールのエステル、ヒドロキシ置換脂肪酸、ワックス、トリグリセリ
ド化合物、ラノリン、セラミド、およびこれらの混合物が含まれ得る。いくつかの場合で
は、１種以上の脂肪族化合物は、ジステアリン酸グリコール、オレイン酸ＰＥＧ－５５プ
ロピレングリコール、セテアリルアルコール、大豆油、セチルエステル、ミリスチン酸イ
ソプロピル、セテアリルアルコール、ババス油、ジカプリル酸／ジカプリン酸プロピレン
グリコール、鉱油、ウンデカン、トリデカン、２－オレアミド－１，３－オクタデカンジ
オール（セラミド）、およびこれらの混合物からなる群から選択することができる。
【０１３０】
　カチオン性ポリマーに関して、コンディショニングリンスには、例えば、ポリ（メタク
リロイルオキシエチルトリメチルアンモニウムクロリド）、ポリクオタニウム－３７、四
級化セルロース誘導体、ポリクオタニウム－４、ポリクオタニウム－１０、カチオン性ア
ルキルポリグリコシド、カチオン化ハチミツ、カチオン性グアー誘導体、高分子ジメチル
ジアリルアンモニウム塩ならびにそれとアクリル酸およびメタクリル酸のエステルおよび
アミドとの共重合体、ビニルピロリドンとジアルキルアミノアルキルアクリレートおよび
メタクリレートの四級化誘導体との共重合体、ビニルピロリドン－ビニルイミダゾリウム
メトクロリド共重合体、四級化ポリビニルアルコール、ポリクオタニウム－２、ポリクオ
タニウム－７、ポリクオタニウム－１７、ポリクオタニウム－１８、ポリクオタニウム－
２４、ポリクオタニウム－２７、およびこれらの混合物が含まれ得る。いくつかの場合で
は、以下のカチオン性ポリマー：ポリクオタニウム－３７、四級化セルロース誘導体、ポ
リクオタニウム－４、ポリクオタニウム－１０、カチオン性アルキルポリグリコシド、カ
チオン性グアー誘導体、四級化ポリビニルアルコール、ポリクオタニウム－２、ポリクオ
タニウム－７、ポリクオタニウム－１７、ポリクオタニウム－１８、ポリクオタニウム－
２４、ポリクオタニウム－２７、およびこれらの混合物のうちの１種以上が好ましい。い
くつかの場合では、１種以上のカチオン性グアーおよび／またはポリクオタニウムを使用
してもよい。例えば、グアーヒドロキシプロピルトリモニウムクロリド、ポリクオタニウ
ム－４、ポリクオタニウム－１０、ポリクオタニウム－３７、およびこれらの混合物が、
特に有用であり得る。
【０１３１】
　水溶性溶媒に関して、コンディショニングリンスには、例えば、１種以上のアルカンジ
オール（多価アルコール）、グリコール、Ｃ１～４アルコール、グリセリン、およびこれ
らの混合物が含まれ得る。いくつかの場合では、水溶性溶媒は、Ｃ１～４アルコール、グ
リセリン、エチレングリコール、プロピレングリコール、ブチレングリコール、ヘキシレ
ングリコール、カプリリルグリコール、プロパンジオール、およびこれらの混合物からな
る群から選択される。いくつかの場合では、ヘキシレングリコール、カプリリルグリコー
ル、グリセリン、イソプロピルアルコール、プロピレングリコール、およびこれらの混合
物が、特に有用であり得る。
【０１３２】
　両性界面活性剤に関して、コンディショニングリンスには、例えば、１種以上のベタイ
ン、スルタイン、アンホアセテート、アンホプロピオネート、およびこれらの混合物が含
まれ得る。いくつかの場合では、シャンプーには、１種以上のベタイン、例えば、アルキ
ルベタイン、アルキルアミドプロピルベタイン、アルキルスルホベタイン（スルタイン）
、およびこれらの混合物が含まれ得る。いくつかの例では、コカミドプロピルベタイン、
ココベタイン、ココアンホプロピオン酸ナトリウム、およびこれらの混合物が、特に有用
であり得る。
【０１３３】
　非イオン性界面活性剤に関して、コンディショニングリンスには、例えば、エトキシル
化脂肪アルコール（またはＣ８～Ｃ３０アルコール）が含まれ得、例えば、エチレンオキ
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シドとラウリルアルコールとの付加物、特に９～５０個のオキシエチレン基を含むもの、
より特定すると１０～２５個のオキシエチレン基を含むもの（ラウレス－１０～ラウレス
－２５）；エチレンオキシドとベヘニルアルコールとの付加物、特に９～５０個のオキシ
エチレン基を含むもの（ベヘネス－９～ベヘネス－５０）；エチレンオキシドとセテアリ
ルアルコールとの付加物（セチルアルコールとステアリルアルコールとの混合物）、特に
１０～３０個のオキシエチレン基を含むもの（セテアレス－１０～セテアレス－３０）；
エチレンオキシドとセチルアルコールとの付加物、特に１０～３０個のオキシエチレン基
を含むもの（セテス－１０～セテス－３０）；エチレンオキシドとステアリルアルコール
との付加物、特に１０～３０個のオキシエチレン基を含むもの（ステアレス－１０～ステ
アレス－３０）；エチレンオキシドとイソステアリルアルコールとの付加物、特に１０～
５０個のオキシエチレン基を含むもの（イソステアレス－１０～イソステアレス－５０）
；およびこれらの混合物を使用することができる。
【０１３４】
　より具体的には、コンディショニングリンスには、以下：
－　少なくとも０．５～約１０重量％のタウリンおよび／またはその塩、
－　任意選択の、少なくとも０．５～約１０重量％の少なくとも１種の非高分子モノ、ジ
もしくはトリカルボン酸および／またはこれらの塩、好ましくはクエン酸、乳酸、マレイ
ン酸、リンゴ酸、マロン酸、これらの塩、またはこれらの混合物、より好ましくはクエン
酸および／もしくはマロン酸ならびに／またはこれらの塩、
－　約０．１～約１０重量％の、ベヘントリモニウムクロリド、ベヘントリモニウムメト
サルフェート、セトリモニウムクロリド、セトリモニウムメトサルフェート、ジパルミト
イルエチルヒドロキシエチルモニウムメトサルフェート、クオタニウム－９１、ステアラ
ミドプロピルジメチルアミン、およびこれらの混合物からなる群から選択される１種以上
のカチオン性界面活性剤、
－　約１～約１０重量％の、油（大豆油、鉱油、および／またはババス油など）ジステア
リン酸グリコール、オレイン酸ＰＥＧ－５５プロピレングリコール、セテアリルアルコー
ル、セチルエステル、ミリスチン酸イソプロピル、ジカプリル酸／ジカプリン酸プロプレ
ングリコール、セチルアルコール、ウンデカン、トリデカン、２－オレアミド－１，３－
オクタデカンジオール（セラミド）、およびこれらの混合物、好ましくはセテアリルアル
コール、鉱油、およびこれらの混合物からなる群から選択される１種以上の脂肪族化合物
、
－　約０．０１～約５重量％の、グアーヒドロキシプロピルトリモニウムクロリド、ポリ
クオタニウム－４、ポリクオタニウム－１０、ポリクオタニウム－３７、およびこれらの
混合物からなる群から選択される１種以上のカチオン性ポリマー、
－　約０．０１～約５重量％の、ヘキシレングリコール、プロピレングリコール、カプリ
リルグリコール、グリセリン、イソプロピルアルコール、およびこれらの混合物、好まし
くはカプリリルグリコール、グリセリン、イソプロピルアルコール、およびこれらの混合
物からなる群から選択される１種以上の水溶性溶媒、
－　任意選択の、約０．１～約５重量％の１種以上の両性界面活性剤（例えば、ベタイン
）および／または約０．１～約５重量％の１種以上の非イオン性界面活性剤（例えば、エ
トキシル化脂肪アルコール）、ならびに
－　水
が含まれていてもよい。
【０１３５】
　製剤２１～２４で開示および記載した追加の成分からなる群からの１種以上の任意の追
加の成分も、任意選択により、コンディショニングリンス中に含めてもよい。また、コン
ディショニングリンスは、タウレート界面活性剤を含まなくてもよく、もしくは本質的に
含まなくてもよく、かつ／またはポリエチレングリコールおよびその誘導体を含まなくて
もよい、もしくは本質的に含まなくてもよい。その上、コンディショニングリンスは、ア
ニオン性界面活性剤を含まなくてもよい、または本質的に含まなくてもよい。



(40) JP 2020-512979 A 2020.4.30

10

20

30

40

50

【０１３６】
　本開示は、毛髪を処置する方法に関する。例として、ヘアトリートメント組成物がシャ
ンプーの場合、毛髪を洗浄する方法においてシャンプーを使用することができる。ヘアト
リートメント組成物がコンディショナー（もしくはコンディショニングリンス）またはリ
ンスアウトマスクの場合、毛髪をコンディショニングまたはケアする方法においてコンデ
ィショナー（もしくはコンディショニングリンス）またはリンスアウトマスクを使用する
ことができる。ヘアトリートメント組成物がリーブイン製品である場合、毛髪をスタイリ
ングする方法においてリーブイン製品を使用することができる。組成物が、シャンプー、
コンディショナー（もしくはコンディショニングリンス）またはリンスアウトマスクであ
る場合、方法は、典型的には、十分な量の組成物を毛髪に適用した後、水で組成物を毛髪
からすすぎ落とすことを要する。毛髪をスタイリングするためのリーブイン製品に関して
、方法は、典型的には、リーブイン製品を毛髪（濡れた、湿った、または乾燥した毛髪）
に適用し、後続して毛髪をスタイリングすることを要する。最後に、ヘアトリートメント
組成物は、毛髪を修復、強化、および保護する（「毛髪を再構築する」）方法において有
用である。このような方法は、単回トリートメントおよび複数のトリートメント、例えば
、１週間、２週間、１カ月、またはそれより長期間、毛髪を組成物で繰り返し処置するこ
とを含む。
【０１３７】
　本開示のヘアトリートメント組成物は、さまざまな形態であってもよい。例えば、多く
の例では、ヘアトリートメント組成物は、液体、ゲル、ローション、および／またはスプ
レーの形態であり、いくつかの例では、ヘアトリートメント組成物は、固体またはペース
トの形態ではない。したがって、組成物は、４０℃未満、３５℃未満、３０℃未満、２５
℃未満、２０℃未満、１５℃未満、または１０℃未満の融点を有する。これとの関連にお
いて、組成物は、例えば、アニオン性界面活性剤を含まないまたは本質的に含まないシャ
ンプー、サルフェート界面活性剤を含まないまたは本質的に含まないシャンプー、および
コンディショニングシャンプーを含めたシャンプー；コンディショナー；リンスアウトマ
スク；リーブインヘア製品；ならびに一般のヘアケア製品などの製品に配合してもよい。
【０１３８】
　ヘアトリートメント組成物は、例えばすぐに使える容器など、多種多様な容器に包装で
きる。有用な包装の非限定的な例としては、管、瓶、キャップ、単位用量包装容器、およ
びボトル（絞り出し可能なチューブおよびボトルを含む）が挙げられる。包装は、シャワ
ーまたはバスタブの壁を含めた浴室の壁などの壁に取り付けることができるように構成さ
れ得る。例えば、包装は、壁に取り付けられるように構成された容器であってもよく、こ
の容器に圧力を加えたとき、その中に含まれる組成物が、容器の底部の１つ以上の開口部
から吐き出される。このタイプのパッキングおよび構成は、消費者にとって好都合である
。
【０１３９】
　本明細書で開示されるヘアトリートメント組成物において有用な成分のより網羅的だが
非限定的なリストを以下に列挙する。
【０１４０】
　界面活性剤
　カチオン性界面活性剤
　用語「カチオン性界面活性剤」は、本開示による組成物中に含まれるとき、正電荷を持
つ界面活性剤を意味する。この界面活性剤は、１つ以上の永久正電荷を持ち得る、または
本開示による組成物中でカチオン化できる官能基を１つ以上含み得る。
【０１４１】
　カチオン性界面活性剤の非限定的な例としては、ベヘナルコニウムクロリド、ベンゼト
ニウムクロリド、セチルピリジニウムクロリド、ベヘントリモニウムクロリド、ラウラル
コニウムクロリド、セタルコニウムクロリド、セトリモニウムブロマイド、セトリモニウ
ムクロリド、セチルアミンヒドロフルオライド（cethylamine hydrofluoride）、クロラ
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リルメテンアミンクロリド（クオタニウム－１５）、ジステアリルジモニウムクロリド（
クオタニウム－５）、ドデシルジメチルエチルベンジルアンモニウムクロリド（クオタニ
ウム－１４）、クオタニウム－２２、クオタニウム－２６、クオタニウム－１８ヘクトラ
イト、ジメチルアミノエチルクロリド塩酸塩、システイン塩酸塩、ジエタノールアンモニ
ウムＰＯＥ（１０）オレチルエーテルホスフェート、ジエタノールアンモニウムＰＯＥ（
３）オレイルエーテルホスフェート、獣脂アルコニウムクロリド、ジメチルジオクタデシ
ルアンモニウムベントナイト、ステアラルコニウムクロリド、臭化ドミフェン、安息香酸
デナトニウム、ミリスタルコニウムクロリド、ラウリルトリモニウムクロリド、ニ塩酸エ
チレンジアミン、グアニジン塩酸塩、塩酸ピリドキシン、イオフェタミン塩酸塩、メグル
ミン塩酸塩、メチルベンゼトニウムクロリド、ミリトリモニウムブロマイド、オレイルト
リモニウムクロリド、ポリクオタニウム－１、塩酸プロカイン、ステアラルコニウムベン
トナイト、ステアラルコニウムヘクトナイト、ステアリルトリヒドロキシエチルプロピレ
ンジアミンジヒドロフルオライド、獣脂トリモニウムクロリド、およびヘキサデシルトリ
メチルアンモニウムブロリドが挙げられる。
【０１４２】
　カチオン性界面活性剤は、任意選択によりポリオキシアルキレン化された一級、二級も
しくは三級脂肪アミン、またはこれらの塩、および四級アンモニウム塩、ならびにこれら
の混合物から選択することができる。
【０１４３】
　脂肪アミンは、一般的に、少なくとも１つのＣ８～Ｃ３０炭化水素系鎖を含む。
【０１４４】
　特に挙げることができる四級アンモニウム塩の例としては、以下の一般式（ＩＩＩ）に
対応するもの：

式中、基Ｒ８～Ｒ１１は、同一であっても異なっていてもよく、１～３０個の炭素原子を
含む直鎖状もしくは分枝状の飽和または不飽和脂肪族基、またはアリールもしくはアルキ
ルアリールなどの芳香族基を表し、基Ｒ８～Ｒ１１の少なくとも１つは、８～３０個の炭
素原子、好ましくは１２～２４個の炭素原子を含む基を示す。脂肪族基は、特に酸素、窒
素、硫黄およびハロゲンなどのヘテロ原子を含んでもよい。脂肪族基は、例えば、Ｃ１～
Ｃ３０アルキル、Ｃ２～Ｃ３０アルケニル、Ｃ１～Ｃ３０アルコキシ、ポリオキシ（Ｃ２

～Ｃ６）アルキレン、Ｃ１～Ｃ３０アルキルアミド、（Ｃ１２～Ｃ２２）アルキルアミド
（Ｃ２～Ｃ６）アルキル、酢酸（Ｃ１２～Ｃ２２）アルキル、およびＣ１～Ｃ３０ヒドロ
キシアルキル基から選択され、Ｘ－は、ハロゲン化合物、ホスフェート、アセテート、ラ
クテート、（Ｃ１～Ｃ４）アルキルサルフェート、および（Ｃ１～Ｃ４）アルキルまたは
（Ｃ１～Ｃ４）アルキルアリールスルホネートから選択される。
【０１４５】
　一方、式（ＩＩＩ）の四級アンモニウム塩の中でも、テトラアルキルアンモニウム塩、
例としては、アルキル基が約１２～２２個の炭素原子を含むジアルキルジメチルアンモニ
ウム塩またはアルキルトリメチルアンモニウム塩、特にベヘニルトリメチルアンモニウム
塩、ジステアリルジメチルアンモニウム塩、セチルトリメチルアンモニウム塩、もしくは
ベンジルジメチルステアリルアンモニウム塩、または他方でオレオセチルジメチルヒドロ
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キシエチルアンモニウム塩、パルミチルアミドプロピルトリメチルアンモニウム塩、ステ
アラミドプロピルトリメチルアンモニウム塩およびステアラミドプロピルジメチルセテア
リルアンモニウム塩が好ましい。
【０１４６】
　いくつかの場合では、以下の化合物の塩化物塩などの塩を使用することが有用である：
【０１４７】
　Ａ．　イミダゾリンの四級アンモニウム塩、例えば、次式（ＩＶ）のものなど：

式中、Ｒ１２は、例えば獣脂脂肪酸に由来する、８～３０個の炭素原子を含むアルケニル
基またはアルキル基を表し、Ｒ１３は、水素原子、８～３０個の炭素原子を含むＣ１～Ｃ

４アルキル基またはアルキル基もしくはアルケニル基を表し、Ｒ１４は、Ｃ１～Ｃ４アル
キル基を表し、Ｒ１５は、水素原子またはＣ１～Ｃ４アルキル基を表し、Ｘ－は、アルキ
ル基およびアリール基が好ましくは、それぞれ、１～２０個の炭素原子および６～３０個
の炭素原子を含む、ハロゲン化合物、ホスフェート、アセテート、ラクテート、アルキル
サルフェート、アルキルまたはアルキルアリールスルホネートの群から選択されるアニオ
ンである。Ｒ１２およびＲ１３は、好ましくは、例えば獣脂脂肪酸に由来する、１２～２
１個の炭素原子を含むアルケニル基またはアルキル基の混合物を示し、Ｒ１４は、好まし
くはメチル基を示し、Ｒ１５は、好ましくは水素原子を示す。このような生成物は、例え
ば、Ｅｖｏｎｉｋ社により名称ＲＥＷＯＱＵＡＴ　Ｗ７５で販売されている。
【０１４８】
　Ｂ．　特に式（Ｖ）の四級ジアンモニウム塩またはトリアンモニウム塩：

式中、Ｒ１６は、任意選択によりヒドロキシル化され、かつ／または１つ以上の酸素原子
で中断される、約１６～３０個の炭素原子を含むアルキルラジカルを示し、Ｒ１７は、水
素または１～４個の炭素原子もしくは基（Ｒ１６ａ）（Ｒ１７ａ）（Ｒ１８ａ）Ｎ－（Ｃ
Ｈ２）３を含むアルキルラジカルから選択され、Ｒ１６ａ、Ｒ１７ａ、Ｒ１８ａ、Ｒ１９

、Ｒ２０およびＲ２１は、同一であっても異なっていてもよく、水素および１～４個の炭
素原子を含むアルキルラジカルから選択され、Ｘ－は、ハロゲン化合物、アセテート、ホ
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スフェート、ニトレート、およびメチルサルフェートの群から選択されるアニオンである
。このような化合物は、例えば、Ｉｎｎｏｓｐｅｃ社により販売されているＦＩＮＱＵＡ
Ｔ　ＣＴ－Ｐ（クオタニウム－８９）およびＩｎｎｏｓｐｅｃ社により販売されているＦ
ＩＮＱＵＡＴ　ＣＴ（クオタニウム－７５）である。
【０１４９】
　Ｃ．　次式（ＶＩ）のものなどの、少なくとも１つのエステル官能基を含む四級アンモ
ニウム塩：

式中、
Ｒ２２は、Ｃ１～Ｃ６アルキル基およびＣ１～Ｃ６ヒドロキシアルキル基またはジヒドロ
キシアルキル基から選択され、
Ｒ２３は、直鎖状または分枝状の飽和または不飽和Ｃ１～Ｃ２２炭化水素系基であるＲ２

７

および水素原子から選択され、
Ｒ２５は、直鎖状または分枝状の飽和または不飽和Ｃ１～Ｃ６炭化水素系基であるＲ２９

および水素原子から選択され、
Ｒ２４、Ｒ２６およびＲ２８は、同一であっても異なっていてもよく、直鎖状または分枝
状の飽和または不飽和Ｃ７～Ｃ２１炭化水素系基から選択され、
ｒ、ｓおよびｔは、同一であっても異なっていてもよく、２～６の範囲の整数であり、
ｙは、１～１０の範囲の整数であり、
ｘおよびｚは、同一であっても異なっていてもよく、０～１０の範囲の整数であり、
Ｘ－は、単純または複雑な有機または無機アニオンであり、
但し、ｘ＋ｙ＋ｚの合計が１～１５であり、ｘが０の場合、ＲｎはＲ２７を示し、ｘが０
の場合、Ｒ２５はＲ２９を示す。
【０１５０】
　アルキル基Ｒ２２は、直鎖状であっても分枝状であってもよく、より特定すると直鎖状
である。いくつかの場合では、Ｒ２２は、メチル、エチル、ヒドロキシエチルまたはジヒ
ドロキシプロピル基を示し、より特定するとメチル基またはエチル基である。有利には、
ｘ＋ｙ＋ｚの合計は、１～１０である。
【０１５１】
　Ｒ２３が炭化水素系基Ｒ２７である場合、これは長鎖で１２～２０個の炭素原子を含み
得る、または短鎖で１～３個の炭素原子を含み得る。Ｒ２５が炭化水素系基Ｒ２９である
場合、好ましくは１～３個の炭素原子を含む。有利には、Ｒ２４、Ｒ２６およびＲ２８は
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、同一であっても異なっていてもよく、直鎖状または分枝状の飽和または不飽和Ｃ１１～
Ｃ２１炭化水素系基から、より特定すると直鎖状または分枝状の飽和または不飽和Ｃ１１

～Ｃ２１アルキル基およびアルケニル基から選択される。
【０１５２】
　いくつかの場合では、ｘおよびｚは、同一であっても異なっていてもよく、０または１
の値を有する。同様に、いくつかの場合では、ｙは１に等しい。いくつかの場合では、ｒ
、ｓおよびｔは、同一であっても異なっていてもよく、２または３に等しく、さらにより
特定すると２に等しい。
【０１５３】
　アニオンＸ－は、ハロゲン化合物（塩化物、臭化物もしくはヨウ化物）またはアルキル
サルフェート、より特定するとアルキルサルフェートであってもよい。しかし、メタンス
ルホネート、ホスフェート、ニトレート、トシレート、有機酸に由来するアニオン（アセ
テートもしくはラクテートなど）、またはエステル官能基を含むアンモニウムに適合する
他の任意のアニオンを使用してもよい。
【０１５４】
　アニオンＸ－は、さらにより特定すると塩化物またはメチルスルホネートである。
【０１５５】
　より特定すると、本発明による組成物中、式（ＶＩ）のアンモニウム塩が使用され、式
中、Ｒ２２は、メチル基またはエチル基であり、ｘおよびｙは１に等しく、ｚは０または
１に等しく、ｒ、ｓおよびｔは２に等しく、Ｒ２３は、

、メチル、エチルまたはＣ１４～Ｃ２２炭化水素系基および水素原子から選択され、Ｒ２

５は、

および水素原子から選択され、
Ｒ２４、Ｒ２６およびＲ２８は、同一であっても異なっていてもよく、直鎖状または分枝
状の飽和または不飽和Ｃ１３～Ｃ１７炭化水素系基から、好ましくは直鎖状または分枝状
の飽和または不飽和Ｃ１３～Ｃ１７アルキル基およびアルケニル基から選択される。炭化
水素系基は、有利には、直鎖状である。
【０１５６】
　例えば、式（ＶＩ）の化合物、例えばジアシルオキシエチルジメチルアンモニウム塩、
ジアシルオキシエチルヒドロキシエチルメチルアンモニウム塩、モノアシルオキシエチル
ジヒドロキシエチルメチルアンモニウム塩、トリアシルオキシエチルメチルアンモニウム
塩およびモノアシルオキシエチルヒドロキシエチルジメチルアンモニウム塩（特に塩化物
またはメチルサルフェート）、およびこれらの混合物を挙げることができる。アシル基は
、好ましくは、１４～１８個の炭素原子を含み、より特定すると、パーム油またはヒマワ
リ油などの植物油から得られる。化合物がいくつかのアシル基を含む場合、これらの基は
同一であっても異なっていてもよい。
【０１５７】
　これらの生成物は、例えば、Ｃ１０～Ｃ３０脂肪酸でまたは植物もしくは動物起源のＣ

１０～Ｃ３０脂肪酸の混合物で任意選択によりオキシアルキレン化された、トリエタノー
ルアミン、トリイソプロパノールアミン、アルキルジエタノールアミンまたはアルキルジ
イソプロパノールアミンを直接エステル化することによって、あるいはそのメチルエステ
ルのエステル交換によって得られる。このエステル化に後続して、ハロゲン化アルキル（



(45) JP 2020-512979 A 2020.4.30

10

20

30

40

50

好ましくはメチルもしくはエチル）、ジアルキル（好ましくはメチルもしくはエチル）サ
ルフェート、メチルメタンスルホネート、メチルパラ－トルエンスルホネート、グリコー
ルクロロヒドリンまたはグリセロールクロロヒドリンなどのアルキル化剤を使用して四級
化する。このような化合物は、例えば、ＢＡＳＦ社により名称ＤＥＨＹＱＵＡＲＴで、Ｓ
ｔｅｐａｎ社によりＳＴＥＰＡＮＱＵＡＴで、Ｃｅｃａ社によりＮＯＸＡＭＩＵＭまたは
Ｅｖｏｎｉｋ社によりＲＥＷＯＱＵＡＴ　ＷＥ１８で販売されている。
【０１５８】
　本発明による組成物は、例えば、四級アンモニウムモノエステル、ジエステルおよびト
リエステル塩の混合物（重量の大部分はジエステル塩が占める）を含有してもよい。
【０１５９】
　アニオン性界面活性剤
　用語「アニオン性界面活性剤」は、イオン基またはイオン化基として、アニオン基のみ
を含む界面活性剤を意味する。これらのアニオン基は、好ましくは、ＣＯ２Ｈ、ＣＯ２

－

、ＳＯ３Ｈ、ＳＯ３
－、ＯＳＯ３Ｈ、ＯＳＯ３

－、Ｏ２ＰＯ２Ｈ、Ｏ２ＰＯ２ＨおよびＯ

２ＰＯ２
２－基から選択される。

【０１６０】
　使用可能なアニオン性界面活性剤は、アルキルサルフェート、アルキルエーテルサルフ
ェート、アルキルアミドエーテルサルフェート、アルキルアリールポリエーテルサルフェ
ート、モノグリセリドサルフェート、アルキルスルホネート、アルキルアミドスルホネー
ト、アルキルアリールスルホネート、α－オレフィンスルホネート、パラフィンスルホネ
ート、アルキルスルホスクシネート、アルキルエーテルスルホスクシネート、アルキルア
ミドスルホスクシネート、アルキルスルホアセテート、アシルサルコシネート、アシルグ
ルタメート、アルキルスルホスクシナメート、アシルイセチオネートおよびＮ－アシルタ
ウレート、アルキルモノエステルおよびポリグリコシド－ポリカルボン酸の塩、アシルア
クチレート、Ｄ－ガラクトシドウロン酸の塩、アルキルエーテルカルボン酸の塩、アルキ
ルアリールエーテルカルボン酸の塩、およびアルキルアミドエーテルカルボン酸の塩；ま
たはこれら全ての化合物の非塩化形態であってもよく、これら全ての化合物のアルキル基
およびアシル基は、６～２４個の炭素原子を含み、アリール基はフェニル基を示す。これ
らの化合物のいくつかは、オキシエチレン化されてよく、次いで好ましくは１～５０個の
エチレンオキシド単位を含む。
【０１６１】
　ポリグリコシド－ポリカルボン酸のＣ６～Ｃ２４アルキルモノエステルの塩は、Ｃ６～
Ｃ２４アルキルポリグリコシドシトレート、Ｃ６～Ｃ２４アルキルポリグリコシド－タウ
レートおよびＣ６～Ｃ２４アルキルポリグリコシド－スルホスクシネートから選択しても
よい。
【０１６２】
　アニオン性界面活性剤が塩の形態である場合、特にナトリウム塩またはカリウム塩、好
ましくはナトリウム塩、アンモニウム塩、アミン塩、特にアミノアルコール塩などのアル
カリ金属塩、またはマグネシウム塩などのアルカリ土類金属塩から選択してもよい。
【０１６３】
　特に挙げることができるアミノアルコール塩の例としては、モノエタノールアミン塩、
ジエタノールアミン塩およびトリエタノールアミン塩、モノイソプロパノールアミン塩、
ジイソプロパノールアミン塩またはトリイソプロパノールアミン塩、２－アミノ－２－メ
チル－１，３－プロパノール塩、２－アミノ－２－メチル－１，３－プロパンジオール塩
ならびにトリス（ヒドロキシメチル）アミノメタン塩が挙げられる。アルカリ金属塩また
はアルカリ土類金属塩、特にナトリウム塩またはマグネシウム塩を使用してよい。
【０１６４】
　また、任意選択によりエトキシル化され、２～５０個のエチレンオキシド単位を含む、
（Ｃ６～Ｃ２４）アルキルサルフェート、（Ｃ６～Ｃ２４）アルキルエーテルサルフェー
ト、およびこれらの混合物も、特にアルカリ金属塩またはアルカリ土類金属塩、アンモニ
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ウム塩またはアミノアルコール塩の形態で使用される。より優先的には、アニオン性界面
活性剤は、（Ｃ１０～Ｃ２０）アルキルエーテルサルフェート、特にラウリルエーテル硫
酸ナトリウムから選択される。
【０１６５】
　両性界面活性剤
　本明細書で開示するヘアトリートメント組成物中で有用な両性界面活性剤は、ベタイン
、スルタイン、アンホアセテート、アンホプロピオネート、およびこれらの混合物から選
択することができる。より典型的には、ベタインおよびアンホプロピオネートが使用され
、最も典型的にはベタインが使用される。現在の組成物中に使用することができるベタイ
ンには、次式のものが挙げられる。

（式中、
Ｒ１０は、８～１８個の炭素原子を有するアルキル基であり、
ｎは、１～３の整数である）
【０１６６】
　特に有用なベタインとしては、例えば、ココベタイン、ココアミドプロピルベタイン、
ラウリルベタイン、ラウリルヒドロキシスルホベタイン、ラウリルジメチルベタイン、コ
コアミドプロピルヒドロキシスルタイン、ベヘニルベタイン、カプリル／カプラミドプロ
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ピルベタイン、ラウリルヒドロキシスルタイン、ステアリルベタイン、およびこれらの混
合物が挙げられる。典型的には、少なくとも１種のベタイン化合物が、ココベタイン、コ
コアミドプロピルベタイン、ベヘニルベタイン、カプリル／カプラミドプロピルベタイン
、ラウリルベタイン、およびこれらの混合物、より典型的にはココベタインおよび／また
はココアミドプロピルベタインからなる群から選択される。
【０１６７】
　本発明の組成物中で有用なヒドロキシスルタインには、以下が挙げられる。

（式中、
Ｒは、８～１８個の炭素原子を有するアルキル基である）
【０１６８】
　有用なアルキルアンホアセテートとしては、次式を有するものが挙げられる。

（式中、
Ｒは、８～１８個の炭素原子を有するアルキル基である）
【０１６９】
　有用なアルキルアンホジアセテートとしては、次式を有するものが挙げられる。

（式中、
Ｒは、８～１８個の炭素原子を有するアルキル基である）
【０１７０】
　本開示の両性界面活性剤は、脂肪族基が、８～２２個の炭素原子を含む直鎖または分枝
鎖である、任意選択により四級化された二級または三級脂肪族アミン誘導体であってもよ
く、前記アミン誘導体は、少なくとも１つのアニオン基、例えばカルボキシレート、スル
ホネート、サルフェート、ホスフェートまたはホスホネート基を含む。
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【０１７１】
　特に（Ｃ８～Ｃ２０）アルキルベタイン、（Ｃ８～Ｃ２０）アルキルアミド（Ｃ１～Ｃ

６）アルキルベタイン、スルホベタイン、（Ｃ８～Ｃ２０）アルキルスルホベタイン、（
Ｃ８～Ｃ２０）アルキルアミド（Ｃ１～Ｃ６）アルキルスルホベタイン、（Ｃ８～Ｃ２０

）アルキルアンホアセテート、（Ｃ８～Ｃ２０）アルキルアンホジアセテート、およびこ
れらの混合物を挙げることができる。
【０１７２】
　使用可能な任意選択により四級化された二級または三級脂肪族アミン誘導体の中では、
以下の各構造（Ａ１）および（Ａ２）の生成物も挙げることができる。
【０１７３】
　（Ａ１）Ｒａ－ＣＯＮ（Ｚ）ＣＨ２－（ＣＨ２）ｍ－Ｎ＋（Ｒｂ）（Ｒｃ）（ＣＨ２Ｃ
ＯＯ－）
（式中、
Ｒａは、好ましくは加水分解されたヤシ油中に存在する酸Ｒａ－ＣＯＯＨに由来するＣ１

０～Ｃ３０アルキル基もしくはアルケニル基、ヘプチル基、ノニル基またはウンデシル基
を表し、
Ｒｂは、β－ヒドロキシエチル基を表し、
Ｒｃは、カルボキシメチル基を表し、
ｍは、０、１または２に等しく、
Ｚは、水素原子またはヒドロキシエチル基もしくはカルボキシメチル基を表す）
【０１７４】
　（Ａ２）Ｒａ’－ＣＯＮ（Ｚ）ＣＨ２－（ＣＨ２）ｍ’－Ｎ（Ｂ）（Ｂ’）
（式中、
Ｂは、－ＣＨ２ＣＨ２ＯＸ’を表し、式中、Ｘ’は、－ＣＨ２－ＣＯＯＨ、ＣＨ２－ＣＯ
ＯＺ’、ＣＨ２ＣＨ２－ＣＯＯＨ、－ＣＨ２ＣＨ２－ＣＯＯＺ’または水素原子を表し、
Ｂ’は、－（ＣＨ２）ｚ－Ｙ’を表し、式中、ｚ＝１または２であり、Ｙ’は、ＣＯＯＨ
、ＣＯＯＺ’、ＣＨ２－ＣＨＯＨ－ＳＯ３Ｈまたは－ＣＨ２－ＣＨＯＨ－ＳＯ３Ｚ’を表
し、
ｍ’は、０、１または２に等しく、
Ｚは、水素原子またはヒドロキシエチル基もしくはカルボキシメチル基を表し、
Ｚ’は、ナトリウム、カリウムもしくはマグネシウムなどのアルカリもしくはアルカリ土
類金属から得られるイオン；アンモニウムイオン；または有機アミン、特にモノエタノー
ルアミン、ジエタノールアミンおよびトリエタノールアミン、モノイソプロパノールアミ
ン、ジイソプロパノールアミンもしくはトリイソプロパノールアミン、２－アミノ－２－
メチル－１－プロパノール、２－アミノ－２－メチル－１，３－プロパンジオールおよび
トリス（ヒドロキシメチル）アミノメタンなどのアミノアルコールから得られるイオンを
表し、
Ｒａ’は、好ましくは加水分解された亜麻仁油またはヤシ油中に存在する酸Ｒａ’ＣＯＯ
ＨのＣ１０～Ｃ３０アルキル基またはアルケニル基、アルキル基、特にＣ１７アルキル基
、およびそのイソ型、または不飽和Ｃ１７基を表す）
【０１７５】
　式（Ａ２）に対応する化合物（式中、Ｘ’は水素原子を表す）の中では、ココアンホ酢
酸ナトリウム、ラウロアンホ酢酸ナトリウム、カプロアンホ酢酸ナトリウムおよびカプリ
ロアンホ酢酸ナトリウムの名称の化合物を挙げることができる。
【０１７６】
　その他の式（Ａ２）に対応する化合物は、ココアンホジ酢酸ニナトリウム、ラウロアン
ホジ酢酸ニナトリウム、カプロアンホジ酢酸ニナトリウム、カプリロアンホジ酢酸ニナト
リウム、ココアンホジプロピオン酸ニナトリウム、ラウロアンホジプロピオン酸ニナトリ
ウム、カプロアンホジプロピオン酸ニナトリウム、カプリロアンホジプロピオン酸ニナト
リウム、ラウロアンホジプロピオン酸およびココアンホジプロピオン酸である。
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【０１７７】
　挙げることができる例としては、Ｒｈｏｄｉａ社により商品名Ｍｉｒａｎｏｌ（登録商
標）Ｃ２Ｍ濃縮物で販売されているココアンホジアセテート、商品名Ｍｉｒａｎｏｌ　Ｕ
ｌｔｒａ　Ｃ３２で販売されているココアンホ酢酸ナトリウムおよび商品名ＣＨＩＭＥＸ
ＡＮＥ　ＨＡでＣｈｉｍｅｘ社により販売されている製品が挙げられる。
【０１７８】
　式（Ａ３）の化合物：
（Ａ３）　Ｒａ”－ＮＨ－ＣＨ（Ｙ”）－（ＣＨ２）ｎ－Ｃ（Ｏ）－ＮＨ－（ＣＨ２）ｎ
’－Ｎ（Ｒｄ）（Ｒｅ）
も挙げることができる。
（式中、
－　Ｒａ”は、好ましくは加水分解された亜麻仁油またはヤシ油中に存在する酸Ｒａ”－
Ｃ（Ｏ）ＯＨのＣ１０～Ｃ３０アルキル基またはアルケニル基を表し、
－　Ｙ”は、基－Ｃ（Ｏ）ＯＨ、－Ｃ（Ｏ）ＯＺ”、－ＣＨ２－ＣＨ（ＯＨ）－ＳＯ３Ｈ
または基ＣＨ２－ＣＨ（ＯＨ）－ＳＯ３－Ｚ”を表し、Ｚ”は、ナトリウムイオン、アン
モニウムイオンまたは有機アミンから得られるイオンなど、アルカリ金属またはアルカリ
土類金属から得られるカチオン対イオンを表し、
－　ＲｄおよびＲｅは、互いに独立して、Ｃ１～Ｃ４アルキル基またはヒドロキシアルキ
ルラジカルを表し、
－　ｎおよびｎ’は、互いに独立して、１～３の範囲の整数を示す）
【０１７９】
　式（Ａ３）に対応する化合物の中では、特にジエチルアミノプロピルココアスパルトア
ミドナトリウムの名称の化合物を挙げることができる。
【０１８０】
　好ましくは、両性界面活性剤は、（Ｃ８～Ｃ２０）アルキルベタイン、（Ｃ８～Ｃ２０

）アルキルアミド（Ｃ１～Ｃ６）アルキルベタイン、（Ｃ８～Ｃ２０）アルキルアンボア
セテートおよび（Ｃ８～Ｃ２０）アルキルアンホジアセテート、ならびにこれらの混合物
から選択される。
【０１８１】
　いくつかの場合では、少なくとも１種の両性界面活性剤は、（Ｃ８～Ｃ２０）アルキル
ベタイン、（Ｃ８～Ｃ２０）アルキルアミド（Ｃ１～Ｃ６）アルキルベタイン、（Ｃ８～
Ｃ２０）アルキルアンホアセテート、（Ｃ８～Ｃ２０）アルキルアンホジアセテート、お
よびこれらの塩、ならびにこれらの混合物から選択される。いくつかの場合では、少なく
とも１種の両性界面活性剤は、ココベタイン、コカミドプロピルベタイン、ココアンホ酢
酸ナトリウム、ココアンホジ酢酸ニナトリウム、およびこれらの混合物から選択される。
【０１８２】
　非イオン性界面活性剤
　非イオン性界面活性剤は、それら自体で周知の化合物である（例えば、この件について
は、その全内容が本明細書に参照により援用される、Ｍ．Ｒ．Ｐｏｒｔｅｒ著の「Ｈａｎ
ｄｂｏｏｋ　ｏｆ　Ｓｕｒｆａｃｔａｎｔｓ」、Ｂｌａｃｋiｅ　＆　Ｓｏｎ　ｐｕｌｉ
ｓｈｅｒｓ（Ｇｌａｓｇｏｗ　ａｎｄ　Ｌｏｎｄｏｎ）、１９９１年、１１６～１７８頁
）。
【０１８３】
　非イオン性界面活性剤は、例えば、アルコール、α－ジオール、アルキルフェノールお
よび脂肪酸エステルであってもよく、これらの化合物は、エトキシル化、プロポキシル化
またはグリセロール化され、例えば８～１８個の炭素原子を含む少なくとも１つの脂肪鎖
を有し、エチレンオキシド基またはプロピレンオキシド基の数が２～５０個の範囲、グリ
セロール基の数が１～３０個の範囲である可能性がある。マルトース誘導体も挙げること
ができる。非限定的に、エチレンオキシドおよび／またはプロピレンオキシドと脂肪アル
コールの共重合体；エチレンオキシドおよび／またはプロピレンオキシドと脂肪アルコー
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ルの縮合物；例えば２～３０モルのエチレンオキシドを含むポリエトキシル化脂肪アミド
；例えば１．５～５個（１．５～４個など）のグリセロール基を含むポリグリセロール化
脂肪アミド；２～３０モルのエチレンオキシドを含むソルビタンのエトキシル化脂肪酸エ
ステル；植物起源のエトキシル化油；スクロースの脂肪酸エステル；ポリエチレングリコ
ールの脂肪酸エステル；グリセロール（Ｃ６～Ｃ２４）アルキルポリグリコシドのポリエ
トキシル化脂肪酸モノまたはジエステル；Ｎ－（Ｃ６～Ｃ２４）アルキルグルカミン誘導
体、（Ｃ１０～Ｃ１４）アルキルアミンオキシドまたはＮ－（Ｃ１０～Ｃ１４）アシルア
ミノプロピルモルホリノオキシドなどのアミンオキシド；ならびにこれらの混合物も挙げ
ることができる。
【０１８４】
　非イオン性界面活性剤は、好ましくは、ポリオキシアルキレン化またはポリグリセロー
ル化非イオン性界面活性剤から選択されてよい。オキシアルキレン単位は、より特定する
と、オキシエチレン単位またはオキシプロピレン単位、またはこれらの混合物であり、好
ましくはオキシエチレン単位である。
【０１８５】
　挙げることができるオキシアルキレン化非イオン性界面活性剤の例としては、［０１１
５］オキシアルキレン化（Ｃ８～Ｃ２４）アルキルフェノール、飽和または不飽和の直鎖
状または分枝状オキシアルキレン化Ｃ８～Ｃ３０アルコール、飽和または不飽和の直鎖状
または分枝状オキシアルキレン化Ｃ８～Ｃ３０アミド、飽和または不飽和の直鎖状または
分枝状のＣ８～Ｃ３０酸およびポリエチレングリコールのエステル、飽和または不飽和の
直鎖状または分枝状のＣ８～Ｃ３０酸およびソルビトールのポリオキシアルキレン化エス
テル、飽和または不飽和のオキシアルキレン化植物油、エチレンオキシドおよび／または
プロピレンオキシドの縮合物、特に単体または混合物が挙げられる。
【０１８６】
　界面活性剤は、好ましくは、２～１００、最も好ましくは２～５０のエチレンオキシド
および／またはプロピレンオキシドのモル数を含む。有利には、非イオン性界面活性剤は
、オキシプロピレン単位を一切含まない。
【０１８７】
　本発明の好ましい一実施形態によれば、オキシアルキレン化非イオン性界面活性剤は、
オキシエチレン化Ｃ８～Ｃ３０アルコールから選択される。
【０１８８】
　挙げることができるエトキシル化脂肪アルコール（またはＣ８～Ｃ３０アルコール）の
例としては、エチレンオキシドとラウリルアルコールの付加物、具体的には９～５０個の
オキシエチレン基を含むもの、より特定すると１０～２５個のオキシエチレン基を含むも
の（ラウレス－１０からラウレス－２５）；エチレンオキシドとべへニルアルコールの付
加物、具体的には９～５０個のオキシエチレン基を含むもの（ベヘネス－９からベヘネス
－５０）；エチレンオキシドとセテアリルアルコールの付加物（セチルアルコールとステ
アリルアルコールとの混合物）、具体的には１０～３０個のオキシエチレン基を含むもの
（セテアレス－１０からセテアレス－３０）；エチレンオキシドとセチルアルコールの付
加物、具体的には１０～３０個のオキシエチレン基を含むもの（セテス－１０からセテス
－３０）；エチレンオキシドとステアリルアルコールの付加物、具体的には１０～３０個
のオキシエチレン基を含むもの（ステアレス－１０からステアレス－３０）；エチレンオ
キシドとイソステアリルアルコールの付加物、具体的には１０～５０個のオキシエチレン
基を含むもの（イソステアレス－１０からイソステアレス－５０）；およびこれらの混合
物が挙げられる。
【０１８９】
　ポリグリセロール化非イオン性界面活性剤の例として、ポリグリセロール化Ｃ８～Ｃ４

０アルコールを使用することが好ましい。
【０１９０】
　特に、ポリグリセロール化Ｃ８～Ｃ４０アルコールは、次式に対応する。
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ＲＯ－［ＣＨ２－ＣＨ（ＣＨ２ＯＨ）－Ｏ］ｍ－ＨまたはＲＯ－［ＣＨ（ＣＨ２ＯＨ）－
ＣＨ２Ｏ］ｍ－Ｈ
（式中、Ｒは、直鎖状または分枝状Ｃ８～Ｃ４０、好ましくはＣ８～Ｃ３０アルキルまた
はアルケニルラジカルを表し、ｍは、１～３０、好ましくは１．５～１０の範囲の数を表
す）
【０１９１】
　本発明との関連において好適な化合物の例として、４モルのグリセロールを含むラウリ
ルアルコール（ＩＣＮＩ名：ポリグリセリル－４ラウリルエーテル）、１．５モルのグリ
セロールを含むラウリルアルコール、４モルのグリセロールを含むオレイルアルコール（
ＩＮＣＩ名：ポリグリセリル－４オレイルエーテル）、２モルのグリセロールを含むオレ
イルアルコール（ＩＮＣＩ名：ポリグリセリル－２オレイルエーテル）、２モルのグリセ
ロールを含むセテアリルアルコール、６モルのグリセロールを含むセテアリルアルコール
、６モルのグリセロールを含むオレオセチルアルコール、および６モルのグリセロールを
含むオクタデカノールを挙げることができる。
【０１９２】
　アルコールは、ｍの値が統計値を表し、市販製品において、いくつかの種のポリグリセ
ロール化脂肪アルコールが混合物の形態で共存し得ることを意味するのと同様のアルコー
ル混合物を表し得る。
【０１９３】
　本発明による実施形態の１つによれば、非イオン性界面活性剤は、ポリオールと例えば
８～２４個の炭素原子、好ましくは１２～２２個の炭素原子を含む飽和または不飽和鎖を
有する脂肪酸のエステル、ならびに好ましくは１０～２００、より好ましくは１０～１０
０のアルキレンオキシド数を有するそれらのアルコキシル化誘導体、例えば好ましくはア
ルキレンオキシドの数が１０～２００、より好ましくは１０～１００の、Ｃ８～Ｃ２４、
好ましくはＣ１２～Ｃ２２脂肪酸または酸のグリセリルエステルおよびこれらのアルコキ
シル化誘導体；好ましくはアルキレンオキシドの数が１０～２００、より好ましくは１０
～１００の、Ｃ８～Ｃ２４、好ましくはＣ１２～Ｃ２２脂肪酸または酸のポリエチレング
リコールエステルおよびこれらのアルコキシル化誘導体；好ましくはアルキレンオキシド
の数が１０～２００、より好ましくは１０～１００の、Ｃ８～Ｃ２４、好ましくはＣ１２

～Ｃ２２脂肪酸または酸のソルビトールエステルおよびこれらのアルコキシル化誘導体；
好ましくはアルキレンオキシドの数が１０～２００、より好ましくは１０～１００の、Ｃ

８～Ｃ２４、好ましくはＣ１２～Ｃ２２脂肪酸または酸の糖（スクロース、グルコース、
アルキルグリコース）エステルおよびこれらのアルコキシル化誘導体；脂肪アルコールの
エーテル；糖およびＣ８～Ｃ２４、好ましくはＣ１２～Ｃ２２脂肪アルコールまたはアル
コールのエーテル；ならびにこれらの混合物から選択することができる。
【０１９４】
　挙げることができるエトキシル化脂肪エステルの例としては、エチレンオキシドとラウ
リン酸、パルミチン酸、ステアリン酸またはベヘン酸のエステルの付加物、およびその混
合物、特に９～１００個のオキシエチレン基を含むもの、例えばラウリン酸ＰＥＧ－９か
らＰＥＧ－５０；パルミチン酸ＰＥＧ－９からＰＥＧ－５０；ステアリン酸ＰＥＧ－９か
らＰＥＧ－５０；パルミトステアリン酸ＰＥＧ－９からＰＥＧ－５０；ベヘン酸ＰＥＧ－
９からＰＥＧ－５０；モノステアリン酸ポリエチレングリコール１００ＥＯ；およびこれ
らの混合物が挙げられる。
【０１９５】
　脂肪酸のグリセリルエステルとして、ステアリン酸グリセリル（モノ、ジおよび／また
はトリステアリン酸グリセリル）（ステアリン酸グリセリル）またはリシノール酸グリセ
リルおよびこれらの混合物を特に列挙することができる。
【０１９６】
　Ｃ８～Ｃ２４アルコキシル化脂肪酸のグリセリルエステルとして、例えば、ステアリン
酸ポリエトキシル化グリセリル（モノ、ジおよび／またはトリステアリン酸グリセリル）
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、例えばステアリン酸ＰＥＧ－２０グリセリルを列挙することができる。
【０１９７】
　これらの界面活性剤の混合物、例えば、Ｃｒｏｄａにより名称ＡＲＬＡＣＥＬ　１６５
で市販されている、ステアリン酸グリセリルおよびステアリン酸ＰＥＧ－１００を含む製
品、ならびにステアリン酸グリセリル（モノおよびジステアリン酸グリセリル）およびス
テアリン酸カリウムを含む製品なども使用することができる。
【０１９８】
　Ｃ８～Ｃ２４脂肪酸のソルビトールエステルおよびそのアルコキシル化誘導体は、パル
ミチン酸ソルビタン、トリオレイン酸ソルビタンならびに脂肪酸および例えば２０～１０
０個のＥＯを含むアルコキシル化ソルビタンのエステル、例えば、トリオレイン酸ポリエ
チレンソルビタン（ポリソルベート８５）またはＣｒｏｄａより商品名Ｔｗｅｅｎ２０ま
たはＴｗｅｅｎ６０で市販されている化合物などから選択することができる。
【０１９９】
　脂肪酸およびグルコースまたはアルキルグルコースのエステルとして、特にパルミチン
酸グルコース、セスキステアリン酸メチルグルコースなどのセスキステアリン酸アルキル
グルコース、パルミチン酸メチルグルコースまたはパルミチン酸エチルグルコースなどの
パルミチン酸アルキルグルコース、メチルグルコシド脂肪エステル、より具体的にはメチ
ルグルコシドとオレイン酸のジエステル（ジオレイン酸メチルグルコース）、メチルグル
コシドの混合エステルと混合オレイン酸／ヒドロキシステアリン酸（ジオレイン酸／ヒド
ロキシステアリン酸メチルグルコース）、メチルグルコシドのエステルとイソステアリン
酸（イソステアリン酸メチルグルコース）、メチルグルコシドのエステルとラウリン酸（
ラウリン酸メチルグルコース）、メチルグルコシドのモノエステルおよびジステルとイソ
ステアリン酸の混合物（セスキイソステアリン酸メチルグルコース）、メチルグルコシド
のモノエステルおよびジエステルとステアリン酸の混合物（セスキステアリン酸メチルグ
ルコース）、特にＬｕｂｒｉｚｏｌより名称Ｇｌｕｃａｔｅ　ＳＳで市販されている製品
、ならびにこれらの混合物を列挙することができる。
【０２００】
　脂肪酸およびグルコースまたはアルキルグルコースのエトキシル化エーテルとして、脂
肪酸およびメチルグルコースのエトキシル化エーテル、特にメチルグルコースおよび約２
０モルのエチレンオキシドを有するステアリン酸のジエステルのポリエチレングリコール
エーテル（ジステアリン酸ＰＥＧ－２０メチルグルコース）、例えばＬｕｂｒｉｚｏｌよ
り名称ＧＬＵＣＡＭ　Ｅ－２０　ＤＩＳＴＥＡＲＡＴＥで市販されている製品、メチルグ
ルコースおよび約２０モルのエチレンオキシドを有するステアリン酸のモノエステルおよ
びジエステルの混合物のポリエチレングリコールエーテル（セスキステアリン酸ＰＥＧ－
２０メチルグルコース）、特にＬｕｂｒｉｚｏｌより名称ＧＬＵＣＡＭＡＴＥ　ＳＳＥ－
２０で市販されている製品、ならびにこれらの混合物を列挙することができる。
【０２０１】
　スクロースエステルとして、例えば、ショ糖パルミトステアリン酸エステル、ショ糖ス
テアリン酸エステルおよびショ糖モノラウリン酸エステルを列挙することができる。
【０２０２】
　糖エーテルとして、アルキルポリグルコシドを使用することができ、例えば、デシルグ
ルコシド、例えばＫａｏ　Ｃｈｅｍｉｃａｌｓより名称ＭＹＤＯＬ　１０で市販されてい
る製品、ＢＡＳＦより名称ＰＬＡＴＡＲＥＮ２０００で市販されている製品、およびＳｅ
ｐｐｉｃより名称ＯＲＡＭＩＸ　ＮＳ１０で市販されている製品、カプリリル／カプリル
グルコシド、例えばＳｅｐｐｉｃにより名称ＯＲＡＭＩＸ　ＣＧ１１０で市販されている
製品またはＢＡＳＦにより名称ＬＵＴＥＮＳＯＬ　ＧＤ７０で市販されている製品、ラウ
リルグルコシド、例えばＢＡＳＦにより名称ＰＬＡＮＴＡＲＥＮ　１２００ＮおよびＰＬ
ＡＮＴＡＣＡＲＥ　１２００で市販されている製品、ココグルコシド、例えばＢＡＳＦに
より名称ＰＬＡＮＴＡＣＡＲＥ　８１８／ＵＰで市販されている製品、例えばＳｅｐｐｉ
ｃにより名称ＭＯＮＴＡＮＯＶ６８で、Ｅｖｏｎｉｋにより名称ＴＥＧＯ－ＣＡＲＥ　Ｃ
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Ｇ９０で市販されている、場合によりセトステアリルアルコールと混合したセトステアリ
ルグルコシド、例えばアラキジルおよびベヘニルアルコールの混合物の形態のアラキジル
グルコシドおよびＳｅｐｐｉｃにより名称ＭＯＮＴＡＮＯＶ２０２で市販されているアラ
キジルグルコシド、Ｓｅｐｐｉｃにより名称ＭＯＮＴＡＮＯＶ８２で市販されている、例
えばセチルおよびステアリルアルコールの混合物（３５／６５）の形態のココイルエチル
グルコシド、ならびにこれらの混合物を特に列挙することができる。
【０２０３】
　アルコキシル化植物油のグリセリドの混合物、例えばエトキシル化（２００ＥＯ）ヤシ
およびコプラ（７ＥＯ）グリセリドの混合物も列挙することができる。
【０２０４】
　非イオン性界面活性剤は、ヤシ油脂肪酸ＰＥＧ－７グリセリル、セスキステアリン酸Ｐ
ＥＧ－２０メチルグルコシド、トリイソステアリン酸ＰＥＧ－２０グリセリル、ジオレイ
ン酸ＰＧ－５、ジイソステアリン酸ＰＧ－４、イソステアリン酸ＰＧ－１０、イソステア
リン酸ＰＥＧ－８、およびＰＥＧ－６０硬化ヒマシ油からなる群から選択されることが好
ましい。
【０２０５】
　これらの脂肪アルコールおよび脂肪エステルのオキシエチレン化誘導体の混合物も使用
することができる。
【０２０６】
　好ましくは、非イオン性界面活性剤は、ＨＬＢが１８．０以下、例えば４．０～１８．
０、より好ましくは６．０～１５．０、さらに好ましくは９．０～１３．０の非イオン性
界面活性剤であってもよい。ＨＬＢは、分子中の親水性部分と疎水性部分の比である。こ
の用語ＨＬＢは当業者に周知であり、「Ｔｈｅ　ＨＬＢ　ｓｙｓｔｅｍ．　Ａ　ｔｉｍｅ
－ｓａｖｉｎｇ　ｇｕｉｄｅ　ｔｏ　ｅｍｕｌｓｉｆｉｅｒ　ｓｅｌｅｃｔｉｏｎ」（Ｉ
ＣＩ　Ａｍｅｒｉｃａｓ　Ｉｎｃ．より発行、１９８４）に記載されている。
【０２０７】
　いくつかの場合では、非イオン性界面活性剤は、脂肪アルカノールアミドである。使用
可能な脂肪アルカノールアミドの非限定的な例としては、コカミドＭＥＡ、コカミドＤＥ
Ａ、ソイアミドＤＥＡ、ラウラミドＤＥＡ、オレアミドＭＩＰＡ、ステアラミドＭＥＡ、
ミリスタミドＤＥＡ、ステアラミドＤＥＡ、オレイルアミドＤＥＡ、タロウアミドＤＥＡ
、ラウラミドＭＩＰＡ、タロウアミドＭＥＡ、イソステアラミドＤＥＡ、イソステアラミ
ドＭＥＡ、およびこれらの混合物が挙げられる。
【０２０８】
　シリコーン
　例示的なシリコーンとしては、これらに限定されないが、環状シリコーン、例えば環状
主鎖（例えば、シロキサン）中に３～６または３～４または３～５個（または３、４、５
もしくは６個のいずれか）のＳｉ－Ｏ基を有するものが挙げられる。いくつかの場合では
、環状シリコーンは、揮発性シリコーンである。いくつかの場合では、環状シリコーンは
、低粘度シリコーンである。例示的な環状シリコーンとしては、これらに限定されないが
、シクロメチコン、シクロテトラシロキサン、シクロペンタシロキサン（例えば、シクロ
メチコン５－ＮＦ）、シクロヘキサシロキサンならびにシクロヘキサシロキサンとシクロ
ペンタシロキサンとの混合物（例えば、ＤＯＷ　ＣＯＲＮＩＮＧ　２４６流体（ｄ６＋ｄ
５））が挙げられる。その他のシリコーンの非限定的な例は、側基または側鎖を有するシ
リコーンである。いくつかの場合では、側基は疎水性である。いくつかの場合では、側基
は直鎖状であるが、他の実施形態では、側基は分枝状である。例示的な側鎖は、１～６ま
たは２～６または３～６または３～６または５～６個の炭素またはヘテロ原子（例えば、
Ｏ、ＳまたはＮ）（またはこれらの混合物）を有するものを含む。例示的な直鎖状側鎖に
は、これらに限定されないが、メチル、エチル、プロピル、ブチル、ペンチルおよびヘキ
シルが挙げられる。例示的な分枝状側鎖には、これらに限定されないが、イソプロピル、
イソブチルおよびｔｅｒｔ－ブチルが挙げられる。非限定的な一実施形態において、分枝
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状側鎖は－Ｏ－Ｓｉ（ＣＨ３）３である。分枝状側鎖を有するシリコーンの非限定的な例
は、ステアリルジメチコンおよびフェニルトリメチコン、セチルジメチコン、カプリリル
メチコン、ＰＥＧ／ＰＰＧ　１８／１８ジメチコンであり、これらの構造は以下の通りで
ある。
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【０２０９】
　上式中、ｍ、ｎ、ｘおよびｙは、独立して、１～１００、１～８０、１～６０、１～５
０、１～４０、１～３０、１～２０または１～１０の整数であってもよい。いくつかの場
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合では、側鎖は環状である。環状側鎖には、脂肪族側鎖および芳香族側鎖が挙げられる。
環状側鎖の非限定的な例は、フェニルである。
【０２１０】
　先述の疎水性または極性基を有するシリコーンに関して、油の疎水性鎖に関して反発性
のシリコーンは、油の疎水性－疎水性相互作用を阻害しないため、より安定性の泡を生成
すると考えられる。例示的な親水性または極性基としては、カルボニル基、ヒドロキシ基
、エーテル基、エステル基、カルボキシル基などの、１つ以上のメチル基を置換する酸素
含有基が挙げられる。親水性／極性基は、シリコーンの主鎖または側鎖中に代替的に存在
する。親水性基を有するシリコーンの非限定的な例は、ＰＥＧ／ＰＰＧ　１８／１８ジメ
チコンおよびジメチコノールであり、これらの構造は、以下の通りである。

（Ｘ、ｙ、ｍおよびｎは、上記の通りであり、ＲはＣ１～Ｃ１０アルキルである）
【０２１１】
　別のタイプの特定の非限定的な揮発性シリコーンは、揮発性短鎖直鎖状アルキルメチル
シリコーン流体である。揮発性短鎖直鎖状アルキルメチルシリコーン流体は、次式を有す
る。

【０２１２】
　上式中、ｎで表す整数は、５～１２の値を有する。好ましくは、ｎは５～８の値を有す
る。化合物としては、例えば、３－ヘキシル－１，１，１，３，５，５，５－ヘプタメチ
ルトリシロキサンおよび３－オクチル－１，１，１，３，５，５，５－ヘプタメチルトリ
シロキサンが挙げられる。
【０２１３】
　本発明によるさらに別のタイプの揮発性シリコーンは、揮発性短鎖直鎖状フェニルメチ
ルシリコーン流体である。揮発性短鎖直鎖状フェニルメチルシリコーン流体は、次式を有
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する。

【０２１４】
　この化合物は、３－フェニル－１，１，１，３，４，４，４－ヘプタメチルトリシロキ
サンである。本明細書に記載の組成物中で有用なさらなる揮発性シリコーン流体としては
、これらに限定されないが、約３７０の分子量、１．４０の屈折率、および式［（Ｍｅ２

）ＳｉＯ］５を有するデカメチルシクロペンタシロキサン（ＤＭＣＰＳ）；約３０６の分
子量および１．４１の屈折率を有する化合物３－ヘキシル－１，１，１，３，５，５，５
－ヘプタメチルトリシロキサン（ＨＨＭＴＳ）；ならびに約２９８の分子量および１．４
５の屈折率を有する化合物３－フェニル－１，１，１，３，５，５，５－ヘプタメチルト
リシロキサン（ＰＨＭＴＳ）が挙げられる。
【０２１５】
　本開示の範囲中で使用可能なアミノシリコーンとして、以下を列挙することができる。
ａ）式（Ａ）に対応するポリシロキサン：

（式中、ｘ’およびｙ’は、重量平均分子量（Ｍｗ）が約５０００～５００，０００を占
めるような整数である）
ｂ）式（Ｂ）に対応するアミノシリコーン：
Ｒ’ａＧ３－ａ－Ｓｉ（ＯＳｉＧ２）ｎ－（ＯＳｉＧｂＲ’２－ｂ）ｍ－Ｏ－ＳｉＧ３－

ａ－Ｒ’ａ　（Ｂ）
（式中、
－　Ｇは、同一であっても異なっていてもよく、水素原子またはフェニル、ＯＨもしくは
Ｃ１～Ｃ８アルキル基、例えばメチル、もしくはＣ１～Ｃ８アルコキシ、例えばメトキシ
を示し、
－　ａは、同一であっても異なっていてもよく、数０または１～３の整数、特に０を示し
、
－　ｂは、０または１、特に１を示し、
－　ｍおよびｎは、合計（ｎ＋ｍ）が１～２０００、特に５０～１５０の範囲であり、ｎ
が０～１９９９、特に４９～１４９の範囲を示し、ｍが１～２０００、特に１～１０の範
囲を示す可能性があるような数であり、
－　Ｒ’は、同一であっても異なっていてもよく、式－ＣｑＨ２ｑＬを有する一価のラジ
カルを示し、式中、ｑは２～８の範囲の数であり、Ｌは、以下の基から選択される任意選
択により四級化されたアミノ基である：
－ＮＲ”－Ｑ－Ｎ（Ｒ”）２

－Ｎ（Ｒ”）２
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－Ｎ＋（Ｒ”）３Ａ－
－Ｎ＋Ｈ（Ｒ”）２Ａ－
－Ｎ＋Ｈ２（Ｒ”）Ａ－
－Ｎ（Ｒ”）－Ｑ－Ｎ＋Ｒ”Ｈ２Ａ－
－ＮＲ”－Ｑ－Ｎ＋（Ｒ”）２ＨＡ－
－ＮＲ”－Ｑ－Ｎ＋（Ｒ”）３Ａ－
（式中、Ｒ”は、同一であっても異なっていてもよく、水素、フェニル、ベンジル、また
は飽和一価炭化水素系ラジカル、例えばＣ１～Ｃ２０アルキルラジカルを示し、Ｑは、直
鎖状または分枝状ＣｒＨ２ｒ基を示し、ｒは、２～６、好ましくは２～４の範囲の整数で
あり、Ａ－は、美容上許容されるイオン、特にフッ化物、塩化物、臭化物またはヨウ化物
などのハロゲン化合物を表す）。
【０２１６】
　この定義（Ｂ）に対応するアミノシリコーンの群は、式（Ｃ）を有する「トリメチルシ
リルアモジメチコン」と称するシリコーンによって表される：

（式中、ｎおよびｍは、式Ｂ中の上記と同じ意味を有する）。
【０２１７】
　別の群のこの定義に対応するアミノシリコーンは、次式（Ｄ）または（Ｅ）を有するシ
リコーンによって表される：

（式中、
－　ｍおよびｎは、合計（ｎ＋ｍ）が１～１０００、特に５０～２５０、より特定すると
１００～２００の範囲であってもよく、ｎが０～９９９、特に４９～２４９、より特定す
ると１２５～１７５の数を示し、ｍが１～１０００、特に１～１０、より特定すると１～
５の数を示す可能性があるような数であり、
－　Ｒ１、Ｒ２、Ｒ３は、同一であっても異なっていてもよく、ヒドロキシ基またはＣ１

～Ｃ４アルコキシラジカルを表し、ここで、ラジカルＲ１～Ｒ３の少なくとも１つはアル
コキシラジカルを表す）。
【０２１８】
　アルコキシラジカルは、好ましくは、メトキシラジカルである。
【０２１９】
　ヒドロキシ／アルコキシのモル比は、好ましくは０．２：１～０．４：１、好ましくは
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０．２５：１～０．３５：１の範囲であり、より特定すると０．３：１に等しい。
【０２２０】
　シリコーンの重量平均分子量（Ｍｗ）は、好ましくは２０００～１，０００，０００、
より特定すると３５００～２００，０００の範囲である。
【０２２１】

（式中、
－　ｐおよびｑは、合計（ｐ＋ｑ）が１～１０００、特に５０～３５０、より特定すると
１５０～２５０を範囲とし、ｐが０～９９９、特に４９～３４９、より特定すると１５９
～２３９の数を示し、ｑが１～１０００、特に１～１０、より特定すると１～５の数を示
す可能性があるような数であり、
－　Ｒ１、Ｒ２は、異なっており、ヒドロキシラジカルまたはＣ１～Ｃ４アルコキシラジ
カルを表し、ラジカルＲ１またはＲ２の少なくとも片方がアルコキシラジカルを示す）。
【０２２２】
　アルコキシラジカルは、好ましくは、メトキシラジカルである。
【０２２３】
　ヒドロキシ／アルコキシのモル比は、一般的に１：０．８～１：１．１、好ましくは１
：０．９～１：１の範囲であり、より特定すると１：０．９５に等しい。
【０２２４】
　シリコーンの重量平均分子量（Ｍｗ）は、好ましくは２０００～２００，０００、さら
により特定すると５０００～１００，０００、より特定すると１０，０００～５０，００
０の範囲である。
【０２２５】
　構造（Ｄ）または（Ｅ）を有するこれらのシリコーンに対応する市販製品は、構造が式
（Ｄ）または（Ｅ）とは異なる１つ以上の他のアミノシリコーンをそれらの組成中に含み
得る。
【０２２６】
　構造（Ｄ）を有するアミノシリコーンを含有する製品は、Ｗａｃｋｅｒにより名称Ｂｅ
ｌｓｉｌ（登録商標）ＡＤＭ６５２で販売されている。
【０２２７】
　構造（Ｅ）を有するアミノシリコーンを含有する製品は、Ｗａｃｋｅｒにより名称Ｆｌ
ｕｉｄ　ＷＲ　１３００（登録商標）で販売されている。
【０２２８】
　これらのアミノシリコーンを使用する場合、特に有利な一実施形態は、水中油型エマル
ジョンの形態で使用するものである。水中油型エマルジョンは、１種以上の界面活性剤を
含んでもよい。界面活性剤の性質は任意であるが、好ましくはカチオン性および／または
非イオン性である。エマルジョン中のシリコーン粒子の数平均サイズは、一般的に、３ｎ
ｍ～５００ナノメートルの範囲である。好ましくは、特に式（Ｅ）を有するアミノシリコ
ーンとして、平均粒径が５ｎｍ～６０ナノメートル（両端値を含む）、より好ましくは１
０ｎｍ～５０ナノメートル（両端値を含む）のマイクロエマルジョンが使用される。これ
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に応じて、本発明によれば、ＷａｃｋｅｒによりＦｉｎｉｓｈ　ＣＴ９６Ｅ（登録商標）
またはＳＬＭ２８０２０（登録商標）で販売されている、式（Ｅ）を有するアミノシリコ
ーンのマイクロエマルジョンを使用することができる。
【０２２９】
　別の群のこの定義に対応するアミノシリコーンは、次式（Ｆ）によって表される：

（式中、
－　ｍおよびｎは、合計（ｎ＋ｍ）が１～２０００、特に５０～１５０の範囲であり、ｎ
が０～１９９９、特に４９～１４９の数を示し、ｍが１～２０００、特に１～１０の数を
示す可能性があるような数であり、
－　Ａは、４～８個の炭素原子、好ましくは４個の炭素原子を含む直鎖状または分枝状ア
ルキレンラジカルを示す。このラジカルは、好ましくは直鎖状である。）
【０２３０】
　これらのアミノシリコーンの重量平均分子量（Ｍｗ）は、好ましくは２０００～１，０
００，０００、さらにより特定すると３５００～２００，０００の範囲である。
【０２３１】
　式（Ｆ）の好ましいシリコーンは、Ｄｏｗ　Ｃｏｒｎｉｎｇにより商品名ＸＩＡＭＥＴ
ＥＲ（登録商標）ＭＥＭ－８２９９カチオン性エマルジョンで販売されているアモジメチ
コン（ＩＮＣＩ名）である。
【０２３２】
　別の群のこの定義に対応するアミノシリコーンは、次式（Ｇ）によって表される：

（式中、
－　ｍおよびｎは、合計（ｎ＋ｍ）が１～２０００、特に５０～１５０の範囲であり、ｎ
が０～１９９９、特に４９～１４９の数を示し、ｍが１～２０００、特に１～１０の数を
示す可能性があるような数であり、
－　Ａは、４～８個の炭素原子、好ましくは４個の炭素原子を含む直鎖状または分枝状ア
ルキレンラジカルを示す。このラジカルは、好ましくは分枝状である。）。
【０２３３】
　これらのアミノシリコーンの重量平均分子量（Ｍｗ）は、好ましくは５００～１，００
０，０００、さらにより特定すると１０００～２００，０００の範囲である。
【０２３４】
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　この式を有するシリコーンは、例えば、Ｄｏｗ　Ｃｏｒｎｉｎｇ製のＤＣ２－８５６６
アミノ流体である。
【０２３５】
　ｃ）式（Ｈ）に対応するアミノシリコーン：

（式中、
－　Ｒ５は、１～１８個の炭素原子を含む１価の炭化水素系ラジカル、特にＣ１～Ｃ１８

アルキルラジカルまたはＣ２～Ｃ１８アルケニルラジカル、例えばメチルを表し、
－　Ｒ６は、２価の炭化水素系ラジカル、特にＣ１～Ｃ１８アルキレンラジカルまたは２
価のＣ１～Ｃ１８、例えばＣ１～Ｃ８アルキレンオキシラジカル（ＳｉＣ結合を介してＳ
ｉに結合している）を表し、
－　Ｑ－は、ハロゲン化物イオン、特に塩化物などのアニオン、または有機酸塩（例えば
、アセテート）であり、
－　ｒは、２～２０、特に２～８の平均統計値を表し、
－　ｓは、２０～２００、特に２０～５０の平均統計値を表す）。
【０２３６】
　このようなアミノシリコーンは、より特定的に米国特許第４，１８５，０８７号に記載
されている。
【０２３７】
　ｄ）式（Ｉ）を有する四級アンモニウムシリコーン：

（式中、
－　Ｒ７は、同一であっても異なっていてもよく、１～１８個の炭素原子を含む一価の炭
化水素系ラジカル、特にＣ１～Ｃ１８アルキルラジカル、Ｃ２～Ｃ１８アルケニルラジカ
ルまたは５もしくは６個の炭素原子を含む環、例えばメチルを表し、
－　Ｒ６は、２価の炭化水素系ラジカル、特にＣ１～Ｃ１８アルキレンラジカルまたは２
価のＣ１～Ｃ１８、例えばＣ１～Ｃ８アルキレンオキシラジカル（ＳｉＣ結合を介してＳ
ｉに結合されている）を表し、
－　Ｒ８は、同一であっても異なっていてもよく、水素原子、１～１８個の炭素原子を含
む１価の炭化水素系ラジカル、特にＣ１～Ｃ１８アルキルラジカル、Ｃ２～Ｃ１８アルケ
ニルラジカルまたは－Ｒ６－ＮＨＣＯＲ７ラジカルを表し、
－　Ｘ－は、ハロゲン化物イオン、特に塩化物などのアニオン、または有機酸塩（例えば
、アセテート）であり、
－　ｒは、２～１００、特に５～１００の平均統計値を表す）。
　このようなシリコーンは、例えばＥＰ出願第０，５３０，９７４号に記載されている。
【０２３８】
　ｅ）式（Ｊ）を有するアミノシリコーン：
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（式中、
－　Ｒ１、Ｒ２、Ｒ３およびＲ４は、同一であっても異なっていてもよく、Ｃ１～Ｃ４ア
ルキルラジカルまたはフェニル基を示し、
－　Ｒ５は、Ｃ１～Ｃ４アルキルラジカルまたはヒドロキシル基を示し、
－　ｎは、１～５の範囲の整数であり、
－　ｍは、１～５の範囲の整数であり、
ｘは、０．０１～１ｍｅｑ／ｇのアミン数になるように選択される）。
【０２３９】
　ｆ）タイプ（ＡＢ）ｎのマルチブロックポリオキシアルキレン化アミノシリコーン（Ａ
は、ポリシロキサンブロックであり、Ｂは、少なくとも１つのアミン基を含むポリオキシ
アルキレン化ブロックである）。
【０２４０】
　前記シリコーンは、好ましくは、以下の一般式を有する反復単位で構成される：
［－（ＳｉＭｅ２Ｏ）ｘＳｉＭｅ２－Ｒ－Ｎ（Ｒ”）－Ｒ’－Ｏ（Ｃ２Ｈ４Ｏ）ａ（Ｃ３

Ｈ６Ｏ）ｂ－Ｒ’－Ｎ（Ｈ）－Ｒ－］
あるいは
［－（ＳｉＭｅ２Ｏ）ｘＳｉＭｅ２－Ｒ－Ｎ（Ｒ”）－Ｒ’－Ｏ（Ｃ２Ｈ４Ｏ）ａ（Ｃ３

Ｈ６Ｏ）ｂ－］
（式中、
－　ａは、１以上、好ましくは５～２００の範囲、より特定すると１０～１００の範囲の
整数であり、
－　ｂは、０～２００、好ましくは４～１００、より特定すると５～３０の範囲を占める
整数であり、
－　ｘは、１～１０，０００、より特定すると１０～５０００の範囲の整数であり、
－　Ｒ”は、水素原子またはメチルであり、
－　Ｒは、同一であっても異なっていてもよく、任意選択により酸素などのヘテロ原子を
１個以上含む、２価の直鎖状または分枝状Ｃ２～Ｃ１２炭化水素系ラジカルを表し、好ま
しくは、Ｒは、エチレンラジカル、直鎖状もしくは分枝状プロピレンラジカル、直鎖状も
しくは分枝状ブチレンラジカル、またはＣＨ２ＣＨ２ＣＨ２ＯＣＨ（ＯＨ）ＣＨ２－ラジ
カルを示し、優先的には、Ｒは、ＣＨ２ＣＨ２ＣＨ２ＯＣＨ（ＯＨ）ＣＨ２－ラジカルを
示し、
－　Ｒ’は、同一であっても異なっていてもよく、任意選択により酸素などのヘテロ原子
を１個以上含む、２価の直鎖状または分枝状Ｃ２～Ｃ１２炭化水素系ラジカルを表し、好
ましくは、Ｒ’は、エチレンラジカル、直鎖状もしくは分枝状プロピレンラジカル、直鎖
状もしくは分枝状ブチレンラジカル、またはＣＨ２ＣＨ２ＣＨ２ＯＣＨ（ＯＨ）ＣＨ２－
ラジカルを示し、優先的には、Ｒ’は、－ＣＨ（ＣＨ３）－ＣＨ２－を示す）。
【０２４１】
　シロキサンブロックは、好ましくはシリコーンの総重量の５０～９５モル％、より特定
すると７０～８５モル％を表す。
【０２４２】
　アミン含有量は、好ましくは、３０％ジプロピレングリコール溶液中の共重合体の０．
０２～０．５ｍｅｑ／ｇ、より特定すると０．０５～０．２である。
【０２４３】
　シリコーンの重量平均分子量（Ｍｗ）は、好ましくは５０００～１，０００，０００、
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より特定すると１０，０００～２００，０００を占める。
【０２４４】
　具体的には、Ｍｏｍｅｎｔｉｖｅにより名称Ｓｉｌｓｏｆｔ（商標）Ａ－８４３または
Ｓｉｌｓｏｆｔ（商標）Ａ＋で販売されているシリコーンを挙げることができる。
【０２４５】
　ｇ）次式（Ｋ）に対応するアルキルアミノシリコーン：

（式中、
－　ｘおよびｙは、１～５０００の範囲の数であり、好ましくは、ｘは１０～２０００、
特に１００～１０００を範囲とし、ｙは１～１００を範囲とし、
－　Ｒ１およびＲ２は、同一であっても異なっていてもよく、好ましくは同一であり、６
～３０個の炭素原子、好ましくは８～２４個の炭素原子、特に１２～２０個の炭素原子を
含む直鎖状または分枝状の飽和または不飽和アルキルラジカルであり、
－　Ａは、２～８個の炭素原子を含む直鎖状または分枝状アルキレンラジカルであり、
好ましくは、Ａは、３～６個の炭素原子、特に４個の炭素原子を含み、好ましくは、Ａは
分枝状である。具体的には、以下の２価のラジカル：－ＣＨ２ＣＨ２ＣＨ２および－ＣＨ

２ＣＨ（ＣＨ３）ＣＨ２－を挙げることができる）。
【０２４６】
　好ましくは、Ｒ１およびＲ２は、同一であっても異なっていてもよく、６～３０個の炭
素原子、好ましくは８～２４個の炭素原子、特に１２～２０個の炭素原子を含む飽和直鎖
状アルキルラジカルであり、特にドデシルラジカル、テトラデシルラジカル、ペンタデシ
ルラジカル、ヘキサデシルラジカル、ヘプタデシルラジカル、オクタデシルラジカル、ノ
ナデシルラジカルおよびエイコシルラジカルを挙げることができ、優先的には、Ｒ１およ
びＲ２は、同一であっても異なっていてもよく、ヘキサデシル（セチル）ラジカルおよび
オクタデシル（ステアリル）ラジカルから選択される。
【０２４７】
　優先的には、シリコーンは、式（Ｋ）で表され、
－　ｘは、１０～２０００、特に１００～１０００を範囲とし、
－　ｙは、１～１００を範囲とし、
－　Ａは、３～６個の炭素原子、特に４個の炭素原子を含み、
好ましくは、Ａは分枝状であり、より特定するとＡは、以下の２価のラジカル：ＣＨ２Ｃ
Ｈ２ＣＨ２および－ＣＨ２ＣＨ（ＣＨ３）ＣＨ２－から選択され、
－　Ｒ１およびＲ２は、同一であっても異なっていてもよく、６～３０個の炭素原子、好
ましくは８～２４個の炭素原子、特に１２～２０個の炭素原子を含む直鎖状の飽和アルキ
ルラジカルであり、特にドデシル、テトラデシル、ペンタデシル、ヘキサデシル、ヘプタ
デシル、オクタデシル、ノナデシルおよびエイコシルラジカルから選択され、優先的には
、Ｒ１およびＲ２は、同一であっても異なっていてもよく、ヘキサデシル（セチル）ラジ
カルおよびオクタデシル（ステアリル）ラジカルから選択される。
【０２４８】
　式（Ｋ）の好ましいシリコーンは、ビス－セテアリルアモジメチコン（ＩＮＣＩ名）で
ある。
【０２４９】
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　具体的には、Ｍｏｍｅｎｔｉｖｅにより名称Ｓｉｌｓｏｆｔ（商標）ＡＸで販売されて
いるシリコーンを挙げることができる。
【０２５０】
　好ましくは、本発明によるアミノシリコーンは、式（Ｆ）のアミノシリコーンから選択
される。式（Ｆ）の好ましいシリコーンは、Ｄｏｗ　Ｃｏｒｎｉｎｇにより商品名ＸＩＡ
ＭＥＴＥＲ（登録商標）ＭＥＭ－８２９９カチオン性エマルジョンで販売されているアモ
ジメチコン（ＩＮＣＩ名）である。
【０２５１】
　本開示は、以下の実施例によって実行される。これらの実施例は、本質的に制限せずに
技術を例示する役割を果たす。
【実施例】
【０２５２】
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【０２５９】
実施例４－４（繊維耐久性試験）
　繊維耐久性試験（破壊までのサイクル（ＣＴＢ））を、Ｄｉａ－Ｓｔｒｏｎ繰り返し疲
労引張試験機（ＣＦＴＴ）を使用して実施した。より高いＣＴＢは、より耐久性のある繊
維を示す。以下の３つの群の毛髪見本を試験した。
（１）天然の毛髪見本
（２）標準のサルフェート系シャンプーで１０回シャンプーした毛髪
（３）標準のサルフェート系シャンプーでシャンプーした後、実施例４－１の製剤Ａに対
応するコンディショナーでトリートメントした毛髪見本。これを１０回繰り返した。
【０２６０】
　各見本の毛髪サンプルのサイズは、一サンプル当たり約５０個の繊維であった。繊維の
長さは２８ｍｍだった。実験は、約２３℃、４５％の相対湿度、および所定の速度で指定
領域全体にわたって一定の応力にて実施した。
【０２６１】
　ＣＴＢの結果は、標準のサルフェート系シャンプーでシャンプーし、実施例４－１の製
剤Ａに対応するコンディショナーで処置した毛髪見本が、破壊に至るために最も多くのサ
イクルを要した（最も強力だった）ことを示した。標準のサルフェート系シャンプーで１
０回シャンプーした毛髪見本は、破壊に至るために天然の毛髪見本（対照）より多くのサ
イクルを要したが、それは、水の吸収およびシャンプー中の１種以上の成分による潜在的
な可塑化効果に起因する可能性がある。平均ＣＴＢを以下の表に記録する。３つの異なる
群の毛髪見本それぞれについての平均ＣＴＢの差は、統計的に有意だった。
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【０２６６】
実施例９（シャンプーおよびコンディショニングの特性）
　実施例１の製剤１のシャンプーを、プラセボシャンプーと比較した。プラセボシャンプ
ーは、３重量％のタウリンも３重量％のクエン酸も含まなかった以外は製剤１のシャンプ
ーと同一だった。１グラムの脱色した毛髪見本を水で１０秒間濡らし、０．３グラムのシ
ャンプー（製剤１のシャンプーまたはプラセボシャンプーのいずれか）を毛髪全体に３０
秒間、泡立てた。次いで毛髪見本を水で３０秒間洗い流し、空気乾燥した。乾燥したら、
専門家の一団によって見本を評価した。
【０２６７】
　製剤１で処置した毛髪見本は、プラセボシャンプーで処置した毛髪見本と比べて、より
被覆され、より強力な繊維の感触を持ち、より統制がとれており、よりしなやかだった。
プラセボシャンプーで処置した毛髪見本は、製剤１で処置した毛髪見本と比べて、よりや
わらかく、よりコシがなく、より滑らかだった。
【０２６８】
　実施例４の製剤１２のコンディショナーを、プラセボコンディショナーと比較した。プ
ラセボコンディショナーは、タウリンもクエン酸も含まなかった以外は製剤１２のコンデ
ィショナーと同一だった。１ｇの脱色した毛髪見本を水で１０秒間濡らした。次いで０．
３グラムのコンディショナー（製剤１２のコンディショナーまたはプラセボコンディショ
ナーのいずれか）を毛髪見本に適用し、毛髪見本上に５分間保持させた。次いで毛髪見本
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を水で１０秒間洗い流し、空気乾燥させた。
【０２６９】
　製剤１２で処置した毛髪見本は、プラセボコンディショナーで処置した毛髪見本と比べ
て、より被覆され、より強力な繊維の感触を持ち、より統制がとれており、よりしなやか
であり、終端がより閉口しており、よりコンパクトであり、より明確なカールを示してい
た。プラセボコンディショナーで処置した毛髪見本は、製剤１２で処置した毛髪見本と比
べて、よりザラつく感触を有し、より多くの縮れを示した。
【０２７０】
実施例９（消費者試験）
　白色人種系およびヒスパニック系／ラテン系の年齢１８～５０歳の消費者が、２週間の
盲検定性的モナディック家庭調査に参加した。消費者らは、以下の７つの特質（粗い／ザ
ラつく、縮れている、パサつく、乾燥により変色している、脆弱である、ツヤがない、ま
たは張りがない／コシがない）のうち少なくとも３つを有するとして自分たちの毛髪を説
明した。消費者は全員、毎週少なくとも３回、シャンプーおよびコンディショニングを厳
格な管理下で実施した。
【０２７１】
　２週間の間、消費者は、彼らが常用していたシャンプーおよびコンディショニングを止
め、代わりに実施例１の製剤４のシャンプーおよび実施例４の製剤１１のコンディショナ
ーを使用するようにした。消費者らは、これらの製剤による自分たちの毛髪のシャンプー
およびコンディショニングを毎週少なくとも３回継続するように指示された。
【０２７２】
　一部の消費者は、この習慣を開始した際に、毛髪の初期のパサつきに不平を漏らした。
しかし、使用を継続してから１週間後、消費者は、自分たちの毛髪が強化されたことと、
開始前より健康になったことを報告した。使用から２週間後、消費者は、破壊に対する保
護が向上したことを報告した。
【０２７３】
　先の記述は、本開示を例示し、説明している。加えて、本開示は、好ましい実施形態の
みを示し、説明しているが、前述の通り、さまざまなその他の組み合わせ、修正、および
環境において使用することができ、本明細書において表される本発明の概念の範囲内で、
上記の教示および／または関連技術の技能もしくは知見に相応の変更または修正が可能で
あることを理解されたい。上記の本明細書に記載の実施形態は、さらに、本出願人に知ら
れる最良の様式を説明し、他の当業者が、該実施形態またはその他の実施形態において、
特定の応用例またはその使用に必要とされる種々の修正を加えて、本開示を利用できるよ
うにすることを目的とする。これに応じて、本記述は、本発明を、本明細書で開示する形
態に限定されることを意図しない。また、添付の特許請求の範囲に代替の実施形態が含ま
れると解釈されることを意図する。
【０２７４】
　本明細書で使用する場合、用語「含む（comprising）」、「有する（having）」および
「含めた（including）」（または「含む（comprise）」、「有する（have）」および「
含む（include）」）は、自由かつ非限定的な意味で使用される。
【０２７５】
　用語「ある（a）」、「ある（an）」および「その（the）」は、複数形および単数形を
包含すると理解される。
【０２７６】
　したがって、用語「その混合物」は、「これらの混合物」にも関連する。本開示を通し
て、用語「その混合物」は、文字Ａ～Ｆが要素を表す場合に、以下の例に示すような要素
のリストに後続して使用される（例：「Ａ、Ｂ、Ｃ、Ｄ、Ｅ、Ｆおよびその混合物からな
る群から選択される１つ以上の要素」）。用語「その混合物」は、混合物が、必ずしもＡ
、Ｂ、Ｃ、Ｄ、ＥおよびＦのすべてを含んでいなくてもよい（しかし、Ａ、Ｂ、Ｃ、Ｄ、
ＥおよびＦのすべてが含まれていてもよい）。正確に言えば、Ａ、Ｂ、Ｃ、Ｄ、Ｅおよび
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Ｆのうちの２つ以上の混合物を含むことができることを示す。言い換えれば、これは、語
句「Ａ、Ｂ、Ｃ、Ｄ、Ｅ、Ｆ、ならびにＡ、Ｂ、Ｃ、Ｄ、ＥおよびＦのうちの任意の２つ
以上の混合物からなる群から選択される１つ以上の要素」に相当する。
【０２７７】
　同様に、用語「その塩」は、「これらの塩」にも関連する。したがって、本開示が、「
Ａ、Ｂ、Ｃ、Ｄ、Ｅ、Ｆ、その塩、およびその混合物」と言及する場合、Ａ、Ｂ、Ｃ、Ｄ
およびＦの１つ以上が含まれ得る、Ａの塩、Ｂの塩、Ｃの塩、Ｄの塩、Ｅの塩、およびＦ
の塩の１つ以上が含まれ得る、またはＡ、Ｂ、Ｃ、Ｄ、Ｅ、Ｆ、Ａの塩、Ｂの塩、Ｃの塩
、Ｄの塩、Ｅの塩、およびＦの塩のうちの任意の２つの混合物が含まれ得る。
【０２７８】
　本開示を通して言及される塩、例えば、アミノ酸の塩、アミノスルホン酸の塩、ならび
に非高分子モノ、ジおよび／またはトリカルボン酸の塩は、アルカリ金属、アルカリ土類
金属、またはアンモニウム対イオンなどの対イオンを有する塩を含んでもよい。しかし、
この対イオンのリストは、非限定的である。
【０２７９】
　「１つ以上」という表現は、「少なくとも１つ」を意味し、したがって、個々の構成要
素ならびに混合物／組み合わせを含む。
【０２８０】
　実施例以外に、または別途指示がある場合、成分および／または反応条件の量を表す全
ての数は、いずれの場合も、用語「約」で修正されると理解され、指定の数の±５％の範
囲内にあることを意味する。
【０２８１】
　本明細書における全てのパーセンテージ、部、および比は、別途指示がない限り、本発
明の組成物の総重量に基づく。
【０２８２】
　「ケラチン基質」は、本明細書で使用する場合、これらに限定されないが、ヒトの頭の
毛髪および／または頭皮などのケラチン繊維を含む。
【０２８３】
　「コンディショニング」は、本明細書で使用する場合、櫛通り、水分保持力、ツヤ、光
沢、およびやわらかさから選択される少なくとも１つの特性を、１本以上の毛髪繊維に付
与することを意味する。コンディショニングの状態は、例えば、測定と、処置した毛髪お
よび未処置の毛髪の櫛通りし易さのコーミング作業（ｇｍ－ｉｎ）の面での比較と、消費
者知覚などの当該技術分野で公知の任意の手段によって評価することができる。
【０２８４】
　用語「処置」（およびその文法的変異）は、本明細書で使用する場合、毛髪などのケラ
チン基質の表面上への本開示の組成物の適用を指す。用語「処置」（およびその文法的変
異）はまた、本明細書で使用する場合、毛髪などのケラチン基質を本開示の組成物と接触
させることも指す。
【０２８５】
　「リンスオフ」製品は、ケラチン基質上への組成物の適用の後またはその間、および前
記ケラチン基質の乾燥および／またはスタイリングの前のいずれかにおいて、水ですすぎ
落とされる、かつ／または洗浄されるヘアトリートメント組成物などの組成物を指す。少
なくとも一部、典型的には大部分の組成物が、すすぎおよび／または洗浄の間にケラチン
基質から除去される。
【０２８６】
　用語「安定性」は、本明細書で使用する場合、組成物が、ある一定の期間、例えば少な
くとも１日（２４時間）、１週間、１カ月間、または１年間の間、相分離および／または
結晶化を示さないことを意味する。
【０２８７】
　「揮発性」は、本明細書で使用する場合、約１００℃未満の引火点を有することを意味
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【０２８８】
　「不揮発性」は、本明細書で使用する場合、約１００℃超の引火点を有することを意味
する。
【０２８９】
　本明細書で使用する場合、記載される全ての範囲は、その所定の範囲内に含まれる全て
の具体的な範囲、およびその所定の範囲の間の部分的な範囲の組み合わせを含むことを意
味する。したがって、１～５の範囲は、具体的には、１、２、３、４および５、ならびに
２～５、３～５、２～３、２～４、１～４などの部分的な範囲を含む。
【０２９０】
　用語「実質的に含まない」または「本質的に含まない」は、本明細書で使用する場合、
組成物の総重量に基づき、組成物に添加された特定物質が約５重量％未満しかないことを
意味する。それにもかかわらず、組成物は、特定物質を、約３重量％未満、約２重量％未
満、約１重量％未満、約０．５重量％未満、約０．１重量％未満しか含まない、または全
く含まない可能性がある。
【０２９１】
　本明細書で開示する全ての範囲および値は、包含的かつ組み合わせ可能である。例えば
、本明細書に記載の範囲内に含まれる、本明細書に記載の任意の値または点は、部分的な
範囲などを引き出すための最小値または最大値として役立つことができる。
【０２９２】
　本明細書中で引用される全ての刊行物および特許出願は、それぞれの個々の刊行物また
は特許出願が、特定的にかつ個別に、参照により援用されるように指示されるかのように
、参照により、またいずれかの目的および全ての目的のために、本明細書に援用される。
本開示と参照により本明細書に援用される任意の刊行物または特許出願との間の矛盾の事
象において、本開示がコントロールする。
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【国際調査報告】
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